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特 集 / 群 と し て の 住 居



同じ建て坪なら 倍ぐらいには使えます

務 所 ・工 場 ・倉 庫 な ど 、 中 型 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨 組 〈ス ミ フ レ ー ム V } を ご 利 用 く だ さ い。 中柱が不要で、、問 n 、屋 内 ス ペ ー ス が

広くとれ 、 同じ建て坪なら、まず、倍くやら い に活用でき、合理的です 。 強靭で耐久 Ｇ ｉ ｾ 二

に富 み 、 建 築 も 簡 単。 360椅 以 上 の 標準 設計 を 用 意 しています 。

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

- _ ， 
令 官 室 友 会 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社
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いつまでも変わらない美しいロイヤルパターン

主七三当 すばらしい立体感をもっ絵榔、ロイヤルパターン 。

とえ‘ 正私 、よ- その、美しい気品ある絵柄は、 o. 5mm'  ..... 1  .Omm'  

言 内ミ昔、...:..¥;;;旬、

さ記イペ 1. 5mm 、 と は 和 つでも消えません。

ＭＱＮＵｾ ［ ｃ ｏ＠ ｭ ｾ Ｍ ｯＮ ＧＵ ｾｭ＠ しかも、マチコロイヤルは

耐えるタフさは抜群です。

ロイヤルの

美しさは

いつまでも

豪華な雰囲気をただよわせる

最高級の床タイル

マチコロイヤルは、良い材料を

すぐれた技術で加工、いっそう

品質を高めた最高傑作です。

色は、インテリアデザイナーが

最も使いやすいようにまとめ

あげた 6色。I何度・彩! 変とも

ひかえ目 。高級タイルにふさ

わしいエレガントな昧をだし

ています。ロイヤルを敷きつ

ヤルルーム" の風絡です。

おとろえません

@五;Lj ヌリューム株式会キ土

人通りのはげしい場所には

とくにおすすめします。

ホールや階段、廊下などに最適です。 もちろん、

オフィスにも使えます 。 ホテル、レストラン、喫茶 ｉｾ ｾ ， 

銀行、デパ ート、病院など、人の集まる場所には

ドシドシ ご採用ください。

- カタログのご請求・お問い合わせは

本社/大阪市南区限度町通り 4 丁目2 5順慶町三事lピJ レ5階 T E L (0 6 ) 252- 2 9 2 1(代)

東京支底・名古屋営業所・福岡営業所・札幌出張所・仙台出張所・長野出張所・広島出張所・四国出張所



* 新 ら し い 時 代 の ド ア ー ク ロ ー ザ ー

苧、益、ＡＮｾ
骨・トピミ，SG⑮

超 高 層 ビ ル で も 活 躍 す る 丁 番 型 オ ー トヒンジ

b  

A  

国 特 長 1. 抜 群 の 耐久 力

2  充 分 な 閉扉 力

3  シ ン プル な デ ザ イ ン

4  取 付 が 簡 単
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発売元 日 惹 機 材 株 式 会 社

東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 2  ( 丸ピ J レ 4 5 9区 )

電 話 東 京 201 - 3  3  3  3 ・ 211 ー 0 0 0 5

出 張 所 大 阪 ・名 古 屋 ・ 信 岡 ー札 幌

白 木 電 気 精 器 株 式 曾 枇
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レ デ ィ メ ー ド ア ル ミ サ ッ シ ・ ドア

暑 い 夏 の あ と に 、 や っ て く る 台 風 シ ー ズ ン 。

ま っ た く 迷 惑 な お 客 き ま で す が 、 し か し こ れ も 日

本 の 宿 命 と 、 あ き ら め 顔 を す る の は 、 ち ょ っ と 早

言十な 言舌 で す 。

ダ イ ケ ン サ ッ シ が 、 サ ッ シ ひ と す じ に 和tみ 重 ね た

貴 重 な 経 験 で 、 対 台 風 作 戦 の お 手 伝 い を し ま す 。

暮 ら し の 完 全防 衛 を 目 指 し て 、 つ ぎ つ ぎ に 新 製 品

の 開 発 を 続 け る 、 ダ イ ケ ン サ ッ シ ・・・・・・・・・全製品に

高 度 な 技 術 を ふ ん だ ん に 注 ぎ 込 み ま し た 。

も は や 、 台 風 の た び に 泣 か さ れ た こ と も 、 昔 の 苦

い 体 験 と し て 残 る だ け で す 。

台 風 な ど 少 し も 恐 る る に 足 ら ず . . . . . . です。

も ち ろ ん ダ イ ケ ン サ ッ シ な ら 、 冷 暖 房 効 果 も 抜 群 、

よ り 快 適 な 暮 ら し が 楽 し め ま す 。

⑩ 

ｾｾケシサァシ撤式会祉

大阪営業所 大阪市東区南本町 5- 14 (南本町ビル) 〒541

T  E  L  (06)  252 - 1881  (大代)

本 社 工 場 〒 590 T  E  L  (0722)  38- 1  141 ( 大代)

干 590 T  E  L  (0722) 71- 5541  ( 大代)

堺 市 松 屋 町 1 - 6  

堺 市 平 岡 町 4 8  鳳 工 場

藤 沢 工 場 神奈川県高度郡綾瀬町吉岡 159 〒 252 T  E  L  ( 0467)  78 - 0  9  1  1  

東 京 営 業 所

名古屋営業所

福 岡 営 業 所

東京都中央区日本橋本町 3 - 8  (本三ビル) 〒 103 T  E  L  ( 03)  662 - 2924 (代)

名古屋市中村区広小路西通3- 9{信泉ピル) 〒 450 T  E じ (052) 582- 3951 (代)

福 岡 市 舞 鴎 2 - 1 - 2 4 干 810 T  E  L  (092)  74- 6238- 9  
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防 水 工 法

曲面の表現が自由に活かされる 0. 7%の塗膜

ハ

‘' 
、.

- ⑧ はテ' ュポン ヰ士登録商標

圃 詳しいお問合せは当社防水コンサルヲント 〈筏 術 サ ー ビ

ス恕〉 へ お由しこみ下 さ い。専問社員を参上させま す。

…@噺

i  N E W  0  

h  NE OP R E NE  

h  ｈｙｐａｌｏｎ ｾ＠

合成ゴム「ネオプレンPと「ハイバロンアiこよる 塗 膜 防 水

層 の 厚 さ はO. 7 mm、重量は 1 kg/ m' に す ぎ ま せ ん 。どん

な 曲 面 に も 複 雑 な 場 所 に も 施 工 で き ま す 。耐 候 性 は 抜 群

で 、 パ ス テ ル 調 の 仕 上 り が 魅 力 で す 。

マルエスルーフィング・ビニヱスタイル“ S P " 製 造 元

日 新 工 業 株 式 会 社

本 社 : 東京 都 足 立 区 千 住 東 2- 2 1- 28 T E L ( 882) 大 代 2 4 2 4

大 阪 支 広 大阪市西区新田T北通 l の 8 :  T  E  L  ( 531 ) 代 5 2  8  1  

営 業 所 : 名 宵 屋 ・ 広 島 ・福 岡 ・札 幌 ・ 山 形
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- シ グ マ ー ト に よ る ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

. 特 殊 絶 縁 防 水 工 法 ( 特 許 出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水 工 法

- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員の 強 力 な 連 繋 と 技 術

で 完 全 な 施 工 工 事 を お 引 受 け し、 た しま す 。

、

地 区 別 4  2 =  

キ土 名 | 代 表 者
f主 F斤 電 言舌

ヰじ毎i草1也区

日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社 滝 山 米 太 郎 札 幌 市 = 条 通 4 - 1 (22) 3458 ・4426 (23) 8016

日 新 建 エ 株 式 会 社 札 幌 出 張 所 大 木 久 俊 。 南 大 通 り 西 13丁 目 ( 22)  5  0  1  5  

東 北 地 区 日 新 建 エ 株 式 会 社 仙 台 出 張 所 滝 沢 慶 則 仙 台 市 一 日 町 1 - 2 ( 25)  5  4  3  1  ｦｾ＠

伊 藤 建 材 株 式 会 社 伊 藤 豊 吉 東 京 都 台 東 区 西 浅 草 2 - 15- 9  (842 )  1  4  3  1  イセ

北 条 ;歴 膏 工 業 株 式 会 社 北 条 弘 太
。

中 央 区 湊町 3 ー 7 551 )  2676 ・4382

有 限 会 社 金 岡 興 業 金 悶 辰 次 郎 。 新 宿 区 柏 木 5 - 1172  (363)  4  3  4  1  ｦｾ＠
，歴 膏 建 材 株 式 会 社 山 中 喜 代 治 。 千 代田 区 神 田 佐 久 間 河 岸51号 866) 2892 ・7687

日 新 建 工 株 式 会 社 山 下 直 衛 荒 川 区 南千 住 6 - 48- 19  (803)  2  4  1  1  

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 山 崎 慎二 千 代田 区神 田猿 楽町 1 - 9 (292 )  2  6  6  1  イセ

マ サ ル j尽 膏 工 業 株 式 会 社 西 田 勝 治 。 台 東 区 北 上 野 2 - 2 1- 10 (842 )  6  3  1  1  ｦｾ＠
耳 事 井 工 業 株 式 会 社 藤 井 喜 昌 文 京 区 千石 4 - 37- 4  (941 )  027 1 ・2582

関 東 地 区 富 士 工 村 株 式 会 社 小 島 英 夫 。 江 東 区i奈川イ主吉町 1 ー 14 (634)  0  1  6  1  イセ

織 田 工 業 株 式 会 社
1" 田 武 千 代 田 区 富 士 見 町 1 - 6  - 13 ( 263)  4  8  6  1  ｦｾ＠

木 下 工 業 株 式 会 社 木 下 墨 田 区 江 東橋 4 - 11 東 亜 ビ ル ( 634)  0  8  2  1  fセ

聖 子 ロ エ 材 株 式 会 社 坂 田 正博 。 渋 谷区 広 尾 1 - 1 4- 3  (441 ) 3751 (444) 0405 

大 手 口 工 業 株 式 会 社 +食井 喜 重 。 荒 川 区 南 千f主 5 - 5 ー 10 (802 )  4  7  5  1  ｦｾ＠
協 立 工 業 株 式 会 社 関 谷 克 巳 。 大 田 区 南 浦田 1 - 14- 2  (731 ) 0358 (738) 340 1  

株 式 会 社 奈 良 屋 高 庖 市 備 祐 造 水戸 市泉 町 1 - 6  - 26 (  3  ) 0171 - 6  

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社 石 田 想 、 吉 高 崎 市 八 島 町 117 (  2  ) 3301 - 2  

問 手 口 建 築 株 式 会 社 徳 永 昭 二 新 潟 市 流 作 場 宮 浦 1' - 17 11 (  45 )  2  2  5  1  t吃

島 屋 建 設 株 式 会 社 島 勝 人 金沢市止ヒ花町 5 ァ 7 (  21 )  0085 ( 31 )  6420 

北 陸 地 区

有 限 会 社 折 橋 政 次 郎 商 后 折 僑 嫡 eB 富 山 県 高 岡 市二 番 T ( 2 ) 0 9 9 9  

有 限 会 社 小 島 工 業 所 小 島 一 公
//  

志 貴 野 町25 (  3  )  0  3  9  1  

大 手 口 工 業 株 式 会 社 富 山 営 業 所 島 田 真 一 富山市堀川| 小泉町776 ( 3 1 ) 4 3 8 5  

株 式 会 社 = 井 工 業 所 ニ 井 辰 雄 静 岡 市 大 和 田T 1  - 20 (  85 )  9 151 - 3  

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社 渡辺 Eヨ 清 水 市 渋 川 5 2  0  ( 2 ) 2 2 2 11-セ

東 海 地 区

中 央 建 材 エ 業 株 式 会 社 木 下 作 ニ 名 古 屋 市 中 区 南久屋田J 3 - 12 (251 )  3  5  4  1  

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社 f手 線 隆 造
4砂

西 区 南 押 切 町 5 - 12 ( 571 ) 554 1- 4  
{  邑

山暗 建 キオー l苫 宮 崎 勇
/ /  

中 区f罪事寺山町 1 0 0 (33 1)  1  5  3  1  ｦｾ＠
東 京 建 材 工 業 株 式 会 社 伊 藤 銀 善 イシ

中 村 区 稲 上 町 1 - 41 (461 ) 9363 (481 ) 5621 

日 新 工 材 株 式 会 社 井 場 t圃 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 ー 17 ( 541 ) 3785- 6  

マ ル エ ス 工 業 株 式 会 社 山 崎 達夫 福 島 区 よ 福 島 南 1 ー 152 (458) 484 1- 3  

清 水 興 業 株 式 会 社 清 水

実費h

北区餓聖子町 3 4  
(( 372) 025l ~ 3  

近 畿 地 区

マ サ ル 涯 膏 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 勝 見 尼 崎 市 水 堂 加 茂 6 4  429)  7  3  5  5  

中 村 i歴 膏 工 業 株 式 会 社 中 村 秋 太 郎 神 戸 市 生 田 区区北 長 狭 通 6 丁 目 神 繊 共 栄 ピ ル (  34 )  5884 '  5658 

棚 田 建 材 有 限 会 社 棚 田 英 吉 。 葺 合 上 筒 井通 8 - 22 1  ( 22  ) 9182イセ

フ タ パ 興 業 株 式 会 社 友 長 保 男 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 4 - 49 (458) 7431 - 3  

石 偏 建 材 株 式 会 社 石 僑 節 雄 福 井 市 宝 永 9 ー 13 ( 3 ) 0 7 7 5  

豊 永 建 材 株 式 会 社 *キサ 望E 広 島 市 若 草 町 1 0  6  5  ( 6 1 ) 637 1- 4  

中 国 地 区

大 辛 口 工 業 株 式 会 社 広 島 出 張 所 ネ申垣 信 一 。 庚 午 南 町 1 - 2  - 28 ( 71 ) 4 6 8 7  

株 式 会 社 三 洋 技 建 谷 岡 司畠 広 島 県 大 竹 市 立 戸 4 ー 1 - 47 (  2  )  5155- 7  

東 中 国 防 水 工 業 有 限 会 社 馬 場 久 岡 山 市 磨 屋 町 7 - 18  (  23 )  1  1  8  1  fセ

株 式 会 社 山 本 商 会 山 本 進 松 山 市二 番 町 7 - 8 ー 1 山 本 ピ ル (  3 1  )  626 1- 3  

四 国 地 区

大 三 工 業 株 式 会 社 飯 間 浅 吉 高 松 市 本田J 2 ー 17 ( 5 1 )  6  8  1  1  - 5  

大 三 工 業 株 式 会 社 高 地 支 1苫 岸 岩 男 高 知 市 桟 橋 通 3 丁 目 108の 2 0888( 83)  7328 

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社 柴 田 秋 男 徳 島 市 矢三 町 東 野 181 ー l (  4  )  4  1  6  1  

ーマ J レ で<' ス 河 野 商 l苫 今 治 市 寺 町 5 6  (  2  ) 5000- 2  

日 新 興 業 株 式 会 社 河 野 考 義 延 岡 市 本 小 路 7 4  4  3  0  5 ・4 3  0  6  

キ* 式 dヨE? ヰ土 工 キオ キ土 竹 村 藤 一 北 九 州 市 門 司 区 大里 東 通 10丁 目 ( 38 ) 1468- 9  

九 州 地 区

株 式 会 社 大 ニ 商 会 戸 高 藤 縫 宮 崎 市 知 和 川 原 3 6 5 (  2  )  5  0  0  1  

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会 北 原 正 鹿児島市草牟田T田 町 3 9  8  0  (  3  ) 9395 

安 藤 工 事 株 式 会 社 川 勝 正 之 福 岡 市 大博 8 - 5  (  28 )  5207- 9  

巴 建 工 材 株 式 会 社 進 藤 博 一 大 手 門 2 - 8 - 6 (  75 )  7  7  5  2  

. 建設省東計第240号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

東 京 再1; 足 立 区 千 1主 東 田T 9  3  日 新 工 業 株 式 会 社 内 電 話 (882) 2  4  2  4  ( 代)

関 東 支 部 東 京 船 足 立 区 千 住 東町 93 日 新 工 業 株 式 会 社 内 電 話 ( 882 ) 2  4  2  4  ( 代)

河西支昔日 大 阪 市 西 区 新町 北 通 ) - 18 日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 内 電 話 ( 531 ) 5281 - 3  

九 州 支 部 福 岡 市 大 手 門 1 - 6  日 新 工 業 株 式 会 社九 州 出 張所 内 電 話 ( 74 ) 3  4  6  1  
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の 製 品 に は・・・

- ドアーを大切にしハウスキー パ ーの役目をはたす

'ート

S T - 8 4  ( 18- 8 ステンレス )

R A システム

- 仕上はサテン仕上です

寸法 (")1m) 板 厚 木ネ ジ穴の数 木ネ ジの太さ及び長さ 梱包数量

. R A システム (90。抜け芯装置付) です

・高精度 を誇 り、耐蝕性 ・耐熱性 にすぐれ

錆びたり 変色したりする 事 はありません

・18- 8 ステ ンレス、木ネ ジ付きです

全長 横 巾 ("Ym)  
+  

呼ら (枚)

8 9  8 9  2 .  5  6  4 . 1  X  2 5  1 0 0  

1 0 2  1 0 2  2 .  8  8  4 . 1  X  2 5  1 0 0  

1 2 7  1 0 2  3 .  0  1 0  4.  5 X  3 2  6 0  

1 2 7  1 2 7  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

包装・ 2 枚 木 ネ ジ 付 紙 面 入

- 錐 でガイ ド( 下 穴 ) を 設 け る 必 要 が な い 。

木ネジの革命ヌ ｉ ，ｾ ヲー
・全 ネ ジ 式 で す か ら 密 着 が 良 く 振動 の た め に

: f j ; ( : けてくるようなことはない 。

・釘状の部分で、木音1I へ 安 定 し た 依 合 が出 来 る

の で ド ラ イ パ ー の機 滑 り が な く 製 品 を 傷 め

ず に 固 定 出 来 る 。

・表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ 山 の 破 損 が

少なく 反 復 作 用 によく 耐 え ま す 。

※ ミア ー ト と の ヒ ン ジ の 中 級 品 以 上 ( D R- 844.  

N  R - 64.  S  T - 8 4.  S  T - S  L - 84- 1 ) には;

ス パ イ ラ ー が 附 属 さ れ て い ま す 。

レ芳三27J: EWι ジぅf 9 - ・米国 F HA規格品

- 自 然 換 気 に よ り 室 内 の 空 気 は い つ

も 爽 や か。 レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖房 の保 温 調 節 が 容 易 。 N o. 5 5 - R

・ シ ャ ッ タ ー 120・ 迄 自 在 調 節止 め付 。

・錆 の 発 生 、 変 色 が な く 湿 度 の 高 い

所 、 パ ス ル ー ム 等 に も 安 心 し て 使

用 出 来 る 。

・ ス ァ キ リ と し た デ ザ イ ン 中 間 色 の

落 ち つ い た 色 調 0

・風 雨 の 晒 す 場 所 で も 雨 の l吹 込 む 心
ク. リ J レ

自己カずなしミ 。 N o. 5 5 - G

・ ソフ トシ ー ト に て 取 付 け の 際 の ガ 防 虫網 付

6  

夕つ き が な く 、 完 全 密 着 取付 け 施

工 が出 来る。

伺E砂

. J 15 規格表示許可 工場 住 宅 公 団 ・建 設 省 指 定 メ ー カ ー

承 知 工 業 株 式 会 社

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 悦 ( 吋 )

縦 | 繍

150 ( 6 つ

150  ( 6 つ

150 ( 6 つ

260  ( 10つ

3 10 ( 12つ

360 ( 14つ

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 '弘、 ( 吋 )

縦 | 繍

150 ( 6  " )  

150 ( 6  " )  

150 ( 6 つ

260 (10" )  

310 ( 12")  

360 ( 14つ

表 面 額 寸法 ( 明 )

縦 | 横

195 

195 

195  

295 

345 

395 

表 面 積 寸 法 ( 明 )

縦 | 繍

195  

195 

195 

295 

345 

395 

提 鉄 筋 住 宅 の お 部 屋 の 換 気 、 冷i暖 房 装 訟 の 通 JiI.¥口 に は 理 想 的 な

吸入、排気のレジスター、グリルをセットして使用ください。

. 本 社 大 阪 一 柄 町 1 2  8  T EL :k1Vii (75 1)  1271 - 5  

工 場 東 大 阪 市 布 市 町 5 0  T E L 枚 岡 (81 ) 5  5  6  6  

東 京 東 京 都 中 央 区 日 本備 本 町'4- 4 T E L  東 京 (663) 6  7  4  8  

営 撲 所 (7 ラウンピル内)

r. .  

d  



， 

ー‘

、

宅ラヌ令:J

Ｍ･ラ ＺｊｾＮ ト

宅ラ Ｚｉｊｾ ト

③ 

熊本県庁舎 外 装 セ ラ ス キ ン 施 工

セ ラ ス キ ン と は 問 磁 器 のJ支 ( C E R A MI C S K I N) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色問 磁 器 と 結合 剤 と を 混 合 、 液

状 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ( コンプレッサ - 1吏

用 ) ガ ン に で 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 面、 天 井 et c に 吹 付

け、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。

特 徴

. 色 彩 高 熱 焼 成 ( 12 5 0

0

C ー 13 5 0

0

C ) に て 発 色

し た 陶 磁 器 を 主 材 料 に・し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風、 太陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん。

. 防 水 性 通 気 性 、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す 。

・ 耐 薬 品 性 弱菌室、弱 ア ル カ リ に 対 し て は 変 化 を 起

し ま せ ん0

. 耐 寒 性 20

0

C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ ん。

. 下 地 コ ン ク リ ー ト 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 べ 二

ヤ板、平日壁、 フロ y ク、スレート、

テックスま頁 etc.

鉄 類 の 場 合 は 錆 止 塗 料 を 塗 って下さし、。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 工 場 / 大 阪 府 慎 津 市 別 府 3 6 5  T E L 大阪 (381 ) 913 1

東京出張所 / 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 2 1 - 6 T E L 東京 (431 ) 7

瀬 戸 工 場 / 愛知県瀬戸市大字山口字南山 1 3  8  

7  
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ドアチェ ック 60シリ ーズ

ドアチェ ック 70シリース

ドアチェ ック 80シリース

ぅ|モ 品質性能とな照Pf ス ー 式

z ユースターfr" ぺ1.，-' :1

フロアヒン シ

そのf也

ラ/ ，( 卜リヒン ジ

ピボッ 卜ヒ ンジ

ドアハンドル

内

上枠断面懸吊要領片引き戸内観図

[ F早 早 口 一1戸
卜一一「了トー一寸

磁 fP.ti !d. t、h τ ド8 い.

同 拙同 レ 川 崎加 詰

. ニュースタ ースライド式ドアオペレ ーターの特徴

・油 圧 の 長 所 と 屯3it 式の平IJ 点とを組合せた新製品です 0 ・il Il 圧装置がついているために l羽る速度が 「ゆるく J r なめらか J です 0 ・パ ルプの洲士空

で閉る迷皮が自由に変えられます。 . JU-l る手前 でー且止って、その1行ゆるく閉ります。 ・停電の場合、すぐに手で経く l品川] が出来ます 。 ・filli 絡が

安〈、月 IJ途工事がほとんどない 0 ・取 付工事、保守が非常 に簡 単 です。

レール取付. " 阿国

日本ドアー子エーf ク楽団〓式命本ト '17 宅建ユ旦〓 国

本 社 工 場 大 阪 市 生 野 区 耳 障 矢 柄 町 2 2  2  mn舌 ( 06) ( 758)  1 2 5 1  ( 代 )

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 判t 田 小 川 町2- 12( 1日没 ピ J レ ) 常 時 ( 03 ) ( 293) 4 8 3 1 - 5  

札 幌 出 張 所 札 帆 市 月 集 中 央 通 り 月 媒 3 1  4 ー 1 電 話 ( 0122)( 86) 8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 北 6 番 丁 1 8  7 電 問 ( 0222 )( 34 ) 6  0  4  9  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 北 区 浪 打 町 2 - 8 0 - 2 電 館 ( 052)( 981) 7 5 3 1  - 3  

広 島 出 張 所 広 島 県 安 佐 郡 佐 東 町 緑 井 2 0 5 1電話 ( 08281)( 7  )  1  6  

福 岡 出 張 所 福 岡 市 天 神 4 丁 目 4 番 2 4 電結 ( 092) ( 14 )  2312 ・ 3312

⑩
一

8  



日 本 建 築 協 会 会 告 一 一一一

日本建築学会近畿支部，大阪府建築士会，日本建築家協会

関凶支部，大阪建設業協会，日本建築材料協会，大阪住宅住

設促進協議会，大阪市街地再開発促進協議会，日本建築協会

9 )J 16 1] ( 月) - 25 日( 水) (除22. 23日) 8 日間

午iIIJ 101時~午 後 411年

4 スエーデン都市計画写真展開催

催共

4 新建築研究ゼミナールと見学会

朝日新聞社大阪本社ビル改築工事

(共催 日本建築協会 日本建築学会近畿支部大阪府建築士会)

期
A  

=  

( 入品J無料)

(50音順)

ｾＱ 、Ｈ近続日本鉄辺〕

雄 ( 不 二 総 投)

夫 ( 大 成 独 政 )

l別 ( 泌 111 組)

美 ( 胡 油 剤 1 )

博 ( 戸 出 血 設 )

ｩｾ 主Ｈ滑車建設 Ｉ

場

名氏
回
貝委嘱

1

)

)

)

)

)

)

)

)

 

占

司

山

総

投

同

組

以

組

以

F

I

S

F

山

以

市

川

務

処

山山

山山

H

E
』

3

村

方

、

山

村

臨

小

水

制

成

U

」つ

竹

拠

出

附

近

法

阿

川

和

大

-

(

(

(

(

〈

(

(

(

(

3

会

μ

夫

彦

彦

郎

郎

之

見

会

一

同

i

太

一

ミ

有

印

長

博

敏

康

年

佐

進

秀

道

E

法

昭

一

…

藤

間

村

郎

小

中

口

村

一一

谷

4

司

出

大

片

木

楠

山

山

谷

凶

事

永

明治生命館 l 階ホーノレ

大阪 di . *区伏見回]'5 の 1 ( 御堂筋〕

映

照

芳

正

道

長谷川

平 石

松 岡

松 原

棚1 )11  

山 口

吉 凶

£与

=  

ｾｅ Ｉｪｽ 文郎氏

天池五十v治氏

II I，H  1[" 氏

9  Ｉｾ＠ 20 日( 金) 13.30 (:!t U ) → 16. 30 ( 解散)

大阪市北区 111之島 3 - 3 明日新聞大阪本社ビソレ南側 4 号

入 n ( 回線会肱)

ゼミナ ール 13.30- 15. ∞ 

(1)設計について 竹1j 1_L務jι 没Jlli15:f 1ー闘設計謀長

(2) 施工について μ  作 業 所 々 j乏

(3) 設官ilnζ ついて ρ  設，11' :'115設備設計課長

見 学 15 ∞ - 16.30 (新llil 紙の作業工程見学共)

建築概要

J9r "{.t j:也

設 t刊 ・施工

情A2 ・規桟

日 時

集合場所

会)向兇

大阪di北区111
之

μ 3 3  

株 式 会 社 竹111工務jJi

S R C造. J也ド 6 隣，地上13階，塔屋 3 断

ｾ築 ｬ 面総 6.267.66rrf. 延l面積91.272.03rrf

期 111州 1371.
1
二

12)J 28仁I- II /i柄143年 9 Ｉｾ＠ 30Ll 

2∞名

9) ] 181=1までにiU話 (231- 9640) でこ 'j( 来線へ

50円( ゼミナ- ) レテキスト代)

J  

F ‘  

、
.  

員

込

費

工

定

申

必当h

"'" 

下記会員浦氏はｾ設界における多年の功績によって建設大臣よりぷ彰

せられましたので乙乙に誌してその栄符をお喜び巾し t げます。

11己

ｊｬＶ｜氏 ＨιＱＱＱｾ￭ｬｩ 主ＺｌＮｬ業側代点取締 ｩ 生Ｉ

也氏( 倒木応屠工業所取締役会長)

砂j
氏 ( 側清水工業所取締役社長)

I4f氏 (j '宵本池設附取締役〉

次氏( 政! 日1上地側取締役組長)

一.

ｾｩｬ 正Ｈ二魚屋装備工業側取締役社長〕

4 日本建築協会会員の受賞

4 第 1 回日本の伝統工芸を見る会

京都 「西陣織」町工場の見学と金閣寺の拝観

4 第 9 回関西都市・住宅会議開催

一 一新都市計画法をめぐる諸問題一一

批

刷

愛

禿

汁

部

繁

村

居

水

広

岡

林

h
s

一

V

A

t

大

約

玉

政

消

恒例の関凶 ｾｬｲｬｩ ・ 住宅会議はＮ［［ｪ三 ｾｉＧＮ で第 Ｙ 回を数えますが，今回は「新

者lir!iJI 画法をめぐる ，tli 問題」について，いろいろと講演をささ，討議をい

た したいと存 じま す。新ら しくIIli J定 された「都市計E罰法」は，大正 8 年以

; l <' : の旧都けi 計画‘ 訟にかわる間期的 なもので，都市化時代の今 H の要i#に

乙たえたものです。その内容には rdi 街化区域Jri ¥J 衡化調整区域J r都

市社画の決定主体 J rJJ 日発行為の規I1川J r土地基金制度」ー… 等々 ，今

後の都市計画の実施に あたって . i l l : 裂な問題をもつものだけに. ｩ￟ ｾ 誌に

たずさわる関係者すべてがぜひ知っておかねばならぬものです。

記

|昭和43年10j:J 5 日( 土) 午後 11持- 51時30分

大阪商工会議所 ＴＰ Ｑ 号室Ｈ大阪市東区内本町桶 Ｚｩ ｾ［ 町Ｉ

新都市計画法について 建 設 省 都 市 局 担 当 官

新らしい都市計画法の問題点

lJl 絞省述築研究所郎市施設研究室長

パネルデ ィスカ ッシ ョン

建設省都市局担当官

佐 々 波 秀 彦 氏

三 輪 旅 久 氏 ( ) 、阪，j j 立大学教銭)

芝 川 教R Ci l 友 (-，託銀行以不動産部長〉

11") 出 正 信 氏 ( 大 阪 府 ， j j 街地建襲 : BD

上 村 正 人 氏 ( 大 阪 ， j j 総合計画局訓副都勧hJ t 幽A 長)

凶 村 英 二氏( 郎竹中工務応開発計画郎長〉

都市計画法関係資料 ( 桁盟者 IC有料で加市)

無 料

fG話 tζ て下記共催団体のうちの所属団体へ

( テキスト の購入希望HJ ' 無も)

( 社) 日本建築協会 ・ ( 社) 大阪府建築士会 ・大阪建設業

協会 ・大阪住宅建設促進協議会 ・大阪市街地再開発促進協

議会 ・ ( 社) 日本建築学会近畿支部 ・ ( 社) 日本建築家協

会関西支部 ・ ( 社) l : l 本建築材料協会

今後 ｈ 寺々日本の伝統一仁芸を見る会を催す乙とにしました。その［Ｚｲｾ 1 ・

2 回は「凶陣織J と決め. ［Ｚｲｾ＠ 1  1旦lは西陣の本場K 分散しているJ l I]' 工
j
坊の

うち下記の通り 3 カ所を選び見学する乙とにいたします。そのあとよい

機会でありますので近くの金| 弘J;'j を伴鋭します今

日 時 9 月 28 EI ( 土) 13.30 ( 集合) →18 ∞( 解散)

京都行使 12.45阪急悔出発特急→京都烏丸 F司王( 白出行動)

集合場所 阪急屯車烏丸駅地下道を大阪の方へ戻る . - . J l 5: 奥左側、市

パスセンター ・泉街Wl 業会館 U から 上 るrl i営駐 'Ii 場所人口

( 目標会旗) 貸切パス 13.'10出発

(1)凶案か ら紋l彰まで ( 14
∞

- 14.30)

上 ｪ［ｾ ｦＮ豆油小路 ｩ 並 ｬ 条 ｆＩ レ仙術誌田 ｔＹ Ｑ

i株 式 会 社 林 紋

機 ( 14. 50- 15. 20)

ｊｴＡ ぷｼじ盟 ｊ［ｩｬｬｩ 白 ｾｬｩｕｉ ｊｬ 0  

織 ( 15. 30- 16. 10)

上京区御所j 通今出川上J レ2 丁目北IBJ

安田綴錦織物株式会社

(4)金閣寺の伴鋭 ( 16.20- 17. 20)

18 ∞四条烏丸市営駐車場帰着ー解散

民

まとと織l
均株式会社

」二

(2) 手

(3) 綴

程n  

‘  

彦氏秀佐々波

と き

と こ ろ

講演と講師30名

9 月25日( 水) までに包括 (231- 964ω で事業線へ

ただ し先着順にて〆切

〔註〕第 2 回の「西陣織J 見学会は10月 19日( 土) 総合の近代工

場ともいうべき fil 北市原の川 島織物本社工l劫の予定，会誌

10月 号でど案内 111し上げます。

員

込

定

申

司会

テキス ト

会 穫

量き加申込

4 万国博に協力する建設資材展示会開催

大ｼ奴建設業協会，大阪 Ｉｮｾ 築上会Ｎ LI 本建築家協会，

日本建築学会，口本建築材料協会. 1:1 本建築協会

建設省，通商産業省，大阪府，大阪Tli . 大阪商工会議J9r .

日本万国博覧会協会
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気品と風格のあふれる床材

日本の感覚 ］ ｾＧｍ タイル
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風 格 あ る ビ ル づ くり に 一一 いままてにない、頃品のある床材砂みなさまには初お目見えの色と模

梯です。いつまでもアキのこないのが特長です。風格あるビルづくりに

ぜひ欠かせません。

優 れ た 品 質 と 性 能 で一一ー ますます高級化する 最近のインテリア ・デザインが求めていた床材。

プラスチック床材でいちばん経験の深い田 島応用化工。その慢れた

技術 と経験でついに登場させました。

ｾ＠ " "季実? - f ''' 'P.の 一一一

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東京 / 千代 田区 岩 本町3一 11 T Eし866- 6101 (代 ) 大阪 / 西 区京町 堀 1- 74 T Eし441 - 5951 (代 )

- 色と模織は 12種類 一豪華な見本帖 を用意 しており ます。ハガキ にてお申し込みください。
'
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Ｘ 象命ｾＮ， ιｾＨ ド

?うRφ イト除水

統 一 年 限 仕 様 確 立東 ・ 西 ア ス 協 組
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歩 行 用 屋 上 防 水

仕 織番 号 勾 配 下 地 材 耐年周限 抑 え 方 法 kIgE/温m'  A11t2 建 物 の 例 仕 様番 号 勾 配 下 地 材 耐年周限 押 え 方 法 k重g/j量m'  占jE 建 物 の 例

y回- ) f 鉄事工 筋務地住 宅所等 日。。一 泌

旦砂利

f娯I占転舗楽付地住 宅席等G C-2 1 0  12  95 920 P C - 2 1 0  12  
コン90クmリ厚ート

249 730 

コノクリート ト一一

砂 利 撒

( 屋上支給)
共事 同 住 宅

ゐ。~泌

1  :  3  :  6  

公事学校務民ホ所テ鎚等JレGC- 2 15  日∞- ) f 15  100 ，210 務 所 P C - 2 1 5  15  コンクリート 249 1. 010 

倉 庫 工 場 等 90" " ，1平

コンクリート

2  露 出 屋 根 防 水
P C - 2 2 0  

日∞- ) f 20 クリノカータイル 164 1. 250 事営図業書倉務庫館銀所行等

鉄体筋育住 宅館

S C-2 1 0  弘 以 上 10 11 910 
ンンダーコ ンクリ

発百等泡貨所庖 。・ 学病校院

ト一一
砂 付

映 画 館 等 P C - 2 2 5  日田- ) f 25 ート 80醐 l草 274  1. 420 

クリンカータイル

S C-2 15  

弘5>l l

15 

シJレノ〈ライト

14 1. 130 共学工 同ぬ住 校宅等

(l面積中小 ) 吹 付 又 は 4  室 内 地 下 防 水

ト一一
彩 色 砂 付

SC-2 15A  

弘s 以上

コンクリート 15  14  1. 420  重発食要柑度司倉Iのl高'i)i 所等い
10 -2 0 1  980 高 所房室

( 面積大 )

S G- 12  弘s以上 12 

ア ス 7 T  ，レト

15  共体倉廊同育工住場宅館等
B H- 2 0  1  コノクリート 1. 050 地 下 室 床

ン ン グ ル

A C-2 1 0  弘s以上 10 7 レ ミ ン 9  11，060 

鉄工 筋 住 場宅

日V -2 0 1  
1. 610  

地 下 室 墜

体 育 館 等

3  

年 限 仕 様( 抜 す い )

砂 利 撒 屋 上 防 水

( 注 ) 歩 行 用 屋 上 防水 の 単 価 は 防 水層 の み

( 西 ア ス T易幸且員)責 任 施 工 組 合 員 名 薄

I也区 組
dロ当、

n  名 屯 J占 地 区 制l fr 口 r， '屯 ， ｾＸ＠

ｾｴ＠
( 株 ) i.兵 姐E キL帆 ( 26) 5676 

( 株 ) 久 ｦｾ＠ ｾ￱＠ 1; 1 ; 大阪 (364) 代表 0207

株 ) 木 下
j世

日時
"耳

大 阪 (443) 代 表0115

海

斗三 ili1 業 除 式 会 社 札 制 ( 25) 7181  

近

株 千 | ヒ ｩｱ ｾ＠ 失 ｾｬｩ＠ 1; li  大 阪 (441 ) 8531- 5  

( 株 ) 大 和 商 ｾ＠ ス 大 阪 631 ) 6221 - 4  

( 株 ) 札 中見 長 ｾ 持 社 札 幌 ( 73) 代 必 11 31

内 外 工 業 株 式 会 社 大 阪 (64 1) 3434 - 6  

i!i 
( 株 ) 他 回 挫 材 社 〆H 4 (  3 )  I Ui 2181 旭 4化K 建 E 業 株 式 会 社

大 阪 ( 37 1) 6555- 7  

11 "" iI世 ヴ 工 ) 業大( 株 ) 大 阪 支 1，1;
大 阪 (309 ) 4701  

l R 

( 宇占) 山 形 姐3 u  山 形 ( 2 ) 代 表 8161 お 山 工 業( 株 阪 営 業 所 大 阪 (364) 9015 

石 井 建 材 有 限 会 社 神 戸 (51 ) 5353 

布 地 ア ス 7 ア ル ト l首 会 仙 台 ( 23) 2663 鎚 ( 株 ) 中 出 丹両 1i' 神 戸 ( 51 ) 4501 

ｾｴ＠
( 株 ) 互 幸 雌 会 仙 台 ( 25) 代 必 7671

( 株 ) タ ア パ ヤ ン 商 dz h ミ 京 都 ( 811 ) 0871 - 2  

lfI r.;， 応 用 化 工 ( 株 ) 大 阪 蛍 業 所 大 阪 (44 1) 代表5951

八 本 胤 * 株 式 会 社 ｾｊｩ ｩ Ａｬ＠ ( 22 )  32 18  
阿 国 建 材 株 式 会 社 名 古 屋 (571 ) 7461 - 4  

北 川 雄 ，'1 _L ｾ＠ ( 株 ) ｾｉｩ＠ i M岱 業 所 新 制 ( 45) 3526  

東

( 株 ) 名 主主 ，1司 ｾ＠ ミ
名 古 展 (261) 3671 - 3  

l十

羽ｾ ｾｦ 産業株式会社 松 本 ( 3 )  8001 

よb 橋 主l! 十寸 ん月 名 古 屋 (231) 3295 ・3431

海

日 東 物 皮 株 式 会 社 名 古屋 ( 261 ) 2501 代 表

坂 1:11 . l  a 株 式 会 社 i止H (  3 )  2459  太 ITI iill 材 株 式 会 社 四 円 市 (45) 0531 

似 井 主 主 材 版 業 株 式 会 社 勝 |同，) ( 54 )  62 11 ｾｴ＠
北 川 il荒 川 て 業 株 式 会 社 金沢 ( 41) 11 31- 5  

部

協 !日l 建 材 株 式 会 ト上 浜 訟 ( 54 ) 5461 

北 川 猟 fT 工 業 ( 株 )1t r. ILJ 出 張 所 笥 LU (21)  2218  (41)  0391  

北川 ｩｬ ｾ ，'J ! 工 業 ( 株 ) 初 予l' 出 張 所 福 井 ( 23 ) 8847 

位 本 . l 業 株 式 会 社 吉 lJ ;i l  2 )  3030  

官主

( 株 ) 小 品 工 務 五 時 高 岡 ( 23 ) 2463  

井 l二 概 j" 工 業 株 式 会 社 *，江 ( 541 ) 代 必 1974 ，0964 ヰ2

， Ｇｩｾ＠ ｾｪ［ 主主 ｬＡ 材株式会社 広，C;， (21 )  2281- 7  

"t Ｇｩ ｾ 弘主主 主材 Ｈ 株 Ｉ 岡山首業所 問 ilJ ( 23 )  8285 - 7  

会 ｬｬｾｩ 挫 材株式 会 社 点 ，;，( 368)  6973 同 ( 布 ) 小 野 i ¥ l i 商 1; "i r.t. JIIJ ( 25 )  4868 

l瑚

( 株 ) 小 仏 工 務 l山 東 京 往 来 所 l R';' ( 82 1)  1050 

( 株 ) ;，兵 l京 盟 ，lli ｊ ， ｉｾ＠ 尾道 (22 ) 2760 '  7812  

匹l Ｈ 株 Ｉ浜原 ｾ尚 Ｑ［Ｑ［ ｾＩｪ＠ J{f 営 業 所 防庁 ｾ Ｈ Ｒ Ｉ ＳＶ ＱＱ Ｍ Ｒ

必 山 工 業 株 式 会 社 点 ，;， ( 251)  0161 - 5  
国

古 市 l断 熱 工 業 株 式 会 社 高 松 (61 ) 5034  

中 村 雄 ， ' { . l 業 株 式 会 社 点 J;，( 892) 代 点 0131- 6  
JE 剥1 ，1"司 τ1¥ 株 式 会 社 怯 山 (21) 8161- 5  

( 株 ) 三 1(1 ， ｲｾ＠ zぷs、
点 ，;， ( 251)  8867 '  7517 

} L  

.'f 峰 雄 材 ( 株 ) ffii 1M! '，;1' ;;;; 所 都 l向 (28) 5566 - 8  

尚 稲 工 業 株 式 会 社 長 崎 ( 4 ) 1726 '  1098 

l R 

( 株 ) LlI ，'J: .、 水 ド ( 2 ) 1¥&9) 51  ｾ ［ｪ＠ fiil -1 業 ( 株 )北 九 州 営 業 所 小: fr (53 )  6337- 9  

ｈ 本プ ｦ ンツＮｬ ￦Ｈ 株Ｉ千誕 ｩ Ｚｲ［ｾ， ｩｬｦ F 説 ( 82) 2430  
己 ［日間 て ｾ Ｈ 株 ＩＡ ｩｾ 本 ＮＧｈ 張 所 熊 本 (52 ) 1029 ・9464

11I μ l ;e; IH  It L 株 式 会 社 l R ，;' ( 866)  1 ¥&6101 

州、| 日 陥 r :¥>( 株 )大 分 .' :B i;G 所 大 分 ( 2  )  3877 

行紫J ' i ' ( 11 株 51: 
d五〉、

トt 柘I1珂 (53 ) 5761 - 2  

( 東アス協組員)

司ι
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現 場 で の 調 合 が い り ま せ ん 。

セ ル コ ー ト A は、 天 然 砕 石 と 特 殊 な 合 成 樹 脂

( パ イ ン ダ ー ) を 配 合 し た 「外 装 用 吹 付 仕 上 材

料 」 で す 。 調 合 ず み の 材 料 で す か ら 、 施 工 現

場 で の 調 合 作 業 が ま っ た く 必 要 な く 、 す ぐ に

作 業 に か か れ ま す 。

各 種 の 材 料 に 適 用 て8 ま す 。

セ ル コ ー ト A に 配 合 し た 特 殊 な 合 成 樹 脂 は 、

非 常 に す ぐ れ た 付 着 力 を も っ て い ま す か ら 、

コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル 、 石 膏 プ ラ ス タ ー 、

ド ロ マ イ ト プ ラ ス タ ー 、 ス レ ー ト 、 木 材 、 合

板 、 耐 火 ボ ー ド な ど 、 各 種 の 材 質 に 塗 装 で き

ま す。

施 工 時 聞 が 短 縮 で き 、 経 済 的 で す 。

従 来 、 外 装 仕 上 げ と し て は 、 V ‘ き 落 と し H や

、洗い 出 し ρ な ど の 施 工 方 法 が あ り ま す が 、 こ

れ ら の 方 法 は 仕 上 げ に 長 時 間 か か る 欠 点 が あ

りました。 セ ル コ ー ト A は 調 合 材 料 な の で 、

現 場 で す ぐ に 使 用 で き 、 そ の う え 吹 付 け 塗 装

で す か ら 、 施 工 時 聞 が 短 か く て す み ま す 。 さ

らに、 付 着 性 の よ い 材 料 の 吹 付 け で す か ら 、

い か き 落 と し H や 、 洗 い 出 し H に く ら べ て 、 材 料

が 少 量 で す み ま す 。

仕 上 り の 美 し さ も 研 究 成 果 の 一 つ で す

セ ル コ ー ト A を 施 工 し た 仕 上 り は 、 天 然 石 材 、

タ イ ル な ど を 使 用 し た 壁 面 に く ら べ て 、 ま さ

る と も 劣 ら な い 、 立 体 感 の あ る 効 果 が 得 ら れ 、

各 方 面 で 大 好 評 を い た だ い て い ま す 。

壁材の〈光和建材〉が

化学製品の卜ップメーカー

ヲ守t ?JII との

技術提携のもとに

研究開発した

天然砕石吹付材料

商 品 の 容 量 と 塗 り 面 積 は ・ ・ ・

・ 容 量 ... 1 缶 1 8 .t 石 油 缶 入 り

・ 塗 り 面 積 ... 1 缶 で10m そ 約 3 坪) の 吹 付 け が

で き ま す 。 塗 り 面 積 は 、 配 合 さ れ た 砕 石 に

よ り 多 少 の 差 は あ り ま す が 、 2 回 吹 付 け で

3 . 3 m
2

( 約 1 坪 ) に 約 10k g い り ま す。

* お間合わせ・ご用命をお待ちしています

ｾ＠
大阪光和建材株式会社

〈光 和 建 材〉が お す す め す る ・・・

新 し い 吹 付 ・ 左 官 工 事 材 料

砕石コテ塗用樹脂 ' b'Lコ-. .K

樹 脂 壁 ' b'L脅 元-'L

防水工事用樹脂 ・… ・・. .. . ' b' LiIi - X1' " 

モルタル打ちつぎ周樹脂・ tr' L"-' -' " 

樹脂吹付塗装材 ……・… …. ' b，凹B コ

〈ヲ司t ?JII >との技術提携品

'‘、

.  
-
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法 令 コ ー ナ ー

日本建築協会法規委員会

質疑などの投稿をお待ちしております。

く〉都市計画法要旨( その 2 )

第 六 都 市 計 画 の 決 定

1. 都市計画の決定

H  都道府県知事は ，市街化区域及び市街化

調整区域 ，第四第二項第九号から第十二号

までに掲げる地域地区及び広峨的見地から

定める必要がある政令で定める地域地区，

政令で定める広域的又は根幹的都市施設並

びlζ 市街地開発事業( 小規模な土地区画整

理事業を除く。) に関する都市計画を ，関

係市町村の意見をきき，都市計画地方審議

会の議を経て定めるものとする。

同① 市町村は. Hの都道府県知事が定める

もの以外の都市計画を都道府県知事の承

認を得て定めるものとする。乙の場合に

おいて，当該都市計画は ，市町村の議会

の議決を経て定められた市町村の建設に

関する基本構想に即したものでなければ

ならないものとする。

② 都道府県知事は，市町村が定める都市

ー計画についてその承認をしようとすると

きは ，あらかじめ，都市計画地方審議会

の議を経てしなければならないものとす

る。

( 弓① 市町村が定める都市計画は ，都道府県

知事が定めた都市計画に適合したもので

なければならないものとする。

② 市町村が定めた都市計画が都道府県知

事が定める都市計画と抵触するときは，

その| 渡りにおいて，都道府県知事が定め

た都市計画が優先するものとする。

同① 都道府県知事又は市町村は，都市計画

の案を作成しようとする場合において必

要があると認めるときは ，公聴会の開催

等住民の意見を反映させるために必要な

措地を講ずるものとする。

② 郎道府県知事又は市町村は ，都市計画

を決定しようとするときは，あらかじめ ，

その旨を公告して当該都市計画の案を，

当『該公告の日から二週間公衆の縦覧に供

し，関係市町村の住民及ひ利害関係人に

対して立見書を提出する乙とができる機

会を与えなければならないものとする。

2.  i . : s設大r2: の認 日I

都道府県知事は ，大都市及び. その周辺の都

市 lζ 係る都市計画区域その他の政令で定める

都市計画区域に係る都市計画( 政令で定める

軽易なものを除く 。) 又は国の利害 lζ 重大な

関係がある政令で定める都市計画の決定をし

ようとするときは ，あらかじめ ，建設大臣の

認可を受けなければならないものとする 。

3  都市計画決定の特例

二以上の都府県の区域にわたる都市計画区

域に係る都市計画で第一項 H fC掲げるもの

は，建設大臣が定めるものとする。乙の場合

において建設大臣は ，都道府県知事が作成す

る案に基づいて定めるもの とする。

第 七 開 発 行 為 の 規 制

1. 開発行為の許可

市街化区域または市街化調整区域内におい

て開発行為( 建築物の建築の用に供する目的

で行なう土地の区画形質の変更をいう 。) を

しようとする 者は ，都道府県知事( 指定都市

の区域内にあっては ，当該指定都市の市長。)

の許可を受けなければな らないものとする 。

ただし，次に掲げる行為については ， ζ の限

りでないものとする n

一 市 街化 区域内において行なう開発行為

で，その規模が政令で定める規模未満であ

るもの

二 市街化調書在区域内において農業，林業ま

たは漁業の用に供する建築物等の建築の用

に供する目的で行なう開発行為

三 鉄道の駅舎，社会福祉施設等公益上必要

な建築物の建築の用に供する目的で行なう

開発行為

四 国，都道府県，指定都市等が行なう開発

行為

五都市計画事業の施行と して行なう開発行

為

六 土地区画整理事業の施行 とし て行なう開

発行為

七 公有水面の埋立地てあって ，ま だ埋立竣

功認可を受けていない土地において行なう

開発行為

八 その他政令で定めるもの

2.  開発許可の基準

- 開発許可の基準は，良好な市街地の環境

が形成されるような一定水準の道路，下水

道等の都市施設を備える乙 と等とする。

二 市 街 化 調 整区域内 においては ，次の各号

のーに該当す る開発行為でなければ開発許

可をしてはならないものとする。

イ 開発区域の周辺の地域の居住者の日常

生活用の物品の販売，加工等の業務を営

むj苫舗 . ｅ｝ｙｾ長場等の建築物の建築の用 ｬζ

供する目的で行なうもの

ロ 鉱物資源，銃光資源等の資源、の有効な

利用上必要な建築物の建築の用に供する

目的で行なうもの

ハ 温度 ，湿度 ，空気等について特別の条

件を必要とする政令で定める事業の舟に

供する建築物で市街化区域内で建築する

乙とが困難なものの建築の用に供する目

的で行なうもの

ニ 農林漁業用の建築物または ｊｾ 林水 産物

の処理，加工等の用に供する建築物の建

築の用に供する目的で行なうもの

ホ 中小企業の事業の共同化または工場，

庖舗等の集団化に寄与する 一定の事業の

用に供する建築物の建築の用f C 供する目

的で行なうもの

へ 市街化調整区域内 iζ 現に存する工場の

事業と密接な関連を有する事業の用に供

する建築物で，ζ れ らの事業活動の効率

化のため必要なものの建築の用に供する

目的で行なうもの

ト 政令で定める危険物の貯蔵等の用に供

する建築物で，市街化区域内で建築する

ζ とが不適当なものとして政令で定める

ものの建築の用f C 供する目的で行な うも

の

チ イから 卜までに掲げるもののほか，市

街化区域内で建築する乙とが困難または

不適当なものとして政令で定める建築物

の建築の用に供する目的で行なう もの

リ 市街化調整区域が決定され，または拡

張された際，自己の唐住または業務の用

に供する建築物の建築の目的で土地など

を有していた者で，当該決定等の白から

六月以内 K 都道府県知事に届け出たもの

が，当該目的 iζ 従って一定の期間内に建

築物を建築するために行な う開発行為

ヌ 以上のほか，次に掲げる開発行為で，

都道府県知事が，あ らかじめ ，開発審査

会の議を経たもの

(→ 開発区域の面積が政令で定める面積

をくだらない開発行為で'r! i 街化区成に

おける市街化の状況なと からみて計画

的な市街化を図るうえに支障がない と

認められるもの

同 周辺地域の市街化を促進するおそれ

がなく ，かっ ，市街化区域内で行なう

ζ とが困難または著しく不適当で市街

化調整区域内で行なう乙とがやむを得

ない開発行為

3. 適用の除外

市街化区域，市街化調整区域および開発行

為等の規制 fC関する規定は ，当分の間 ，大都

市およびその周辺の都市 fC係る都市計画区域

その他の政令で定める都市計画区域以外の都

市計画区域については，適用しないものとす

る。

( 以下次号につつく)
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日本のシャッター界をリードする画期的新製品 グ

工

三点押釦スイ ッチ
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使用モータ
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ブラヂ y ト

L 型 電 動 開 問 機

L 型 可 動 IWI 問機は、 11 本シャ y タ ー 技 術 研 究 所 に お い て 、 長

年 に わ た り 、 国 立 大 宇 中I'H点機械仁予告I1諸 教 授の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、、'i 社 技 術 陣 が 総 力 を あ げ て 研 究開 発 し、 遂 に 従 米 の 1m問 機

の 械 念 を 破 っ て 完 成 し た l凶 則 的 な 新 製 品 で す 。

この /l fJ 問 機 に は 独 創 に 満 ち た 新 機柿 が数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 竹千1' 3 件、実n ' l新 築 2 件 を出 版i 中) 、減速機、モータ一、

ブ レー キ 機構、 {伝停号子え勺" 屯E

チ 、内 ｾ Ｇ ｉ Ｇ 立板に至るまで、すべてを 一 つの 円筒内 にコンパク 卜 に

車内めであります 。

1沿って 、 建 築 設 計 上 の 納 り が 非常 に簡単で、 しかも、 i州 、j や

そ の 後 の保 守 点 検等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す 。

これらの 点 から 比 て、 従 来の製 ＱＱＱｬｩ に 比 べ 総ゆ る ｽ，ｾ， に秀れてお

り、シャ y ター Ilf.l問機 の 決 定 版 と い え る で し ょ う 。

出 版 中 特 許 リミ y トスイ y チ

ガ パ ナ 一 機情

手 動 機 例

・特長・

実 用 新 薬 巻 取 り 軸 と の 連 結 機情

お よ びL 型 機 情

チ エ ン 収 納 箱

1 . 開問機を設ける場所の心配がいりません 。

2 . 凸部のない真直なシャ ッターケース 。

3. 袖壁は不用です 。

4. 減速機構はす べて完全密閉式です 。

5 . 小型で耐久力に 富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません 。

7  エンドレス強力ローラーチエンの内造。

8 . リミ ッ ト ・スイ ッチを完全に内造。

9 . 手動操作をひとつにしました 。

10 ヒュース装置の取付けが可 能。

11 . 一斉・両面・ 遠 隔操作いづれも可能です。

。 株 式 会 社 日本シャッター製作所

東 京 工 場 川 崎 rli 新) L f・米 3 J' 11 1  1  5  9 帯 地 Y日初 ( 代 ) '1 '1)，(( 41 )6325 営 業 所 仙 台 静 岡 高 松 北 九 州

大 阪 工 場 大 |似 I 打点 淀 川 |互 111 川 j邑 6 1' 1=1 3 8 需 I也 'III ，! ，r; ( Ｈ ｾ ＩＨ ＳＰＱ Ｉ＠ 3 6 5 6  東 部 北 陸 広 島 鹿 児 島

九 州 工 場 制|出l 保 有1/; 1/: 11粕1; 1 ｾＧ ｔ＠ 1'1' IJ; H i5: J，1  2  7  2  7 岳地 従 Mi ( 代 )( 65 ) 6 1 3 1  城 西 神 戸 大 分

名 古 屋 工 場 名 古 川 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 詐t J t 常 収 ( 代 ) (361)  7 4  4  1  横 浜 岡 山 宮 崎
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読者の頁

投稿をおまちしております。掲般の

分には規定の稿料を差上げます。

口 ケルンの大寺に思う 口

ちょうど今日から始まった「建築金物 ・家庭

用品見本市」を視てホテルに帰ってみると ，旅

行に先立って案内をお願いしておいたケツレンス

バッハ夫人が， ドイツ人 らしい正確さで，夕方

5 時半かっきりにロビーで待っていてくれた。

7 時までの門限があるので，まづ何より先K ホ

テノレからそんなに遠くない有名なケノレンの大寺

にお詣りしようと，二人連れ立って急いだ。

との大寺の創建は 1248年か らはじまって 1880

年に完成するまで，その努力の結晶が単にドイ

ツでの聖地としてではなく ，ヨーロッパにお け

るキリスト教徒の本山として. 150 メート ノレを

凌ぐ高さをゴシック建築の偉容を誇示するかの

ようにそそり立つ外観は，ケノレンの心とも称ば

れる乙ともさ ζ そとうなずける。街のど乙から

でも仰き、見ることができるのであるが，短い冬

の日のどんよりした夕もやの中に半ば溶け ζ ん

だかのよう K . 大伽藍のアウ トラインが長いネ

ーブの屋根や尖塔の先までもわずかにそれと見

分けがつくほどにひっそりと建っていた。

お御堂の中は高さ 50メートノレといわれる 考箆

天井までそそり立つ柱列の高いと乙ろに，ぽつ

んと灯もる電灯のほのかな光と聖壇のまわりの

ろうそくの輝やきが，荒野を行く旅人の心1 ( . 希

望の灯をともすかのように温かさを感じさせる

ものがある。冬の日のしかも夕暮れ時の乙と

で，参詣の善男 ，善女の姿もまばらだが，しわ

ぶき一つ問えない静けさで，ふと乙のとき東大

寺大仏殿の乙とを思い出したりしていた 。そ の

まばらな人影の中を恰福のいい司祭が寄附金箱

を嫁げてしずしずと歩き廻っている 。私もカト

リック信者の夫人も一隅の祭塩 で長い独特の洋

ろうそくの献灯を捧げて，第二次大戦で亡くな

った多くの国の人々の冥福を祈るとともに ，こ

れから先，私の旅が平穏無事に終るととを心か

ら祈念 した 。

それから夫人の案内で寺内を見て回ったが，

その中で歴代の大司教の使用したといわれる杖

が20数本も壁の高いととろに掛けてあったのを

見て，洋の東西を問わず法統の連綿と続いてい

るととは 同じである と思った。

昼間に大寺の外回りをーめぐりしたが，ちょ

うど 乙の辺りを地下鉄工事のためにあちこちを

掘り返していて，場所によっては ，乙の大寺院

の外壁すれすれのととろまで掘さくしていると

乙ろもあって，日本での

工事場を見なれている自

には何んとも危っかしい

気がした。地下鉄工事と

いえば，私の見てきた都

市では， 乙乙ケノレンのほ

かにミ ュンへンでも工事

中で，どちらも現場は閑

散なもので，とても日本

の場合とは比べられな

い。また市民のほうでも

何れそのうちにはできあ

がるだろうぐらいで，至

極あっさりしたものであ

る。スイスのチュ ー リッ

ヒで聞いた話では ，市民

投票の結果，地下鉄はま

だ時期尚早であるという

理由で見送りになったと

かで，わずかに中央駅の

前あたりに地下の連絡路

をつくるために掘り返し

ているのを見た。

話が横道にそれたが，

ゲノレンスバッハ夫人に案

内されながら ，戦後ドイ

ツ復旧に偉大な功績を残

- 匹 d ト弘 、' . -

したアデナウアの葬儀が，乙の大寺で行なわれ

たとか， ζ れも敗戦国日本の再建につくした吉

田元首相も参列したとか語ってくれたが，その

話のなかでt何より私の心を打ったのは ，ζ の大

寺で行なわれている日曜礼拝で京都のカ トリ ッ

ク教会援助のための献金が今も続けられている

という事実である 。広島の平和聖堂の鐙や聖堂

のブロンズドア ー， そしてパイプオルヵーンなど

みなドイツカトリック信徒からの温かい贈物で

1メ68 h _ ハ f J  ... ' .. i  ( ( 、 kol 凶

あることは私も聞いて知ってはいたが，このよ

うに戦後23年経った今もなお ，極東の戦敗因の

精神復興lζ 援助の手をさしのべてくれている乙

とについて ，自国も大変な戦災を蒙ってその復

興に一倍苦労も多かろうと思われるのに ，なお

これだけ精神的な余裕をもっているその乙と自

体に心から敬服させられた。

(伊藤幸一文と画)

帽111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111'111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

口 明治建築土木史年表・関西篇 ( その20) . ( 明治 11年 8 月29日- 9 月 5 日)

明治

11年 8 月29日 脚気の専門医として名高い遠因澄庵，東京府庁へ脚気専門病院設立願書を出す。入

院制で上等 l 日80銭，中等50銭，下等40銭の予定という。脚気は明治の国民病で，

後年の瀬，結核，癌の如く 社会的にも問題とされ，死者も多い。

/ 1  / 1  30日 明治天皇，東山道北陸道御巡幸K 出発。午前 8 時皇居出門。 10時15分板橋宿脇本陣

着。 12時板橋発。午後 4 時20分浦和師範学校着。

/ 1  9 月 1 日 西京土手町旧華族九条家別荘跡の女学校の生徒増え ，手狭lとなったので教場，入会

げん げん

寮新築し「転移式」を行なう。東西45間，南北 5 聞で，廊下二筋。総坪数249坪余。

ま

「中央lζ 掛渡せし廊下より西の方第 l より第 4 までは教場。その{ 也教員詰所二間を設

かに 信ん し いる ζ と 乙の

け，廊下より東の方は入舎寮なり。入口 lζ て男子の入事を堅く禁ず。該寮第 1 より

第18まで。外K 病室二品を設く 。各一首主に畳 8 畳を しき，二簡の押入を設く 。教

かに たちぬい は 完 結η 全治叫 3たらぬひ

場の左の方は裁縫，機織，器械裁縫( 当時原始的なミシンはもう入っていた) . 養蚕

信らびにいと〈句 ゆ や

並糸挽，漢学，英学，都合10教場を設け」ていた。裏は鴨川 lを隔て聖護院村熊野権現

せいふう

の林。 I鴨の河原より吹上る清風室内へ通ひ ，校内 の清潔なるを」誇っていた。

れい斜〈

/ 1 / 1  4 日 午後 11時頃。東京芝公園内徳川家霊屋の扉の金具を剥取り持出した。大阪府生まれ無

籍の海長という賊が捕えられたが，銅，金メッ キの金具を十貫余り身につけていた。

めい ζ

/ 1  5 日 8 月22日崩御した ，故伏見宮貞教親王の未亡人明子の葬儀京都で行なわる。

/ 1 11 / 1 地券書換の裁判々決後は，新権利者の願書のみで，義務者の連署がなくても書換可

能 と す 。 ( 東 京 都 北 区 神 谷2-22-13 須藤欣ニ)
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長示レ ＱＱＱ ＧＷｾ

軽. 量 (比重 0.5コンク リート 11 の重量)

断 熱 ( コンク リー卜の 10 倍の断熱性)

両t 火 (法
H疋一、

耐 火 キオ 料)

@ シポ レックスは工場、住宅から超高層ビルまで

あらゆる建物の屋根 ・床 - 壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短 縮 を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を 要する高層建築物・軟弱地盤 の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

16 

設 計 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社

施 工 佐 藤 工 業 株 式 会 社

使用場所 外壁、間仕切

唖至亙昼P

:s-ポレ11/ ' 77.. 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16 ( 森 川 ビ ル )

電 話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125 ( 東 洋 ビ ル )

電 話 大 阪 (443) 代 表 7 7  4  1  

名 古 屋 支 唐 名 吉 屋 市 中 村 区広 小 路西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ビ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4 2 1  

，、
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355. 阪 急 西 宮 マ ン シ ョ ン

; ，1 ; 本設計監理 阪急不動産株式会社

実施設許 ・施工 大 幸 建 設 株 式 会 社

a 丙 宮 市 南 昭 和 町 1 0  5  

b.  2. 605 m
2  

c.  15. 981 m
2  

d.  R C . 7 F (一帯1I 4. 510 )  

e  .  II{{ 手1142$1乙6 ｾ Ｑ Ｍ ｉｉ ｻｬ 制 ＱＴ Ｓ ｾ ｉ ミ Ｒ J  I  

建築戸数 f.i"1:; 171戸 . J1)i 舗 11戸

353 千 里 青 山 台 団 地 I 354 

股 nl 日 本 住 宅 公 団 大 阪 支 所

制 大 阪 瞳 領 事 務 所

地 仁 ' 東 海 興 揖 樟 式 会 本 土

n .  11欠 問 市 干r-UJ i 勺 4 ｔｾ＠ 119排 J也

9 の 273

b.  1. 253. 88 m
2  

c .  11 ，395. 4 1  m霊

d .  5  R  C ， 11 F'  

e .  I切手r J 41年 7 月 一 日円相43年 3 月

Ｑｉｬｾ戸敬 190戸

356 大阪府営金岡東団地(i EESIFt - iBEn-)

設計 大 阪 府 建 築部住 宅 建 設 課

a  . 堺 市 新 金 岡 田f

b .  678.994 m
2  

C  • 3. 394 .970 m
2  

d .  R C. 5 F  

e.  1I({手1142年 9 Jl -II i'l何43$1三3 Jl 

建築戸数 75戸

357 大阪府営門真団地 ( 5 R F s- 3 D K)

設計 。大阪府建築部住宅建設課

a  門 真 市 北 品

b .  313. 92 m
2  

c.  1. 619 . 60 m
2  

d.  R C. 5 F  

e.  1昭和142$1" 4 月- 11自制143$1" 1 月

建築 戸数 30戸

358 阪 急 仁 川 マ ン シ ョ ン

ＩＮｾ，ｪ＾Ｚ＠ ｾ ム ＱＱ Ｇ . 監.f11¥ 阪急不動産株式会社

実施設J 十 施 工 大 幸 建 段 株 式 会 社

a 宝 I車市} 児 I孟 大 If，( 1 の 3

b.  701. 63  m'  

C  .  4  . 520. 95 m'  

d.  R  C.  6  10 (  ，11112 .  4  F )  8  1  

e.  II{{ 拘14 1$1' . 6 JI - IIMII43!1' 3  n  

l : l l U¥戸数 '12戸

359 . 福 助 足 袋 株 式 会 社 記 念 館

.:Jl .;!  株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

施工 株 式 会 社 大 林 組

a  堺 市 南 安 JI 町 2 丁 目 許 I也

b .  543 . 81 m'  

C  . ト574 .224 m'  

d .  R  C  

e.  1171千1142$1' 5 月- 1昭和142$1'-11Jl 

360 .  京都市伏見下水処理場沈砂地及

ポンプ場

設 計 : 醐日本 水 道 コ ン サ ル タ ン ト

一 級 建 築 士 事 務 所

地 工 樟 式 会 社 間 組

a  京 都1' 11伏 見 区 償 大 崎 千 I両 伶 町

b .  2.208 m
2  

c .  7 ，417 m
2  

d .  R C . B 3.  

一 部 t収 は 軒 7. '!j 9 .25  m 

11目手[ J 41年 9 H  - II{ l!1I 42年 ll rJ
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断 面 詳 細 図

ハ イ セ ン ス を

しこう /

. P A T . N O. 7 4 8 4 0  I  

グッドデザインを

選ぼう
ー

I E竺

包 一回
圃 - -- - - - - 重量重量圏

お そ う じ 百 貨

三百フ" レ V 工 業 株 式 会 社

営 業 本 部 / 大 阪 J! il 川 区 北 JJIII i  C上 j凶ー r U  20 T  E し ( 531) 3514 ・8246 ・9347

本 社工 場 / 京都， b' 市 区 久 世・築 山 IIIf 380の 2 T  E  L  (  92)  6  3  6  1  - 3  

〈営 業 所〉

東 京 I T E  L  ( 666)  4 7 14  ( 668) 4873 

名 古 屋 I T  E  L  ( 731)  5  1  3 8  .  5 3 9 6  

京 都 I T  E  L  ( 22)  5 3 6 3 ・0 2 1 4

大 阪 I T  E  L  ( 531)  3  5  1  4 ・8 2 4 6

福 岡 I T  E  L  ( 29)  2  7  0  6  



クラスメー卜

40 ( 日本 大 学 昭 和 12年・ 13年卒〕

左下より ( 敬伽品 )

福 井 多嘉 夫 (矢 j : a蹴 K K大阪支庖取締役殺計部長・ 13年卒)

服 部 豊 蔵 Ｈ 制限築 Ｇ ｉ ｾ 務 所長 ＱＲ 年 半Ｉ

伊 藤 康 二 ( 村野・本建築事務所・ 13年平)

増 田 幸次 郎 { 日本主I l 築家協会関西支部事務 j"j 長・ 12年平)

大 内 茂 (神戸市交通局技術部工務謀長 12年平 )

青 山 正 義 ( K K 二葉建築設計事務所大阪事務所長 ・12年卒)

( 大阪府立図書館にて)

昭 和 12年、 13年 日 大 工 学 部 卒 。 当 時 の 世 相 は ど ん な H寺 季 だ っ た か。 前 年 に ロ ン ド ン 軍

縮 会 議 脱 退 。 期 末 試 験 当 日 が 雪 の 2 ・26事 件。 更 に こ の 年 7 月 に 芦 溝 橋 事 件 勃 発。 遂

に 10年 戦 争 目 撃 事 変 の 泥 沼 に 突 入 し て い る 。 人 IlfJ の 他 う ち が 一 枚 の 赤 紙 ( 召 集 令 状 )

で き ま り 、 軍 馬 よ り 劣 る と さ れ た 時 代 で あ る 。 わ れ わ れ か ら 勉 学 の 士 が あ ら わ れ よ う

筈 が な い 。こ の H寺 の 社 会 か ら 与 え ら れ た 府 立 、 昼一 つ の 評価 が 、 い つ ま で も 尾 を ひ い て

い る 世 代 で あ る 。 あ れ か ら 3 0年 の 星 符 を 経 て 、 変 容 し た 東 京 に 語 る 共 通 の 話 題 も な け

れ ば 、 郷 愁 も 浮 ん で こ ま い 。 お も え ば な ん と け ち 臭 い で 子 春 の 日 々 で あ っ た こ と か。

青 山 大 阪 市 役 所 、 住 宅 営 団 、 京 都 美 術 工 芸 、 防 衛 施 設 局 、 設 計 事 務 所 ( 2 ヶ所) と、

そ こ に 職 場 が あ る か ら 転 職 す る と い っ た 変 転 ぶ り で あ る 。 後 1 回 ぐ ら い で お さ ま る か

どうか。 俳 画 を よ く す る サ ム ラ イ 。

大 内 神 戸 市 に 就職 し た ま ま 他 の 世 界 を 忘 れ た よ う に ミ ナ ト 神 戸 の 魅 力 に つ か れ た 男 。

彼 に は 海 の あ る 街 が 天 国 で あ っ た よ う だ。 須 磨 の 水 族館 を 手 が け て 背 年 の 自 の 夢 を み

た し て い る と こ ろ 、 な か な か の ロ マ ン チ ス ト で あ る 。

服 部 あ ち こ ち と よ そ み を せ ず 、 小 務 と い え ど も 一 国 一 城 の 主 に お さ ま っ て 、 か す か

に ア ー キ テ ク 卜 の 灯 を 守 り つ づ け て い る 市 井 の 人。 浮 世 の 風 は 身 に 惨 み る だ ろ う 。

増 田 築 地 小 劇場 か ら 大 阪 市 役 所 へ 。 1 年 の つ も り が30年 に な っ て 。 物 ぐ さ の デ ィ レ

ッ タ ン ト と い う と こ ろ ヵ、

福 井 東 京 市 建 築 部 ( オ リ ン ピ y ク 施 設 ) 、 応 召 、 陸 軍 工 務 科 、 三 井 建 設 を 経 て 現職 に 。

残 念 な が ら 設 計 一 本 の ベ テ ラ ン を 見 抜 け る 馬 主 が お ら ぬ の がI嘆 き 。 い ち ば ん フ ァ イ

トカずありそう fご。

伊 藤 在 学 中 は 絵 ば か り 描 い て い て 、 駿 河 台 の 社 交 喫 茶 に あ ま り う つ つ を ぬ か さ な か

っ た の が 、 幸 か不 幸 か 、 卒 後 大 速 の 工 業 学 校 の 教 師 、 26年 か ら 村 野 ・ 森A ・0 と図ノ マ

ンのコーース。

こ の ほ か 、 当 日 出 席 で き な か っ た が 、 12年 組 に 鴻 池 組 の 牧 野 源 次 、 秋 島 建 設 の 山 崎 旧 、 13

年 組 に 大 阪 市 役 所 の 伊 藤 弘 ら が 健 在 で 、 そ れ ぞ れ の 分 野 で 活 躍 中。 ( 柏 田 記 )
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政党の都市政策

先 頃 の 参 議 員 選 に 当 っ て 5 つ の 政 党 が き そ っ て 都 市 政 策 を 発 表 し た 。 選 挙 目 当 だ と し て も わ る く は な

い。 まず 5 月26 日 の 自 民 党 の 令 都 市 政 策 大 綱 砂 に は じ ま り 、 各 政 党 は い づ れ も 、 そ れ ぞ れ の 特 色 を 出

そ う と 努 め て い る が 、 都 市 政 策 に 関 す る | 畦 り 、 外 交 や 防 衛 と ち が っ て 、 イ デ オ ロ ギ ー を 超 え て 妥 協 の

可 能 性 が あ る よ う に 思 う 。 そ れ は 決 し て 容 易 だ と は 恩 わ な い が 、 何 し ろ 、 住 宅 難 、 交 通 難 、 公 害 、 地

価 問 題 な ど 、 国 民 か ら そ の 緊 急 解 決 を 迫 ら れ て い る の だ か ら は っ て お け な い こ と ば か り 、 そ し て 根 本

的 な 相 違 は な く 、 要 は 実行 力 の 問 題 だ か ら で あ る 。

と こ ろ が 共 通 し て 欠 け て い る こ と が あ る 。 そ れ は 農 地 や 自 然 、 を 破 壊 す る 都 市 化 を 防 ご う と し て い な い

こ と で あ る 。 都 市 政 策 の 前 段 に 緑 地 を 保 存 す る こ と を 取 り あ げ て い な い の で あ る 。 農 地 、 緑 地 の 健 全

な 保 存 開 発 な し に は 、 者[1市 は 、 国 民 は 、 飽 く な き 工 業 企 業 家 に よ っ て 、 国 土 の 全 部 を む し ば ま れ て し

ま う こ と に な り か ね な い の で あ る。 ( A )  

ァン

デ ンD E N は 、 も と も と 熊 や 狐 の 穴 を‘い う の だ が 、 伝 統 的 な ア メ リ カ の 邸 宅 に と ら れ る 部 屋 の 名 前 で

あ る 。 英 国 の 貴 族 の 館 の よ う に 、 主 人 専 用 の Si t t i ng R oomを と る 習 慣 が な く 、 ま た 文 化 的 な 余 剰 空

間 で あ る L i br ar y ( キ 書 斎 的 な も の ) を つ く る ほ ど の 遺 産 が な か っ た 米 国 に お い て 、 主 人 専 用 の 閉 鎖

的 な 空 間 で あ る デ ン が と ら れ た こ と は 興 味 深 い 。 デ ン に は 極 〈 親 し い 友 達 し か 入 れ ず 、 人 に よ っ て は

奥 さ ん さ え 自 由 に 出 入 り さ せ な い と い う 。 そ こ に は 想 い 出 と な る 狩 り の 記 念 物 や 、 自 分 の 趣 味 の コ レ

ク シ ヨ ン や 、 場 合 に よ っ て は 「 あ ぶ な え 」 な ど が 仕 舞 わ れ て い る 。 元 来 F . L ・ライト や R. ノイト

ラ 等 が 設 計 し た 上 流 の 邸 宅 に 見 ら れ た も の だ が 、 最 近 に は 中 流 向 き の 建 て 売 り の 住 宅 に ま で 、 デ ン と 称

す る 部 屋 が と ら れ る よ う に な っ た 。 し か も デ ン 本 来 の 閉 鎖 的 な 空 間 と し て で は な く 、 リ ビ ン グ に 開 放

し た 接 客 の 空 間 と 惰 し て し ま っ て い る 。 こ の よ う に デ ン の 普 遍 化 と と も に そ の 本 質 が 忘 れ ら れ 変 化 す

る こ と は 一 般 的 な 現 象 で と り た て て い う ほ ど の こ と は な い が 、 ょ う や く リ ッ チ な 住 宅 が 求 め ら れ て い

る 現 在 、 婦 人 に 占 領 さ れ か か っ て い る 茶 室 よ り も 、 男 性 の 人 間 復 興 ? の た め に 真 性 の デ ン が 追 求 さ れ

て も よ い の で は な か ろ う か。

( B )  

躯体工の養成

R C 、 S R C 造 の 躯 体 工 事 に は 型 枠 大 工 ・鉄 筋 工 が 入 り ま じ っ て 作 業 が 進 め ら れ る が 、 こ れ ら の 職 種

の 管 理 に は 現 場 担 当 者 は 余 計 な 神 経 を 使 う こ と が 多 い 。

W造 は 別 と し て 、 建 築 構 造 の 主 流 は R C 、 S R C 造であり、 今 後 ま す ま す そ の 比 重 を 大 き く す る も の

と 考 え ら れ る が 、 そ の 躯 休 工 事 を 担 当 す る こ れ ら の 職 種 が 、 今 の よ う な 分 業 形 体 を と っ て い る の が 合

理 的 で あ る の か ど う か 検 討 し て み る 余 地 が あ り そ う だ。 ま た 近 年 の よ う に こ れ ら の 職 種 の 不 足 が 他 の

職 種 に く ら べ て 顕 著 に な っ て き て い る 事 実 に 直 面 し て み る と 、 l J lJ の 面 か ら 何 ら か の 打 開 策 を 考 え て み

る 必 要 が お こ っ て く る 。 型 枠 工 事 で も 鉄 筋 工 事 で も あ ま り 技 能 的 で な い よ う に み え る こ と が 、 か え っ

て 職 業 と し て の 魅 力 に 欠 け る の で は な い か と 考 え ら れ る 。

こ れ ら の 観 点 か ら 、 打 開 策 の 一 端 と し て 、 こ の 両 者 を 合 わ せ た 躯 体 工 と 呼 べ る よ う な 新 職 種 を 養 成 し

て は ど う か と 考 え て い る 。 コ ン ク リ ー ト 寸 法 図 を 読 み 、 そ れ に 合 致 し た 型 枠 な り 鉄 筋 を 組 ん で い く 新

し い 職 種 が で き る と す れ ば 、 工 事 の 品 質 向 上 に 大 き な 役 割 を 果 た す に 違 い な い 。 ( C )

タイル貼技能士

昭 和40年 度 の 国 勢 調 査 に よ る 全 国 の タ イ ル 工 ( 煉 瓦 工 と も ) は 約45，000名 と 発 表 さ れ て い る 。 大 阪 市

内 を 中 心 と し て 府 下一 円 の タ イ ル 工 ( 見 習 工 を 含 む ) は 2500名 余 で あ り 、 全 国 の 約 6 %弱に相当する。

な お 年 聞 の 施 工 額 は 250億円に達している。

労 働 省 所 管 に て 昭 和 38年 度 よ り タ イ ル 工 の 国 家 検 定 制 度 が 実 施 さ れ 、 昭 和42年 中 で l 、2 級 の タ イ ル

貼 技 能 士 が400 名 と な り 、 今 後 本 人 は 勿 論 、 使 用 者 側 に も よ く P R を し 、 昭 和45年 迄 に 4 0 %以 上 を 期

待 し て い る 。 技 能 士 の 諸 子 は 常 に 技 能 の 研 究 と 向 上 に 努 め 、 更 に 情 操 商 の 陶 冶 に も 不 断 の 努 力 こ そ 望

ま し い 。 と く に 待 遇 に 対 し て は よ く 実 態 を 把 握 し 、 誇 り と 自 信 を 以 っ て 働 き 得 る 道 を 拓 く べ き で あ る 。

年 毎 に 増 加 す る タ イ ル 工 事 量 に 対 応 で き う る タ イ ル 貼 技 能 士 の 養 成 こ そ 急 務 で あ る 。 し か し な が ら 量

と 共 に 質 に つ い て も 、 常 に 慎 重 な る 考 慮 を 払 う は 当 然 で あ る 。

わ が 国 で 初 の 社 団 法 人 大 阪 府 タ イ ル 技 能 士 会 が 昭 和 41年 12月 に 結 成 設 立 さ れ 、 爾 来 地 工 を 中 心 に 凡 ゆ

る 分 野 に 渉 り 活 動 中 で あ り 、 今 後 の 運 営 へ一 段 の 飛 躍 を 強 く 要 望 し て い る 。 ( D )
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/ 池田博 ・島村昇 ・中田雅資

高層高密度住居について/ 富安秀雄

囚マンション

民間マンションの計画と経営/ 島田 一郎

固住環境と社会資本

住環境と社会資本/ 今西祥郎

固群れの生態

群れの生態と住居/ 川村俊蔵

大正から昭和初期にかけて電鉄会社によ

って開発された阪神聞の西宮北口，千里

山，箕面桜井……，東京の田園調布…・

最近の豊中市庄内地区一 ，釜ケ崎……

といったふうに地名を聞いたとき，人々

はそこがどのような住宅地であるか，あ

る部分でおよそ共通のイメージをもって

語り合うよ うである 。 このイメージの特

徴に関 しては，居住者の社会集団から出

ていることもあるし，公共施設サービス

の水準から 出ていることもあるし，ある

いは自 然景観から出ていることもある 。

けれども個々の住居が集ま った状態，つ

まり住居群の形態は，住宅地空間やそこ

での社会集団のイメージを表わす要素と

して基本的なもののひ とつであるに違い

ない。 つま り，西宮北 口といえば， 100 

坪・ 200坪の宅地で40坪・ 50坪の住宅が，

格子状街路の街函の中に建っている街並

みを，また庄内といえば文化住宅・文化

アパートの密集 している 姿を，居住者や

その人たちの生活に関連させてイメージ

しているであろう 。住居詳のしくみから

住生活の快適さ・便利さ等々が測られて

いるといえよう 。

このように住居群のあり 方は，. { 主生活に

大きな影響を与えているし，住環境評価

の根本的問題と考えられる 。

このあたりを出発点にして，住居群の状

況を展開し，それらが造り出される要因

をときほぐしてもらい，今後の可能性を

さぐってもらおうというのが，本号のね

らいとでもいえようか。

特別幹事の方々には忙しい中を何度も出

席していただき，貴重な意見をたくさん

出していただいたが， くみとれなかった

点が多い。この点は編集幹事の責任であ

るけれども ，今後の問題が出たわりであ

る。 ( 多胡編集幹事配〉

次号は都市シリ ーズ第 9 弾として「都市のアクセサリ ー特集」

を送る予定です。

本特集編集幹事 . ，富安秀雄 ・大橋孝則 ・遊上義一- 今西祥郎

( 以上特別) ，多胡選 ・石本徳三郎 ・八尾明 ・高木富夫 ・星

野三 雄
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「居は気を移す」ということばがあるが，住む環境が人の気持

や生活態度 ひいては人品までもか えるという ，環境の人 lζ 対す

る影響の大きさをいうものである。 ζ れから問題にする群と し

ての住居すなわち住宅の集まりの状態も ， i 居」を特色づける

ひとつの大きい条件である。

われわれの周辺にはさまざまの住宅集団があるが，それをす

とし仔細にながめ，どのような集まり方があり ，それが住む者

の生活にどういう働らきをしているか，またそのような群 lζ 特

有の問題について考えてみよう。

住宅の群というとわれわれは ，建物がどういう形で集まっ て

いるか散在 しているかというよう な視覚的なイメ ージを ，まず

おもいうかべる。 しかし群の形態はもっ と多様な面をもって い

る。たとえば 1 戸建とか長屋 とか建物形式のあり方，ヘクトア

ール当り 50戸 とか 100戸とい う住戸密度からみ た群の特色，あ

るいは持家 ・借家の地域分布など所有関係による群形成など，

多様な観点がある。結局それは住宅階層ということであり ，群

のあり方はその形態的表現であるといえる。

屋敷町の構成一塀に囲まれる単位

中世以降，城下町がつくられるに したがい ，住民の職種 ・階

級に応じ て町わりがきめられた。今日でも地方都市 lζ 残って い

る鍛冶町，桶屋町，呉服町などの町名は ，職人や町人の住居地

域をあらわ し，屋敷町は武士家臣達の住居地域を示 して いる 。

屋敷町は領主の居城を中心 lζ ，近くに重臣の広 い屋敷，雑輩

lとなるほど周辺の小さ い屋敷をわりあてられたが，居住密度か

らいえば，町家の桐密さにくらべて武家屋敷の占める 面積は広

く，きわめて伸びやかなものであった。 小身で、も 2 - 300坪の屋

敷をもち ，周りに充分な庭や空地をの ζ して居宅を構える 。乙

のように建蔽率の低い屋敷が集まって屋敷町を形成する 。町を

歩くと石垣や漆喰 ・土1 mが続き戸毎 lζ 聞く門構えがその連続を

破っている。路はひっそりとして塀の内 に人が住むかどうかも

疑がわしい ほどである。

との ような屋敷町式の住宅集合形式を とっているも のが，今

日， 都市ある いは近郊に分布する l 戸建の高級ないし中流住宅

地である。 近年になるほど敷地規模も縮小し ，60， 80， 100 坪

てい ど，住宅規模も 20 - 40坪ていどのものが多 いが， ともかく
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独立 した 1 軒の持家であり ，土地っき庭っきである 。

その居住者階層 は，昔の武士のように身分 ・格式にはとらわ

れないが，比較的高い学歴をもち社会的に はエ リートコー スに

のり ，経済的に はまあまあ恵まれているホワイトカ ラ一層が多

いという特徴をもっ。乙 の階層の傾向は ，大体学歴の高いもの

がそ うであるように ，個人主義的であり ，比較的よい自分の生

活をあまり 干渉されず大事に温存 してい乙うとする 。

その生活態度は階層的性格であると同時に ，塀 lζ 固まれた住

居単位の集合という屋敷町の構造と無関係ではない。塀は邸内

の住居を外の自然 lζ 開放的である乙 とを保証す る半面，外部の

社会 l乙対して閑鎖的役割を果 して いる 。外部へ通じる門は ，武

家屋敷などでは家格の象徴と しての機能がつよく ，いかめしく

閑ざさ れている乙とが多く ，実際の出入り はくぐ り戸や勝手門

からされる 。住居の玄関が直接道路 lζ 聞かず，門を介してしか

出入りできない ということは ，隣近所との交流 lとしても改たま

った形でしか行いえないことにしている。土塀 ・漆喰塀は ブロ

ックやフェンス ・生垣等に変わっても ， この特性は現代の住宅

地 lζ も共通する面がある 。

また庭園を戸別に所有しているために ，必要な外部生活機能

の自給自足性がつよい 。 ζ のととは裏をかえせば閉鎖性がつょ

いという ζ とになる 。たと えば自然、景観の観賞を戸々の庭園内

のミニアチ ェア ですまそう とするなどそれである 。

しかしも っと 生活的な 乙と が子供の遊びの状態にあらわれて

くる 。高級な住宅地に なるほど路上lζ 子供の姿が少ない。住宅

地の子供はたいてい自分の家の庭で遊ぶ。友達 との交流も特定

の友達( 階層関係の似たと乙ろを親も望む) と 邸内で遊ぶ。乙

の傾向は屋敷が大きくなるほど当然つよく ，小住宅街になるほ

ど路上に群がる子供の姿が多くなる。それは遊び空間の自給度

lζ 左右されるといえる 。 しかしとのような遊びの交流の制限

は，子供の性格形成 lζ 好影響を与えるとはいえないだろ う。な

まじっか個別の庭があるばかりに ，住宅地 lζ は本当 lζ 子供達が

交流して遊べる遊園地が少ないのである 。

町家街区 の構成一通 りに向 きあ う戸口

屋敷町風の宅地構成 lζ 対して，町家の地域はか なりおも むき

がちが う。町家の発生は屋敷町より ふるい 。平安京は条坊区か
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くをほぼ 100m角 l乙区切り，さらにそのなかに 4 行 8 門すなわ

ち32戸の宅地を わりつけた。住宅は間口を道 lζ 援し ，哀には共

同の井戸や炊屋があった。 したがって表から裏 lζ 通ずる返り庭

が家の中を通り ，現在の町家の原型がつくられるわけである。

またその町割りが町家の群形態の発生であると同時に ，住居の

群形態の始まりであるともいえる。

後世になるほど間口は分割され零細化し ，町家が禰密になら

ぶようになるが，そのわりに奥行は深く ，俗 lζ いう「うなぎの

寝床」式の奥に細長い宅地が，京都はじめ関西一円の都市住宅

の特徴となった。乙 の住居形式は ，近代においても都心部住居

の主要形式として，居舗併用住居あるいは借家住居として大小

様々な平面形式を発展させたのである。

町家の群形態の特色は ，市街地住居であるだけに住居密度が

高いととと同時に ，道路をはさんで直接各戸の戸口が向きあい

屋敷町のように塀と門を介しての関係ではない。したがって居

住者屈の庶民性ともあいまって ， 1"向う 3 軒両どなり」のこと

ばが示すよ うに，町内の コ ミュニ ケーション が行われやすい。

また道路が生活に対して果す役割はひじように豊富であ り，人

の往来，子供の遊び場所，近所の立話，夕涼み，あるいは祭り ・地

蔵盆など町内の催し場など種々のはたらきをもっていた。それ

が屋内生活の外部的延長であった乙とは ，最近でも稀に見かけ

る道に面した折りたたみ床凡などがそのなごりを示している。

しかし町家地区のもっていた乙の特徴的な生活機能は，戦後

とくに最近数年のモ ー タリゼーショ ン傾向の激化とと もにほと

んど消失し てい るとい ってよい。主要街路は激しい自動車の往

来により ，騒音，廃気ガス ，危険が，向う 3 軒両どなりを断絶

させ，やや閑散な通りは路上駐車場と化している。

また都心部の居住地域は ，高密な住居の群というよりは ，庖

舗 ・工場 ・住居をほとんど無秩序に包括する混合地域と化し ー

いる乙とが， とくに大阪のような商工業を中心 lζ 発展してきた

都市についてはいえる。騒音 ・汚水 ・慈臭 ・スモ ッグ ・廃気ガ

ス等人害 ・公害による居住環境の悪化が，全市をおおっている

といってよい。

したがって住居を伴なった工業団地，商業団地の移転，市街

地再開発などが数年来問題化しているが， もはや都心部におけ

る町家の群形態が，新らしい都市機能にそぐわなくなってきて

いる乙とを示す。

都市周辺スプロール住宅群一雰細 宅地・ 建てづまり

最近数年，都市周辺近郊に目だってみられる住居の群形態は，

民間建売分譲あ るいは借家住宅の団地である。とくに前者の集

団が多い 。15坪前後の狭小敷地が多く ， それを有効に使用する

ためほとんどが木造 2 階建になる。前面 K 道路，背後 lζ 猫の7' } '

たいほどの空地をとり ，隣家とは連棟で壁を接するかあるいは

50cmほどの間隔をあけて，ほとんど敷地一杯 [ζ 建ちあがってい

る。そのような住宅が，建設の合理化といえば間乙えはよいが，

安あがりにすませるため同じ型で，青瓦，赤瓦，色ちがいのモ

ルタノレ仕上げで何百軒もびっしりと立ちなら ぶ。大体が都市近

郊の水団地帯を埋めたてて，梅雨期の青かびの繁殖するような

様相 で増えてい く。

安価な宅地造成のために ，近郊水田地帯 lζ 飛火の よう に突如

群落が発生する 。その周辺の地価が上るにつれ，また別の箇所

lζ 飛火する。とのような現象が無秩序 lζ 重ねられていく乙とに

より ，都市周辺 lζ 虫喰い状 lζ 乙の住居群が拡がっていく 。いわ

ゆるスプ ロール現象で- あるが，その形態を最も端的に表わして

い るものが， 乙の民間分譲住宅群である 。そ して それは戦後の

都市周辺部の景観を特色づけている。

乙のような住宅群の出現には ，やはりそれなりの需要眉 と供

給者 との対応がある 。供給者は大体が小資本による不動産業者

で あり ，彼らは ，私鉄 ・公共団体 ・大手資本が都市近郊の丘陵開

発 をねら うの に対 し， 造成が容易で買収価格の安 い低湿な水田

地帯をねらう。また敷地も ，土地っき持家をできるだけ多くの

需要者 lζ ，できるだけ有利に売りさばくため ，極力きり つめたも

のとする。色瓦や色モルタノレで、文化住宅風にみせかけるが，骨

組みや造作は至って粗末で，建設費をできるだけ節約す る。

乙のような住宅に対して ，人口集中の激化する大都市では ，

公共住宅に申込んでも容易にあたらない ，さりとて家を建てよ

うにも宅地難で手がだせない ， しかも家族の増加，転任で早急

に住宅を求め なければならないなどの住宅困窮者層が，あふれ

て いる。 100- 200万ていどで，適当規模の宅地と住宅は とても

入手できないが，それに見あ う「土地っき持家」として高密狭

小規模の民間建売 ・分該住宅が建設 されている。したがって こ

れら の住宅群は ，戦後の都市集中を背景とする住宅事情下にさ

きのよ うな主 としてホワイト カラ ー住宅困窮眉の住要求 とその

支出能力内の持家を供給する ζ とにより利益を得ょう とする 中

小不動産業者の企業欲 との関係から生れてきた新らしいタイプ

の住宅団地である といえ る。 ζ のような団地の 敷地条件の悪

さ， 建てづまり は既述の とおり だが， とくに自に みえる売買の

対象にならない道路 ・排水設備など基本的な環境施設について

は，ほったらかしにされてい る。その結果全体的に不良環境化

する おそれがある 。

集 合住宅群一団地・ニュータウン

戦後，都市の小画地 lζ 数棟の単位であらわれた中層鉄筋 コン

ク リー 卜共同住宅が， 目新らしく市民注目の的になったが，最

近では数百，数千棟のまとまりをもっ大団地あるいはニュ ー タ

ウンにまで発展した。 また 1 棟の形式も 4 - 5 階の中層から 9

- 10階あるいはさらに高層住宅棟の出現も予想される 。

住宅群の このような 集合形態は ，立体化によ り住戸密度をあ

げながら ， しかも建ぺい率を下げ広々 とした 空地を とろうとす
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る宅地の効果的な利用が主目的である。また都市周辺の地価高

騰，団地取得難等はその必要性をさらに切実なもの とした。 し

たがって中高層の林立する大団地やニュ ータウンは ，戦後の日

本の新ら しい住宅群形態であり ，国土的 lζ 調密な人口をもち ，

しかも都市への人口集中がさらに激化する乙とが予測されるわ

が国では ，今後の主要な住宅の群形態となるだろうと考えられ

る。それと同時に ，そ乙には新ら しい居住形態 lζ むすびっく生

活上の種々の問題が発生し ，今後どのように発展 していく かが

問題となる。

たとえば各住宅が立体的 lと積閲する新らしい居住形式 lζ 対し

て，様々な生活感情の反応が問題となる。鉄筋 コンクリ ー 卜の

白壁で固まれた箱のよ うな 空間! と対する逃和感が，当初はかな

り問題になった 。またそのような線の立ちならぶ団地景観に つ

いても ， r殺風景」とか「味気ない」という批判が，巷間では

なおきかれる。

しかし市民のアパー ト居住歴が20年に及びかける今日 ，それ

はあまり問題でなくなってきた。 r味気ない」という感情は ，

土と和風木造への郷愁 lζ 根ざしているのであろうが，もっと深

刻な住宅難の味気なさを味っているものにとって は，むしろ入

居す るには競争率のあまり に高い高嶺の花ですらあ る。またア

ノf ー トの永住性のなさが問題にされるが，それも味気なさより

は，従来の 2 D K を主体とする狭小で融適性のない平面と家族

増とのアンバランス ，あるいはホワイ トカラ 一層に必然の転勤

. 転居によるととが多い。

む しろアパート で誕生し ，アパー トを巣立って独立する 若い

男女の世代が出はじめ てい る。彼らには乙乙が故郷であると不

自然なく感じうる者も多いだろう 。 乙の新らしい住居群は ，そ

のためにとそふさわしく環境づくりされなければならない。

その意味で，大阪府の千里ニュ ータウンは ，かなりの効果を

おさめている。ひとつには丘陵起伏の自然に立地 した乙と ， 自

然原野を部分的 lζ 意識的に残したとと ，また住宅棟の配置につ

いても ，並列，ポイント ，囲み型等，生活空間形成の試みを ，

多少問題があるにしても ，積極的にしていることなどが効果を

おさめている 。 乙れらの総合効果としての団地景観は ， 日本 iζ

新ら しい都市景観を創り出したといえよう。乙の景観 lζ 対する

居住者の受けとり方は ，大体において好評であり 「外国の景色

のようだ」と: n : めるものもいる。その装 lζ は従来の日本の都市

景観の乱雑さ ，貧困の証左が感じられる。

とのような効果を出すためには ，何といっても群の量的な大

きさ ，拡がりが物を言う。そしてその群形態のデザインは ，生

活 lζ 基本をおく ζ とは勿論であるが，居住地への愛着心，郷土

感を育成する意味からも ，また日本の都市景観をよりよく倉IJ 出

する意味からも重要な乙とである。

しかし群としての 問題は ，デザイン以外にさらに本質的なも

のがある。たとえば千里ニュ ータウンほどの住居群になると ，
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住宅経営主体一大阪府，公団，公社，民間持家等，経営主体の

異なる地区の混合から発生する諸問題，すなわち管理上の問題

一各種地区の経営管理，生活管理，共同施設管理などの方式の

追い ，その系統的統ーが問題になる し，また住宅階層の格差に

よる 生活様式，住民感情，居住者聞の交流のあり 方などが問題

lζ なる。

具体的な例をいえば，棟共通の修理修繕，塵芥処理施設の清

掃，株間共有の空地 ・庭園の手入れ等々 ，共同部分の処理経費

として，各住戸は毎月共益費を出しているが，公営 ・公団でそ

れぞれ醸出額がちがう。それの少ない公営では ，手のまわらぬ

部分は放置す るか，居住者の当番で処理する 。公団ではほとん

ど団地サ ービス 社などに依託する。とのような遠いは ，地域の

共同 lζ 対する生活感情の追い となるであろう。それは地区内そ

れぞれの性格のちがいにとどまるとしても ，道路，遊び場，集会

場，パー キングの設置等より共用可能性のつよい施設の設置，

有効な利用に対しては ，管理上の差異が問題になっ て くる 。

また最近アパート の分譲住宅が， さかんに建設されている

が，いわばアパー トの持家居と賃貸層とでも異質の問題が生じ

る。中居鉄筋コンクリ ー 卜の共同住宅という建物形式面では ，

ほとんど変わらな いが，分譲の場合その宅地も共同所有してい

る。したがって共同部分の適正な管理のため ，居住者による管

理組合がつくられる 。そ して往々に して管理組合は ，限られた

生活面 ( すなわち共有の財産管理など) ではあるが， 自治組織

的性格をいくぶんもつので，新たな別組織である自治会をつく

るととには ，種々の トラブ J レが生じやすい 。一方賃貸住宅側で

は，経営主体が管理するので， 自治会は精神的，生活的に多様

な面をもっ共同組織と して成立しうる 。乙 のよ うな 地区の共同

組織の質的なちがいが，地区同志の大きな コミュニケ ー ショ ン

をやりにくくする乙とがある。

また ，アパー ト分譲は ，立体的に積層する住空間を区分所有

するという ， 日本人の居住慣習になじまない所有形態である

が，乙の穫の住居群が，公団 ・公社あるいは民間企業では マン

ション ， コーポレイトハウ スなどの名称で，さ かんに建てられ

てい く傾向は ， 日本人が土からはなれた居住形態，土地を共同

所有し ， したがって共同管理するという新らしい居住方式をつ

くりつつある乙とを示すものだろう。 ζ れまで個々の庭園づく

りを各戸で勝手に楽 しんできたが， 乙ζ ではその住区の 管理組

合全体で，全体の造園計画を ，居住者家族全体の成長段階に応

じてたてていかなければならない。個々の住生活面の要求ー乙

れを住要求といってきたが，一地区居住者全体の統一さ れた意

志として新らしい形での住要求が現出するわけ である 。

住居の群と して，屋敷町的形態その他も多くの問題をふくみ

ながらも 存続するであ ろうが，立体的な住居の集会形態のなか

により多く ，現代ないし将来のとりくむべき問題がふくま れて

いるようにおもう。 ( おおぎだま ι と : 奈良女子大学住居学科教綬 ・エ博〉



民間木造賃貸住宅群の問題点

‘  
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1. 民間 アパー トの需給構造

現在の都市住宅における民間アパー トの比重はきわめて大きな ものと

なっている。( 昭38年住調によれば，民営借家木造共同住宅は東京都区部

で29.196. 大阪市で23. 696 (ζ 淫 している。) 高度成長政策，所得倍泊政策な

どにより ，日本の国民所得は世界第 3 {立に達したが，地域格差階層格差は

ますます大となっており ，良村から大都市への人口流入の基本的要因と

なっている。との層は大別して①中高大卒の若年単身者の就職，就学に

よるもの，②転職，転勤によるもの，①段村地域からの出稼ぎ型のものが

あげられる。第 2 の居の一部を除いてはいずれも低所得層であり ，財産

資産をもたぬ裸一貫の労働者である。第 l の単身者もやがて結婚し世帯

用住宅の需要者となる。 ζ の関係を図示したのが図 1 である。中心市で

未婚単身者の急増が続き ，次いで有配偶の30才代が，中心市と近郊で爆

発的( L 進行し ，次いで単身者も近郊へ移っていくようすがわかる。

現在の住宅市場はとれらの庖の要求に答えるものになっていない。第

1 の若年単身者層は，まず企業の保障する「寮J I住み込み」なとの施

設や，自力で「間借J I下宿J を探し ，またかなりの部分が「民間アパ

ー トJ 1ζ 入居する。次の段階一一結婚に際しどうしようもない関門! こ行

き当る。第 2 ，第 3 の屈の場合も大都市圏 lζ 入 った途端住宅問題は最大

図ー 1 人口 惜成の変化 〈 年令Ｚ配偶関係 ・ 男女 ｾ ｉ ｪＩ ( 昭和25，羽，35， .j() 年国労翻査)
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の生活問題となる。持家( 一戸建庭つきのマイホ ーム) は不可能な夢で

あり ，賃金の上昇を上まわるスピ ード で地価が上り購入できる土地は遠

ざかる一方である。企業は給与住宅建設から持家政策lζ 切り かえつ つあ

り，給与住宅は エ リー トIOの特権的施設となっていく。公団住宅も遠隔

化高家賃化し競争は激しくなる。民間借家は戦前の常識であった一階建

や長屋建住宅は市場に現われず，新築のものは郊外lζ 限られ， 乙れまた

高家賃である。頼みの公' 道住宅は ，乙れまたますます泣くなり立地限定

型階層にとっては何の役にもたたない。 ζ うした中で民間アパート だけ

が，とにかく住宅市場に出廻っており駅前の周旋屋へ行けば即座11: : 数戸

の現物を乙の自で確かめる乙とができる。

続々 と後続部隊の続く民間アパート 階層にとっての主要な要求は何で

あろうか。まず第 l は「家賃の安いとと。特Iζ 一時金の安いとと」であ

る。民間アパート の家賃は 1畳当り東京で1，5∞円 ，大阪で 1， 1∞円程度

であり ，最も割高ではあるが絶対額では持家やアパー 卜以外の借家より

は安くつく。経営者の側も敷金，礼金，保障金などの一時金をとるとと

で家賃は常 lζ 限界値で決められている。第 2 (1:: I職場の近くに」という

点である。特! 1 : : フツレーカラ ー屈では切実な問題である。第 3 に「生活の

利便」である。駅lζ 近い，商庖街( 1 : : 近い食堂がある等々 。第 4 (ζ 「面倒

な手続きなく必要に応じていつでも入手できる」乙とである。公的借家

東京都区 e .J

( 男)

東京都

( 区部以外)

( 女)

( 女)

〈有配偶、

そー 〈未婚〉 ーヤ

70万人
50  50万人

35 40 

30万人 20 
10  10  

大阪府

( 大阪市以外)

( 勇) (女)

35 40 

20 25 20 10  10  20万 人
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( 東京圏，昭41住宅需要調査再集計による ) ( 昭40建設実態調査再集計に よる) ( 門真市の反間アパー ト街)

東京都下町区一一北，板縞，足立，葛飾，江戸川，大前)

は絶対的に不足 しており ，年に数回の機会しかなくいくつかの書類を間

違いなく整えねばならない。民間アパー トは実に手軽である。 第 5 1ζ

「住宅の規模，設備，環境」といった物理的条件がある。家賃との関係

で止むなく切り つめられがちであるが，需要階層の急増により ，民間ア

ノマー トの中にも 少しず、つ変化を生じている。 4.5畳より 6 畳， ] 室より

2 室，炊事場を専用へ， トイレの専用 ，出入口の専用と少しでもよ りよ

いものへの要求の発展に対応して民間アパート もバラ エティ がふえてい

る。ただ乙れを見て，アパー トもだんだんよくなっていくとい う単純な

評価は誤りであって，むしろ ，以前であれば，民間 アパー トを卒業して

少なくとも一戸建や長屋建の住宅に住み得た階層が，今や 4.5畳から 6

畳， 6畳から 2 室へと低迷 し，民間アパー トが他の住宅の代替と化して

いるもの と見るべきである。

乙れらの民間アパー トについて経営の側か ら見て見ると ，概してきわ

めて零細な経営であり ，地価や管理践を評価せず，建設費だけを 5 - 6

年で償還しよう とするものである。居住者の低所得からく る家賃の限界

を一時金で得るため，東京の敷金 ] - 2 カ月，礼金 ] - 2 カ月という型，

大阪の保証金 ( アパートの場合10カ月「文化住宅」で20- 30カ月分前金

で出るとき 8 割返却) 型等の資金早期回収方法がと られている 3

経営者はその専業兼業の程度，前歴等によって①家主専業型②生活保

障型③サラリ ーマン冨IJ業型@自営業主型⑤農家土地保全型等 !C区分され

よう。①は民間アパー ト経営を本業としており ，ある程度の棟数，室数

をもち ，経営基盤を安定させるために常時何らかの手をう つ乙と のでき

る玄入居である。②は老人，未亡人， 2 号夫人など零細資金による生活

保障的意味の強い もの，③は退職金の前借りなどにより ，また自己の住

宅の建てかえに際 して小規模アパー ト部分をつけ 2 階を貸すなど，間貸

し的であり 小逃銭かせぎ的経営で、ある。@は富IJ 業的意味と資産分散( 動

産，不動産，現金を% ずつもつ〉のためまたいざという ときの経営資金

の意味を もっ。乙の層の中には マンシ ョンへの切りかえなど拡大発展を

目指す積極的な層もある。⑤は近郊農村において農業だけではやってい

けず兼業化に踏み切らざるを得ないが，土地を全部切り売りするのは先

行不安であり ，結局土地の保全をはかりつつ一部分切り売りした土地の

資金を元手lζ アパー ト経営を行なおう という 周である。

結局民間アパート は，きわめて零細な資本が，需要屈の絶対的大量に

よってようやく採算を保って経営 しているものと見るべきであるコ

2. 民間アパートの立地

大都市において弘- Y a という 莫大畳の民間アパー トは現在では都心業

38 

務地区を除いてあらゆると乙ろに存在しているが，集団的 lζ 立地する場

合が多く民間アパー ト地区といった様相を示すものである。乙の地区の

性格は，交通条件，アパー ト建設前の土地利用の型などによって臭って

くるが大別 して，①交通至使型，②住宅地型，③工住混合型，0 新規集

団開発型の 4 つに分類されよう。

交通至便型はいうまでもなく，何よりも交通機関への至近性を第一の

有利条件とするもので，環状線沿い，私鉄タ ー ミナ J レやその近接の駅の

周辺部である。駅前商庖街の裏手露路に面 して，また線路沿いに棟を接

して立ち並ぶアパー ト群。地価は高く ，住宅も住戸内外と も環境条件を

無視 して最大の切りつめを行ない，立地の便利さによる職住の近接，周

辺諸施設利用の便利さを売物にして， 4. 5畳，6畳，ときには 3 畳のア

ノf ー トが建設される。単身や新婚共稼ぎのサラリ ーマン ，サーヒF ス業従

事者 らを対象とする 。経営者にしても ，地価の急激な上昇のため生活を

守るためには，少ない元手か ら何 らかの収益を上げていかねば乙の地区

から放り出される とと になる商庖主や一般サラリ ーマンである地元居住

者である。民間アパート は木造 2 階建という低層の中 IL最大限に住戸数

をつめ込む乙 とが可能であり ，一戸ずつの狭小性は廊下や押入のとり 方

次第で狭い敷地も最大限ムダのない利用を可能にする。 l 階が住宅であ

れ，商庄であれ，倉庫であれ， 2 階!Cいく つかの居室をつくりしかも形

をまとめていくのにきわめて融通性をもっており ，設計，施工に おいて

立技術的にも同一パタ ーンのくり返しであ り簡単である。乙うした乙と

かる住宅や商庖の改造建替えに際して，またわずかな空地の利用により

立地至便性を最大の決め手と して高密度の民間アパート 地区が形成され

ていく。( 昭42年末では国包池袋駅 ・大塚駅に近い東京巣鴨警祭署一管内

では全世帯の56.75ぢが民間アパー ト居住者である。 )

第 2 の住宅地型は，乙の立地至便型よりはやや郊外よりにもともと住

宅地であ ったと乙ろに建設されるものである。以前の住宅地の一戸平均

の敷地面積によって新たに建設される民間アパー トの規模や環境条件は

大き く左右される。高級住宅地になるほど ，郊外になるほど，敷地の余

裕は大であり ，経営者も自身の環境保全を考え，入居者屈 も通勤貨と通

勤時閣の負担に堪えられる屈であるか ら，一般住宅の代替物としての 2

室アパー ト ( 大阪の 「文化住宅J ) の建設が多くな る。 都心近くの立地

至便型の単身者や共稼ぎ夫婦も結婚し子供が生れるにつれ狭小で環境悪

く家賃の高い都心には住み得ない。 かといって持家も持てぬ，公団にも

当ら ぬ屈はま すます増大 しており ，これが郊外 2 室アパー トを支える需

要屈である。農家の経営によるものも郊外化につれて増加してくる。

第 3 の工住混合型は中小工場の集積地，臨海大工場の周辺部などの中

!と労働者の住宅として建設されるものであ る。地盤沈下による風水害の



図- 5 民間アパートの分布 ( 東京都区部〉

50%以上

40- - 49 % 

39- - 30% 

田園 20- 29%

19 %以下

( 42. 12奮視庁防犯統計，総世帯数 IC対するアパート 居住世帯数)

危険，煤煙 lζ よる大気汚染，水汚染，騒音といった都市公害の集中する

工業地域に も労働者の住宅はどんどん建てられていく。重労働によ る肉

体の疲労，低賃金による通勤費負担の重荷から逃れ，家族ぐるみの労働

のため内職のある地区，なりふりかまわぬ気安い生活のためには環境条

件の悪化より も工場地区との近接が第一条件となる。公営住宅が郊外に

建設されてもと れらの民間アパー ト居住者にとっては何の役に もたたな

い。大阪市でも昭和30年代における民間アパートの大量建設の中心は門

真，庄内 などの隣接地区と共に臨海工業地区におけるものであった。東

京においても 山手地域の住宅地では 6 畳や. 2 室アパー トに新規建設分

の中心が動いているのに，江戸川 3 区においては依然と して4.5畳. 6畳

l 室アパートが中心で増加が著しい。工業地域，準工業地域を問わず一

定量の民間アパー トが建設されている。フツレーカラ ー( 低学歴) である乙

と，中小企業の多い乙と などの主ら ，居住者の収入は高年令にもかかわら

ず横パイを続け不利条件が重なり ，民間アパート からぬけ出せぬ屈が拡

大 してい くのである 。た とえば昭和30年に中卒で、大都市圏に入ってきた

労働者は昭和43年の現在まだ28才である。図 l も示すよ うに乙の屈は き

わめて大量に存在し ，乙れから結婚して民間アパー ト居住者になってい

く屈である。東京圏では40才以上でも 5 万円未満の月 収では l 割強が民

間アパー ト居住者で，乙の多くは工住混合地域IC居住 しており， ますま

すとの比率が増加 してい く乙と が考えられる。

第 4 の集団的建設の型は大阪市周辺部の京阪沿線門真，古川橋や阪急

沿線庄内などに見ら れるもので，集団的に建設され民間アパート の建設

で住宅地開発を先導 してい る裂である。大阪では東京ほどに市街地が拡

大しておらず，比較的交通の使のょいと ζ ろに，低湿地であったり鬼門

に当るという乙とで地価の安いまま放置されていた地域があった。乙乙

へ建売業者が，民間アパートの需要の急増とそれに伴う経営者志望屈の

槍大IC目をつけて，建売りアパート の大量建設で進出したものである。

建設と経営の分離が見 られ，アパート経営者は投機的副業的性格のもの
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図- 6 立地至便型の一例 ( 東京山手線大縁駅周辺〉

になっていく 。集団建設の中の一棟一棟を購入 し家賃で償還するもので

あるが初期投資を少くするための入居者からの一時金は高額であり ，特

ICとれらの地区の開発と軌をーにして現われた「文化住宅J ICおいて

は. 20- 30万円の保障金の制度となっている。集団的建設地の沿線やも

ともとの評価によって入居者の階層差も見られるが立地至便型，住宅地

型の混合と見てよい。

3.  民間アパート 集 団的建設の問題点

まず集団的建設によってどう いう問題が出たかが関われる前に ，ある

階層に とっては民間アパー トしか住宅選択の余地がない という 住宅市場

のあり方，またはそれを許している住宅政策その ものが最大の問題点と

して関われるべきであるう。現在の住宅事情は一方で個人所有の第 2 住

宅論が唱えられ. "'< ンションやデラックス な持家の新設，持家の建替え

による住宅の大型化が進みながら ，他方で狭小な建売住宅，民間アパー

トがますます急増し，住宅規模で見る と，平均値は上りながら最頻値は

下っていく という両極分化の傾向を示している 。住宅が住要求の発展 lζ

応 じて対応するものではなく ，経済的能力の反映である住宅市場そのも

のに問題がある。

乙れを前提としても民間アパー トの建設によ って引き起される問題と

して①住宅地としての環境その他の条件，②都市計画との関連で都市財

政におよぼす影響，③再開発との関速による問題点などがあげられる。

住宅地として集団的民間アパート 地域を見るとき，合格点のっけ られ

る地区は皆無に等しいので= はないか。日照，通風，プライパシーはそ乙

なわれ，まがり くねった細街路は消防車も入れない。木造高密度で火災

にはきわめて危険である。私道は舗装さ れず

園がない，子供の遊び場がない，防災上必要な空地がない等々。

次IC. 民間アパー ト居住者の年令構成は極端に不均衡である。特に子

供が生れ他所へ移 るζ ともできぬま ま成長する場合，保育所，幼稚園，

学校などの施設を要求する 。し かも低所得者群である から ，地方税の収

入をはるかに上ま わる持出しを強制するが小都市においてきわめてきび

しい条件である。 また，再開発について見れば，たとえば立地の項

で述べた集団的建設の場合など，道路下水道などの公共施設投資が

先行すれば高密度であるだけに逆に有利な条件を もつも のであり ，

木造で建設されている乙とは地区整備の条件としては有利でさえあ

る。民閣のとれだけの建設のエネルギーを生かしつつ，零細企業と

してのアパー ト経営者，低所得庖の入居者のいずれにも不利になら

ぬ再開発の方式が考えられねばな らない。民間ディベロパーが経済

ベースで再開発κ 進出する場合，低所得の入居者は他の民間アパー

ト地区へ追いだされるだけとなろう。政策の根本的再検討が必要で

ある。 ( みやけじゅん. 建役省建築研究所員)
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不 良 住 宅 地 区 問 題 の 視 点

不良住宅地区の既成概念を打破すべ きである

都市における不良住宅地区といえば，< 郎落> とくスラム> をあげる

ととに相場が決まっている ようだが，筆者は，かねがねとのような規定

の仕方を疑問f ( . 思っている。

最近，建設省の役人から ， I部落解放同盟が中央行動で，建設省にや

ってきたとき ，部落が不良住宅地区だといわれる乙とに ，ものすどく反

対していたζ とが，印象的だった。 J という乙とを聞いた。筆者は，乙

の話に非常な興味を覚えた。その主張を素直に解釈すると，未解放部落

の中には，不良住宅ばかりあるのではない。仔細にみれば，良住宅もか

なりある。それを一律に不良住宅だといわれるのは心外だという ζ とだ

ろう。しかし ，さらにつきつめて，なぜとのように反対 しているのかを

考えてみると ，およそ次の二つの理由によっているようだ。第ーに，住

民の意志とは無関係に不良住宅地区と きめつけ，不良住宅地区だから清

掃 ・除却 してしまうとい うや り方には反対だというとと。第二，仮り IC

地区の住宅のほとんどが不良住宅である乙とを認める としても ，問題は，

住宅が荒廃しているととだけにあるのではない，居住者が差別と貧困に

苦しめられているととにあるのだから ，不良住宅の改良だけでは，事は

片付かないぞ，という乙とである。

住民の反対が， ζ のような点f ( . 起因しているとしたら ，それは，いわ

ゆる 「不良住宅地区問題」の抜心を突く批判だといわねばならぬ。不良

住宅地区とは何か，それは誰が決めるのか，という点と ，不良住宅の質

的改善はいかになし得るかという基本的問題点について，乙れまでの不

良住宅地区政策は，必ずしも正しい解決をしてきたとはいえない。何よ

りも ，住民は， そのととを実感として受けとっ ているのではなかろ うか。

郎落やスラムを，資本主義的都市発展の諸矛盾の集中的表現とみるな

らば，確かに不良住宅地区のー形態であると規定されよう。しかし ，既存

の住宅政策では，それとは全然臭ったと らえ方をしてきたように思 う。

極端ないい方をするならば， I不良住宅地区問題」というのは，為政者

が勝手にでっちあげたものだという気がする。というのは，国民の住居

状態が総体として低いにもかかわらず，極端に悪い地区だけに ，1不良」

という焔印を押し，し かも実際に地区改良をするかどうかは，住民のた

めとい うよりは，地区の存在が周辺社会の発展に とって著 しい障害IL な

っている ものだけについて，外部社会の利益のために行なってきた ，と

いう観方ができるからである。

不良住宅地区の問題を，本当にとりあげようとするなら ，官製の不良

住宅地区の概念をまず打破しな ければならない。

居住地の荒廃化はすすんでいる

不良住宅地区の基本的な特徴点をあげるならば， 1 ) 個々の住宅の低

質性， 2 ) 住居集団の密集性，3 ) 居住者の貧困性，の 3 点が指摘され

よう。そして，乙の 3 点につきる とみてよいのではないか。乙 れまで，

部落やス ラム の不良の実態を明きらかにするため，乙れら特徴点IC該当

する指標をとり あげ，いろいろ説明されてきている。採点評価法などに

よって，諸地区の不良度の測定などが行なわれている。そのととには，
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一定の意義があ るととを認める。しかし，不良住宅地区の実態について

の，と のよう な概括の仕方は，いかにもスタティックな方法だと恩う。

その理由は，今日の都市の地域構成，居住者構成は加速度的f ( . 変容し

てお り，しかも，居住環境，居住者の生活環境は，全体として悪化する

方向にすすんでいるからである。

大都市の未解放部落を例! C ， 最近の地区の変容をみてみよう。

かつての部落は，人々 の社会的移動が少なく ，閉鎖社会をつくってい

る乙とが特徴であったが，現在では，都市部落の人口は異常な社会増を

示しているよ うである。炭鉱地帯の不況による失業者 ( 炭鉱の組夫のほ

とんどは部落出身者だといわれている) とか，地方の農漁村部落の疲弊

による半失業者が，大量の大都市部落に流入 してきでい る。また ，部落

の立地する と乙ろは，相対的に地価が低いため，部落周辺には木質アパ

ー トの建設が拡がっており ，乙れら住宅への都市ー般下居住居の定着が

すすんでいる。混住という形での地域の拡大が行なわれている。部落の

経済的基盤は，かつては， 部落産業によって支えられていた。しかし ，

そのような部落産業は，伝統産業といわれる特産品的なものが多く ，時

勢IL合わなくなったり ，またマスプロ 化の可能なものは，大企業によっ

て生産基盤を怒われたり ，衰勢の一途をたと・っている。そ して，部落の

就業人口は，日雇，失対，雑役などの半失業的維業従事者が増加してい

る。 若年層は，臨時工，社外工といった形で，近代産業の底辺に組み入

れられている。

都市の土地利用が資本主義的に高度化していくすう勢は，部落も例外

でなく，部落内部の住宅も ，漸次木質アパートなどに置きかえられてい

っている。数階建の R C アパート も現われてきている。地区の表通り

で，商業的利用の可能なと ζ ろは，ガソリン ・スタン ドなと・への転用が

行なわれている。

一方，個々の住宅をのぞいてみると ，老朽荒廃した居室の中! c ， T V  

をはじめ，いろいろな電器製品や其新しい家具調度類が並んでいる。耐

久消費財の普及状況は一般地区とほとんど変らないとい ってよいだろ

つ。

乙のような地区の変容はどうみればよいのか。

下庖人口の流動堆積化，就業者の単純労働力化，低賃高密住居の増加，

デモ効果による耐久消費財の普及とい った傾向は，部落特有の現象とい

うより ，大都市全体IL起 ζ っている変容そのもの という べきではなかろ

うか。郎落だけを切り離してみるなら ， l i郎落のスラム化」と みられる

だろう。 しかし ，都市住居全体の問題としてみるなら ，都市のスラム化

とでもいえる事態がすすんでおり ，部落の変容は，その一環としてとら

えられるべきであろう。

部落は拡大し，混住はすすんでいるという怠味では，部落社会の都市

一般社会への同質化， 連続化が起乙っているといえる。しか し，混住化

にすすんでも ，住民間の差別は厳然と して残っている。つまり，一方に

おいては，かつての閉鎖した部落社会は，物理的には解体し，都市下回

住民の居住地として拡大再生産されつつあるが，他方では，部落差別が

温存され，住民の連帯関係が断たれながら ，都市の最下居住民に組み入

れられていっている。

とのように部落の解体化はすすみつつあり，一見典型不良住宅地区は



消滅して行きそうにみえたり ，また，部落住民の生活状態はよくなった

ように見える部分を含みながら ，都市の居住地全体が悪化しつつある乙

とと テンポを合わせながら ，新たな顔を もった不良住宅地区としてあら

われつつある。

地区の改善をどうすすめるか

以上のような認識に立つならば，われわれが不良住宅地区の改善をす

すめるにあたってまず重要な乙とは，不良地区の「諸相」をできるだけ

多く類型的に把えていくととである。住宅 ・地区の不良化の一般的諸条

件を明 らかに しつつ，それと関連しながら ，不良化の特殊な具現過程を

概括していく態度が必要であろう。

例えば，工場公害による環境悪化のひどい地区とか，大都市周辺部の

木造アパー ト密集地区とか，零米下の常時泣- 水地区とか，容細企業の密

集する工住混合地区といった諸地区における住居と生活の実態が次々に

明らかにされていくととが，地区改善をどうすすめるかにあたって，ま

ず最初にとり組まれるべき ζ とであろう。それによって，都市居住地の

全般的な悪化の輪郭が浮き上ってくるだろう。

さて，乙れら地区の改善をどうすすめるかにあたり ，公的施策として

どのような居住地対策があるかを，一応検討してみる と， 産業基盤整備

につながる政策は手厚く準備されていっているが，一般居住地を改善す

るためのものとしては， 住宅地区改良法を除いて何もないのに気がつ

く。住宅再開発対策，地区修復対策といったものは全然見当 らない。住

宅地区改良といっても ，それは，極端K 不良化のすすんでいる地区K 対

し， しかも ，内容的には全面的な住宅の建て替えを行なうといった もの

に限定されてしまい，居住地空間は幅広い改造をすすめるといったとと

は，とてもできない。乙のように，生活空間改造について無策であると

いう乙とは，都市政策の重要性が唱え られながら ，つまりは，経済成長

のためにだけ必要で，都市住民をいかに無視してきているかを如実に示

している ものといえよう。

今日のように ，都市居住地の不良化が多元的に現象しているのは窮極

のと乙ろは，経済成長一点張りの都市発展が生活空間を食い物にし ，破

壊 してきたからであり ，都市改造対策というものも ，本質的には経済成

長の行き詰りを克服するためのものであるとすれば，住民は為政者K 期

待し ，待っていてもどうにもならない。また ，上から施し として与えら

れる地区改良は，結局は，住民のためにはならない乙とを，過去の成果

は教えている。したがって，地区改善は，地区住民が主体的に要求を実

現していく ζ とによってしか達成されない。個々の住民の要求が組織化

される改善を住民全体が民主的に推進してし、く組織がある ζ とが，改善

の基本的前提となろう。

地区改善の当面の目標は，資本による生活空間のく い荒しか ら地区を

守るという立場に立ち個々の地区において具体的にあらわれている問題

の解決を計る乙とに置かれればよい。都市住民は，自分の住宅について

はいろいろと改善要求をもっているが，地域全体をよくするという怠識

が伝統的に低い。しかも ，自らの住宅を改善 していくためには，地域全

体の改善がとりしまれなければならない乙とを，住民はなかなか気つ. か

ない。またマイホ ーム主義のデモ ンストレイ ション が，住民連帯の分断

をー庖助長しているようである。

このような状況の中にあって，住民が地区改善に自主的にとり組み，

自ら改善計闘を樹て，それを自治体 lζ 認めさせる という試みが，どζ か

の地区で起乙ってくるべ きである。そ ういう突破口がど ζ かでB日かれる

べきである。そしてそれがモデル となり ，都市居住地の各所で地区改善

がとり組まれていく。 一一地区改善 [ζ 関するそのような取りくみは，や

がて，都市住民全体の連帯へと発展し ，住民自身が都市全体のマスタ ー

プランを民主的に作成し ，生活空間の飛躍的改善をはかる道を開いてい

くであろう。

近頃，都市や国土の長期ヴ ィジョンの必要が盛ん K 唱えられている。

それに伴 って，都市の土地別用計画から ，国土全体の綜合開発計画 IC至

る一連の計画の公的策定化がすすめるれている。 乙れらは ，高度経済成

長の矛盾が国土的な規模で拡がり ，経済活動の効率が落ちてきた乙とに

対する新たなテ コ入れである。

かつて，大都市の「過大化」が問題とされ，新産都市などの地域開発

力が積極的 !ζ すすめられた。それらは， 結局失敗し ， 再び大都市が，

「メガロポリス J として注目 されつつある。今では，大都市の過大化は

あまり問題にされなく なってきている。むしろ ，綴方によ っては ，大都

市の人口集中を積極的 IL容認しているとみられなくもない。 できるだけ

大都市( L 人口を詰め乙み，その集積効果を資本が徹底的に吸収 していく

メカニズムが創り出されつつあるのではなかろうか。

人口や産業の高度集中を支え，都市機能が一応合理化され，快適な環

境を拘束する都市のヴィジョンが求め られている。しかし ，それは，哀

をかえせば，都市住居があたかも養鶏アパー トのようになってい くとと

を意味しているのではなかろうか。ー尺四方の空聞に押し込められ，規

則的lζ 餌を与えられ，効率よく卵を製造するように ，高層高密な空間Ir

住みいろいろな耐久消費財を買わされ，労働力は確実にうばわれていく

というような社会になって行く 乙とではなかろうか。 I高度高密社会」

というものの内容がそのようなも のである としたら ，それ乙そ ，粧いを

乙ら した不良住宅地区であろう。

住民が主体となってすすめていく地区改善は，そのような欺附的な都

市住居の将来像を打破し ，それに代るヴィ ジョンを創りあけてい く展望

を持つまでに至らなければな らないであろうっ

( すみたしょうじ ・大阪市立大学助教綬)
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生江地区における住宅地区改良事業

1. 地 区 の 沿 革

大阪市の東北郎，城北公園と いう大公園 {ζ 隣筏する生江地区は，地区

施設に; 恵まれて非常に環境が良さそうに恩えるが，市内でも西成，浪速

に次ぐ大きな同和地区で淀川左岸の低湿地という怒立地条件にある。

当地区は，山工商いす

商，I廃廃品回収，賃縫，日履い等不安定な職業を余儀なくされ，大阪市の市

域拡張で，現在では市街地化 されたとはいえ，一部商庖経営者を除き居

住者の大半は依然として底辺労働者層として零細な生活を続けている。

こうし た生活条件のもとで，住居{ 乙関して耐用年限をはるかに越えた

老桁家屋や，雨露を凌ぐだけの建物の まま，周囲の発展や，都市計画lこ

もとり残された。しかも低湿地で排水も悪しその住環境の悪さは，一

見 して都市部落とわかる不良住宅地区として現在 [ζ 至っている

2. i 改 良 地 区」 指定の経緯と当時の現況

乙うした状況の 中で住民か ら住宅の要求が切実な問題として湧き出る

のは当然のことで，昭和34年度に公営住宅の建設 (24戸) が既存斗〈良住

宅を除却した跡地に実施 された。そこへ35年 5 月 "住宅地区改良法" が

制定されたので早速大阪市として も，同和対策事業の一環として，当地

区の一郎約0.5ヘクタール! と「改良地区J の指定を受け ， ( 35. 11. 1) 地

区の環境改善lζ 本腰を入れることに踏切った。

当時( 昭 .36. 12) の地区の概況は別表のとおり

生 江 地 区 概 況 表 (昭36. 12現)

1. 面 積 I 4.5ヘクターノレ

2. 住 宅 戸 数 『① 数 戸 数 778戸

| ② 不 良 住 宅 岬 仏 1 . 1劣)

③ 良 住 宅 303戸 (38.996)

①戸数密度 173戸/ ha

3 住宅の経過 10年未満 105戸 ( 13. 596)

年 数 10年- 20年未満 193戸 (25. 496)

20年- 50年未満 261戸 (33.596)

50年- 100年未満 156戸 (20. 1%)

4.世 帯 数 ①此手15 数 962位帯

人 口 ②同居位符 184世待

③人 口 4，700人 ① 人 口 密 度 1. 044人/ ha

⑤ill 帯人員 4.9人/ 世帯( 平均)

5.  1人当畳数 2.3畳

6. y1物の所有 自家居住 2396

関 係 借 家 77'lo

3. 事 業 実 施の経 過 及 び問題点

別表のうち . 35年度に東北区域の約 0.5 ヘクターノレを. 40年度 lζ は，

西北区成の約 0. 8 ヘクタ ーノレについて地区指定を受け事業を進めてきた

が，住宅地区改良事業の推進は何分lζ も事業の前提となる土地建物の買

収交渉が，私有財産を とりあげる乙とになるため ，困難を極め，現時点

における 実績は ，当初j 計画の約 2 倍の年数を要する結果になっている 。
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辻 哲 夫部

乙れを固から の認証年度と改良住宅の完成した年度との表{とすれば，次

のとおりであ る。

認証年度 1
3坪

1
3伴 |同 138年|吋 岬1

41年 |岬 |岬 |岬 以 後

戸 数
1
16戸

1 0  1
30戸

130戸 1
20戸

1

96戸
1
100戸

1 0  1  0  1 炉 |

完成年度 |同 1 - 139年
14吋 岬|時 |吋 - 1 - 1必年以後1

乙のように大体 l 棟20- 30戸の改良住宅を完成させるに は，土地建物

の買収lζ 着手して約 3 年の年月を要するのである。その遅延要因は次の

ような諸点にあった と思Lわれる

( 1) 土地建物買収に伴う問題点

@  長期事業計画遂行上の地価対策

改良地区内にある住宅およびその他施設用地を含め，すべての土地を

単年度内! r : 買収する乙とは， 居住者の措置や，所有権者の売却思惑ある

いは事業予算制度の建前からなし難い。 したがって事業年次区分により

継続実施し ているが，施行の困難性も あって，長期K 至る買収を強いら

れている。 ζ の間，改良地区内の再開発および，周辺の開発によって地

価が値上りする。本市では，乙れを土地評価委員会の評価額内で，毎年

預金利子lζ 相当する値上げ分を上采せして買収してきているが，最近に

なって改良地区内と近傍類似の土地価額! こ相当の聞きが生じる! r : 至った

ため地価の再検討が問題にな ってきた内

@  借地権買収 lζ 伴う権利調整

土地質収 lr : 関連してその土地に借地権を持つ者が多く地主は納得しで

も借地権者がなかなか承服せず買収が遅れる乙 とがある。これについて

は，借地権自体がはっきりしたもの もあるが，昔から閉鎖的な地域性か

ら，内部では慣れ合い的な借地形態が多く ，土地売却にともなう金銭の

取り分が，両者の利害得失になって問題となり紛争し，第 3者の行政が，

事業施行の立場から，やむなくその調整にあたっているが，なかなか復

絡な問題である。

ベ 土 地 持，自家自住者 lζ 対する措置

地区内 lζ は老朽不良住宅の借家が大半を占めているが，改良住宅 l 棟

分の建設予定地{ζ 1. 2 軒の良住宅，土地持自家自住者が存在している。

これらは住宅 lζ 闘っているわけでもなく ，土地及び建物は先祖から残さ

れたH佐ーの財産という ζ とで，売却を拒む。 ζ れを買収 しないとどうし

ても合理的な土地利用や改良住宅の建設ができない場合，何回も説得を

重ねて質収してきているが，乙の場合，特{ζ 困るのが，乙の人たちの移

転先である。地区外に移転する際，適地を選定しでも大都市近辺の宅地

事情からそれに見合 う補償金額が， 当該物件ーから出ない乙と ，また改良

住宅 lζ 入居してもらうには，住宅規模が小さくて今まで住んでいた広さ

が確保で きないことである。

乙れらの他に土地建物を寅収していく上で困惑するのは，土地建物 lζ

対する諸権利が細分化され復維に入りくんでいる乙とも ，建設用地の確

保即時日を要する要因となっている。 ( 900rrf の土地lζ 10人の地家主があ

り，ζ れは比較的すっきり している方である。)

(2)  事業推進上の問題点

付) 事業施行lζ 伴う地元協力態勢の醸成

本事業を手がけるにあたって最も重要な乙とは，地区住民の協力態勢

である。住民の要求lζ 基づいて事業! こ右手するという事は本市の一貫し
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ザうした問題点も 話し合いと説得! とよって一つ一つ解決し ，42年度未

までに0. 8ヘクタ ールの地区整備と改良住宅 8 棟224戸の建設を進めてき

た。 ζ れにより ，従前城北公園の中までもはみ出していた不良住宅の密

集地が，今ては，市営住宅で初めての 7 階建アパー トが完成し ，その 白

壁が公園の池畔K 映える面目一新の住宅地lζ 変りつつある。

またその他上下水道，道路なども改良住宅の建設と同時に整備され，

住民の生活態度も ， " オッサン ，オパハン " から "奥さん，旦那さん"

に変化 してきているつ乙の地区住民から強く芽生えた自活力向上の意欲

が，さらに広範な行政施策と 相倹って再開発の実効があがるよう念 じて

止まない。

事業遂行の 8 年閣を顧みて， 新しく粧いされた住七地を限にする と

き，事業施行の反対立場 lζ 立つ人々から罵倒を受けたこと ，また身の危

険を感 じる折衝や説得を重ねた乙とも ，身近な! 感慨として党えり ，一服

の清涼剤として，はたまた ，あくことなき明日への活力源として，スラ

ム解消のため，一歩前進の構えをとらしめている。

果効業事4. 
た態度であるが， ζ の要求も一部のものでなく全体のものでなければな

らない。

土地建物の買収→仮設住宅 [ζ 収容→改良住宅の建設，入居というー速

の作業工程を円滑に運ぶ住民折衝，改良住宅への入居のみを目的とする

不正流入者の防止，排除には ，やはり地元と行政が一体 とな らねばなら

び

生江地区における住宅地区改良事業は ，全地紋の 4 分の l に相当す る

区域について，前述のとおり第一，第二改良地区の指定を受け ，環境整

備を実施中でほぼ完成の時期 lζ 近づ きつつある。今後，本事業の成果を

より高めるため ，住環境の改善fこ‘ けでなく ，住民の生活基盤の確立を意

図した庖舗，作業所のイj j:設，集会所の設置，生活指導の要員ミを盛り込ん

だ総合計画を検討中で，十分な基礎調査と ，関係者ーの協力を得たうえ，

第 3 改良地区の指定 と棉侯って，実施する考えである。

終り 1( ，住宅 lζ 対する世論が高まり ，都市更新の必要性が強く叫ばれ

る今日 ，住宅地区改良事業のもつ都市再開発の手法を有効，適切に活用

してスラム地区の解消 [ζ 努め，劣悪な居住条件にある住民の住宅要望 lζ

応えたいっ (つ じベてつお . 大阪市建築局キ 宅ぷ良課長)
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すむ

ない。

一口 lζ 地元の要求，協力態勢と 言 っても ，地元内部K もそれぞれの利

害対立があり ，乙れを一本にまとめる乙とは非常に困難なこ とであった

が，乙乙 2 年程前から ，毎月 1. 2 困地元の市民館で，地元代表と例会

をもって，そのときどきの問題点を話し合うなかで全体の ムード造りを

進めてきた ， その結果， 地元と行政を結ぶ確固たる地元態勢が出来上

り，42年度以後，事業の大ヰ消化の見透しがはっきり し，地元K 適合し

た建設計画を滞りなく遂行できる基盤が確立した。

@  道路，下水等公共事業の未整備

住宅地区改良事業の施行地には ，公共事業の丞幹なる道路，下水道等

の行政施策が行き届いていないのが現状であるため，事業の1.1Ui 行 lζ 当っ

て頭を痛める問題の一つである。現在，住宅事情は非常に深刻であり ，

努luζ 低所得者層の対策が強く望まれる今日 ，住民の要求も 激しく ，スラ

ム地区の都市再開発には ，住宅部門がその先頭をきらねばならぬ状況に

ある。 したがって，住宅地区改良事業は ，総合的な視野のもとに ，イ也の

行政部門の用地確保と配管，配水計画も考慮 しながら事業を進めなけれ

ばならない宿命をもたされている。

。財政的問題

本事業は国庫補助事業となっているが，乙れは社会政策面から考えて

当然の 乙と であり ，地方自治体のみの問題ではない。ととろが，これに

対する国庫補助は認証単価と実施単価ICかなりの差があり ，自治体の趨

過負担が多く ， 3 分の 2 の補助率も実質的には 2 分の l 弱という現状

で，自治体財政としては ，その負担率が過重となり ，財政的 lζ 事業の進

捗を阻害 している 。



既 存 市 街 地 の す み か 一大正区・三軒家の居住地をみる一

梶 j甫 恒 男

満員の郊外定率でタ ー ミナノレに出て，また熱くるしい地下鉄IC乗換え

て職場K つく。通勤時間 i ζ 2 時間も 3 時間もとられているのを考える

と，もっと職場の近くに住みたいと考える 。世のサラリ ーマンの願いで

ある。 しかし，また，私の研究室は大阪西区にあるのだが，ひどいとき

には，読みかけの本のペ ージが，みるみるうちにホコリとパイ煙でよ ど

れてし まうのをみて，都心 [ζ は住めるものではないと考える。もっとも

われわれ薄給の身で入居できるような住宅はみつからないから ，いらぬ

心配線用かもしれない。

最近，都市における人口のドーナツ化現象というと とで，都市内部lζ

住む人々は減りつつある 。東京都の人口の社会増が去年戦後始めてマイ

ナスになり ，都への転入よりも ，転出が上回った。大阪は 5 年前の昭和

38年lζ 転入と転出が逆転して，それ以降人口の社会減が続いている p 人

は外へ外へと出て行く ，大阪市内の周辺区から衛生都市へかけての建売

住宅へあるいは郊外団地， ニュータウンへと，そのような傾向のひろがる

中で都市の住宅問題もそういった地点、に目が向けられて来た。都心や既

存市街地の住宅やすまいは，一時初lあげにされてきたような感がある。

しかし， それほど岳が少ない訳ではないし，問題のないわけでは もちろ

んない。大阪環状線の内側にもざっと見積って42万人の人間が住み 10万

を越す "すまい" があるわけである。それに最近は都心部の再開発がさ

第 l 図 大 正 区 三 軒 家 西 1967. 11

」ー由直」

}OM， 
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まざまな方面から問題にされるようになってきた。都市内部の住居の状

態を知り ，そ乙 lζ 住む人とそのくらしを明らかにする必要が増 している

ように恩われる。乙の小稿では既存市街地の住居の問題の全てにわたっ

ては論じきれるものではないのでー市街地を典型としてとりあげ観察す

るζ とで，その責を果たしたい

① 三 軒 家 西

ととで読者に紹介する大正区三軒家西地区は，環状線大正駅の弁天町

より ，線路をはさんだ東西 [ζ のびる荷・住・工の混合 した地区である。散

髪屋だとか酒屋，質屋などの商庄があるかと恩えば，その隣りあわせに印

刷屋や製本屋が，あるいは木工所や鉄工所といったまち工場が道路まで

機械や材料をはみ出して並んでいる。 i OOO株式会社」だとか i x x  

× 大正出張所J などの文字がいかにもくたびれて書かれている ガラス戸

のたった事務所などもある。そして，それらの中にま じって， 遠慮がち

にしもたや風の住宅が見られる。 ととろど ζ ろの路次を入ると両側は長

屋で，ステテコ姿のオッサンがホ ース で水をま いている。乙の地区は戦

火をまぬがれたからして，戦前の長屋がほとんどである。住吉の田辺や

美立図などに見られるような立派なものではないが，間口 1. 5 間から 2

間，奥行 4 間程度でもほとんど 2 階建であるから ，昨今はやりの建売住

仁コ 住宅

r AJ 販売 ・業務 ・サービス 開宅施設

圃圃 工業 ・運輸関係施設
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第 6 図 勤 務 地

三軒家西 からの勤務先をあらわれたもので ，不明および不定，

また自営のも のを除いている。矢印の太さはパーセンテージ の

大きさをあらわしている。大正区が一番多く ，つ い で *，西，南，

北の邸心 4 区である。
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第 5 図 転 居 転 職 回 数

第 2 図室数' 9 ' 9 ミ数分布

阪市内が圧倒的( 第 6 図) 。通勤時間は片道平均22分で，徒歩ない しは

自動車による通勤が2396というからうらやましい。

主婦もなかなか多忙である。内 I殺をしたり ，商売をしたり ，勤めに出

たりで， 5 苦手j の主婦が何らかの形で働いている。内織といっても l 日平

均 6 時間近く働くのだからなまやさしいものではない。和裁，洋裁，編

物，マッチの包装，紙箱製造，fE気部品組立，会社の包話係や掃除，た

と焼などといったさまざまな職種にたづさわっている。内職が求めやす

いのも乙の町の特徴かも知れない。

隣近所のつきあいもなかなか活発である。主婦・! と「近所のど主人で会

えば挨拶をかわす人は何人ぐらいいますかっ」と問うてみたととろ ，半

数が10人ぐ らい ，4 分の l が20- 30人と答えている。隣近所と ，物やお

金の貸し借りをする家が 3 割強ある。 20- 30年と古くから住んでいる人

が多く ，自然付き合いが多くなるのであろう。

乙のような近隣関係はし かしながら決 して住民たちから嫌悪されては

いない。 r多くてよいJ ( 1796)  rちょうどよいJ (49;; ぢ) i 少なくて

ものたりない J ( 1696) などという肯定的意見が多く ，r多くて煩し い」

というのは 5 96弱であっ た。全体としてはむしろ歓迎されているようで

ある。

少々データーの説明が多くなってお耳ざ. わりが悪いかも知れないが，

もう 少ししんぼうし ていただくとして，ついで住人たちの自らの町に対

する感想を聞いてみよう。

和子主真移る干
S; iJ +.;.い 考 1) たしン〆定あ リ

f:t.:: 冊四十そ の他

ｉ ｏｏｾ 。

第 7 図 主 婦 の 生 活 形 態

。

第 8図 永 住 意 志

壬 一

二

一
今のと ころ' 主みつつもする

円むリ

5) 

三"，... 区麹

司有}:::: tEI

宅IC比べても広さでは結構なものである。大阪市作成の市街地発展図を

みると ，ζ の地区は明治40年までに市街化された区域IC，一番外側では

あるが入っているから して，かなり古い市街地である乙とが知れる。

乙の地区内の 120 世帯あまりを対象にして行なった調査から住宅の状

態をみてみよう。第 2 図は室数と畳数の分布であるが 4 - 5 室，12- 24 

帖が多い。平均で4. 6室，19. 3帖であるから一室平均4.2帖でかなり狭く

2 帖，3 帖と いった小室が多いのではなかろうかと考えられる。昭和 10

年に西山卯三氏が行なった住宅建設調査では，大阪市の場合，2 階長屋

の住居面積( 居住室のタタミ数) は21帖から24帖IC ピークがあり ，平均

22.  Ｑ ｾ おとなっている。Ｈ "新住宅" 19品年 8 月号西山卯三日本のすまい

ＨＸ 氾 Ｘ ペ ー ジＩ乙のデ ー タ ーと比 較すると平均 Ｑ Ｙ Ｎ Ｓｾ 占という三軒家西の長

屋の小規模さがわかる。( なお，乙の地区の98;; ぢは 2 階建である。)

住宅の所有関係をみると ，持家が案外多い。 (53;; め借地で持家という

例がわずか 1例 しかないから ，自分の土地に自分の家という形態をとっ

ているわけである。借家が Ｕｾｊ 近くあるわけであるが ， その家賃をみる

とさまざまで，20帖で 1， α ゎ円というのがあるかと思えば 15帖で 18.α ゎ

円というのもあって ， 1帖当りの平均をとると290円となる。

正直にいって，乙の三粁家西地区はおせいじ lζ もよい居住地だとはい

えない。大正区は大阪でもっと も大気汚染のはなはだしい ととろだが，
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居 住 地 の 評 価③ 

住人たちー一一住む人々に目を向けてみよう

との地区を歩くと ，いやに "年より " と子供が多い。

とういった古い居住地の特徴かも知れないが，調査のデーターから世

帯主の年令をみると ，平均年令は46才であったが，一番年長の子供の年

令が18- 24才と 10才未満 lζ 集中してい るから，実は46才前後は少なく 30

才代の若い亭主と 50代の老いた亭主が多い。それに比べて主婦の方は25

才~ω才にかけて向程度の比率でまんべんなく分布しており平均41才。

どうやら戦争の影響であろう。夫婦の出生地をみると ，かなり地縁性が

強い乙とがわかる。大正区で生まれたものが主人17. 396，主婦14.2;; ぢ，

それらを含めて大阪市内に生まれたものが約半数いる 。( 主人4996，主

婦51;; ぢ)

現住地に住むようになった時期について尋ねてみると主人は「戦前か

ら」が5396，主婦は3796，そして転居の経験なしというのが5296という

のであるから ，と の三軒家西地区の住人たちは半数以上が大阪 IC生まれ，

乙の地lζ 世帯をもち ，戦前から20- 30年と住み続けているのである。 そ

ういった乙とも影響してか，職業は自営が多い。 ( 3296) ついで筋肉労

働者が2 6 %あり ，平均月収 6 万 6 千円( ピークは 4 - 6 万円) といった

点もあわせ考えると ，フツレーカラーの町といえようっ亭主の勤務地は大

② 



三軒家も例外ではない。町工場の騒音や振動もひどい。公園も大阪市で

作った公園分布地図には絞っているが，現地lζ 行ってみるとパチンコ屋

やバラ ックの商屈が建っている。もっとも将来は立派な公園になるのか

も知れないが，その面積にしても ，地区の住民 l 人当り座ブトン一枚ぐ

らいの広さでしかない。子供たちは車をよけながら，道路や路次で遊ぶ

しかない。そして何よりも住宅の老朽化がひとい。採点評価法などによ

って点数をつければ下級クラスの居住地[ こまちがいなく入れられよう。

乙ういった居住環境の惑さは住民自身も感じとっている。住民の 4- 5

ｾ ｊ の人々が「緑がない ， 木が少ない ｊ ， r交通がひんぱんで危い J ，r火災

や浸水の心配がある J ，r騒音，振動がはげし いJ ，r臭くて空気が悪い」

などの環境の悪さを指摘している。しかし反面，こζ! ζ 住む人々は ，乙

の三軒家のよい点も 次のように説明する内第ーに交通の便がよい ，第二

K 職場 lζ 近く ，また ，イ士事や商売に便利である c 第三! と物価が安いし ，

何かと生活! と便利である。第四! こ長年住みなれていて良い等々

そして住民たちは結論的 lζ 自らの居住地[ζ 愛着を感じ「住めば都だ」

と述べる。したがって，特lζ 乙の土地を去ろうとはしない。移転希望は

2596程度である。乙の点第 8 図の 2 つのグ ラフ を比べていただく と興味

深い。一方は当の三軒家でもう一方は住吉区阪南町にある公団住宅団地

の「永住怠志J である。公団の移転希望は実K6096に近く「永住するつ

もり」は Ｓｾ ちにすぎない。三軒家 ｛ζ 比べればずっと環境の良い公団住宅

である。交通の便が思いわけではない。( 阪南町は天王寺まで10分ほどで

出られる〕居住密度も三粁家より高く ，住宅が特に狭いわけでもない。

( 居住密度 ー I 人当りタタミ数 - 三軒家 6.¥! 2帖/ 人，阪南公団住宅

6.10帖/ 人〉

「三軒家かる何故移りたがらないか」という問題をもう少しほりさげ

てみよう。都市内部 lζ はフソレーカラ ー屈が住むというのがどうやら定説

である 3 アメリカでもそういった傾向の強い乙とが報告されている。

( E . lVI . フーパー， R. パー/ ン共著「大都市の解音IJ J ) 乙の場合，しかし特

Ir.フツレーカラ ーが都心K 移転してくるというより一度都心lζ 住みついた

とれらの階層が郊外 Ir . 出ていかないということが強いように思える。三

軒家のケ ースからまず指摘できる乙とは ，移れるような住宅がないとい

う乙とである。公営住宅は数が少な b、。民間で・入れそうな住宅といえば

民間アパートか文化住宅だが，現在の住宅より狭いし ，チャチだし ，環

境も悪く ， とても移転できるようなものではない。おまけに家賃が高

いっ文化住宅/ r . 比較すれば，老桁したとはいえ，長屋の方が数段上であ

る。先に述べたように ， 乙の地区は5396が土地っきの持家である。 r終

戦直後，地主が税金 Ir . 困って庖子lこl 軒 18，000円で売りょった。J と長屋

の老人が教えてくれた。庖子が団結して地主と交渉し ，当時と しても比

較的安い買い物であったらしい《そうやって手lζ 入れた 制すまい" であ

る。住民にとって，自らの "すまい " を確保する乙とは，重要な生活の

保障である。相対的に不安定な乙の階層の生活にとって，土地や住宅が

自分のものである ζ とは ，ζ の上なく心強い乙とである。とても手ばな

せるものではない。ついで指摘できる点は ，ζ の階層がまず第一とする

要求は "食べる ζ と>> .. 生きる乙と " すなわち確固とした生活の保障を

得るととであって，よりよい住まい ，よりよい生活環境への要求は ，そ

れらに従属したものとなって沈澱させられている ζ とである。

ζ の条件がまず規制を加えるのは職業との関係であり ，ついて、消費面

である。職業との関係についていえば，職場と住居が近い乙とが望まれ

る。雇用者側からは 2 時間も 3 時間も通勤時間のかかるような条件の悪

い労働力は敬遠するし ，雇われる方も激しい肉体労働のあと ，通勤地獄

では耐えられない。緑が少なく ，騒音や悪臭! と悩まされ，子供が遊び場

K 困ろうとも ，まず労働の疲れをいやす ζ とが第ーに確保されなければ

ならない。さらに通勤費用も馬鹿にできない。乙ういった ζ とが結局通

勤時間22分という結果を生み出す。
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消費函では，生活費を安くあげる乙と。日常必需品が少々品質が悪か

ろうが，安価である乙とが望まれ，そう いった市場が居住地のまわりに

形成され，居住者の生活と結びつき ，価格以外の要求をも受け入れなが

ら発展 していく。かくて居住者の要求が作りあげていったそれらの市場

が逆に 「住めば都J 的住みやすさのー要素となって居住者/ r . はねかえ っ

てくるのである。

④ 積 み 重 ね ら れ た 生 活 の効果

さて，三軒家西の住民が 「乙乙は住みやすいと ζ ろでっせ」 とい うと

き，それは通勤の便利さや物価の安さだけでは説明 しきれないものがあ

る。そ と[ζ 住む住民にとってかけがえのない "住みやすさ " がある。そ

れは "積み重ねられた生活の効果" とでも呼ばれるのが適当な " もの"

である。 20年，30年と永い間住み続けられてきた乙のような地区は，住

民の生活 lζ 7 ッチ して形づくられている。それはあたかも永い間履きな

れた靴が，少々カカトの内側がすりへっていても，全体と して両側がふ

くらんで不恰好でも ，その人はどんな靴よりも履きやすいように ，その

住民たちに とってその地区は居心地が良いのである。

人の 慢すみか" 一居住地ーは永い年月を経て作りあけられるものであ

る。住民が，彼らの地域生活にとって必要なものを，その人間関係や地

区空間 lζ 残し ，不必要なものをとり除いて生活を変え，空間をかえてい

く。

乙の三軒家西の横町にある 3 メーターほど‘ の路次にパスケ ッ トボール

のゴー ノレが一つ ，人家の墜にすえつけられている。青年たちがそのゴー

ノレをめがけて「 シュート J する。

乙の路次は ζ ろあ いのレクリェ ーション空間 となる。

また ，ある路次では ，向いあった長屋の屋根をわた して，ヘ チマダナ

が作られ，快適な日陰が作られている。もちろん "かみさん" 速の “コ

ミュニケ ーションセンタ ー" として打ってつけである。乙れらはとも

に，何かのきっかけで作られたものであろうが，長屋の住民 lこ支持され

て，創造されたといえる。

永い住民生活のチェックをうけて作られた地区空間は一つの効果をも

っ。それは "住みやすさ " としてとられているものの一つであり ，新し

い居住地が持たないユニ ークなものなのである。

また ，私が長家を調査にまわっていたとき ，ζ のI sHζ 一つの署名運動

が行なわれていた内大阪市土木局の出張所が津守の方{ζ 引越したので，

その後が空家になってつぶれかかっている。早くとり払って，子供の遊

び場 lζ しろというのがその要求主旨であった。オカミさんらが一軒一軒

長屋をまわりながら ，来月! となったら対市交渉をするのだと話してくれ

たc 無意識な日々の生活が地区を形成していくとともに ，22、識的な運動

が前者の作り得ないものを地区内に生みだしていく。そと l ζ ζ の地区の

将来があるといえよう。

⑤ お わ り に

乙の小稿で・ とりあげた三軒家西は ，既存市街地の住居群と して代表的

なものだとは，あるいはいえないかも知れない。大平洋戦争の爆撃をま

ぬか‘ れた非戦災地区は ，大阪都心部でそう多くないから して，む しろζ

のような戦前の長屋地区は特例地区となるかも知れない。その点は文末

ながらお断り しておく。

なお ，本稿で使った調査データーは昨年 11月，奈良女子大学の原因研

究室と本学の伎回研究室の共同で行なった調査から一部利用させていた

?三い fこ。

( かじう らつねお . 大阪市立大学住居学科助手)



中高層共同住宅団地の問題

一一団地設計の思想とその発表一一

池 田 博

島 村 昇

中田雅資

I  はじめに

群住軒はある計画性をもった住宅地減、居住空間の方法論的把握

であ り、これ に対して住屑群は既成のよ り自然的発生的な住宅の群

的把握、すなわち認識論的見解といえる 。前者は屑住空間創出におけ

るデザ イ ンの方法論的追求の過程にあらわれる概念であ り、後者は

多かれ少なかれ前者への志向のもとになされる現状認識の過程にあ

らわ れる概念 である。

いずれの場合においても、都市住宅の必要性の急激な地大という

社会的現象に照応する問題意識として理解される 。都市住宅の必要

性の急激な増大は、先ず第一に住宅の量的必要性としてあらわれた

が、この量的必要性を充足する為には住宅の質的側面が密着してい

ることを思いしらねばならなかった。それは単位住居の標準化、量

産化、工業化 を促進 し、標準設計、公共住宅ディティールシート( デ

ィティール統ーによる部品の規格化) 、メタルフォーム工法、大型 P'

C 板 の量産工法等と なって花咲いた。しかし単位住居群と共同施設

によって構成きれる居住空間の喜IJ 出は、現代の生活構造、生活機プ

と不可分のものであ るところか ら、ここに 居住空間への社会学的ア

プローチが要請きれる 。

II 単佐住居と居住空間

ところで今便宜上分類している単位住居と居住空間は当然相互に

関連するものであり、建築学的には内部( 屋内 ) 空間と外部( 屋外)

空間、社会学的には個人と集団、私と共同等の槻念把握を必要とす

る。そしてこれらの諸概念の認識の上に 一 つの居住空閉め創出が可

能になるが、こ の居住空間は他の空 間概念一生産空間、流通空間、リ

クレエーション杢問ーの都市レベルにおける空間概念と同列であり、

それらとの相互連関においてこれが考えられるとき、われわれは

社会的観点に立脚して生活空間を追求することになる。

したが って共同住宅団地( 公営、公団等) は生活空間の中の一部門

を構成する居住空間であり、他の民間事業主体等によって開発され

る居住空間と同列であるが、開発規模、開発形態、開発テンポ、計

画性において異り、このことから居住空間創出の方法論、つまりそ

の思想的背景が集約的にあらわれることになる 。

居住空聞の追究過程は空聞の共同化、社会化の過程に他ならない。

それはより 高次の生活空間における 共同化、社会化の傾向と軌 をー

にするものであり、現代がいかに従来の個人主義的生活観を克服し

ようとしているかという l つめあらわれである 。

現代人 のバラバラ 化傾向 として指摘された個人主義的傾向は、屑

住空間内に於ては、単位住居内での生活、およびこれの単純な延長

一単位住居の集合形態として居住空間を把援することに照応している。

単なる単位住屑の集合という考え方は、勢いここにいとなまれる

生活の家族レベルまでの認識にとどまらざるを得ず、このレベルま

での基礎的生活条件を充足する サービス系の共同施設を装置するに

とどまってしまう。 利便施設、交通施設、供給処理施設の最小限が

設置さ れる 。

旧 共 同 施 設

この段階に於て、手IJ便施設( マーケット、宿舗等) を核とするセン

ターは 商業的機能を満たすだけでなく、社会的、文化的な役割をはた

す唯一の場所として、ここに居住者の連繋意識を促進するコミュニ

テ ィセン ターを認めたのは当 然のことであっ たといえるだろう 。 セ

ンタ一広場は コミニユニティセ ンターの象徴であり、給水塔 をそのシン

ボルとして造形化するといった事が試みられたり、セ ンターの空 間

構成に多様な展開がなされ、血縁的にも他縁的にも全くつながりの

ない団地の人び との心に何か民間伝承とでもいうべきも のを 育て上

げようとした。

しかし団地の様な全〈新しい共同社会にあっては、このコミュニ

ティセンターはあくまでもサービス系の集約的空間であり、その結

果としての人びとの集合は可能であったが、ここに日常生活を豊かに、

し人びとの社会的交流を積極化する といった 人間紐帯の発現を求め

たのは性急すぎたのではないだろうか。 それでもなお前時代的コミ

ュニティ概念、 j農村集落等 にみ られる共同体的コ ミュ ニテ ィの ロマ

ンチックな 幻想、は コ ミュニティセンターをパ ラ色に染めた。

W 平行配置空間とその思想

一方センタ一広場をとりまく住宅用地のレイアウトは日照理論、

グルーピング理論、プライ パシ一理論に支えられて、平行配置空間

を出現した。単純平行配置は笠聞 の細分化と均質性によって特色づ

けられる 。 この段階に於る 外部空間は、サービス系の道路と緑によ

っておおわれる田園都市のイメージを笑現しようというものであっ

た。 田園都市のイメ ージは従来の接地型住宅( 庭付独立住宅)の イメ

ージと、わが国の自然的条件による自然との親密な交流という歴史

的背景によってい っそう強いも のと なったが、これに加えて都市の

過密現象は近郊都市の開発を、より豊かな緑による居住空間という

点に新しい開発の価値を見出させた。 団関都市論は緑と太陽の豊か

な居住空間の獲得を目指すーっの方法論であった。

団地の外部空間のとらえ 方は、こ の回国都市論の 自然讃歌を基調

としつつ、個人および家族のプライ パシーを 確保することに焦点を

もっていた。 しかし団地が比較的低密で、しかも 小規模であった初

期の段階では、細分化され、均質化された外部空間も 、確保きれた

プライパシーと豊かな緑によって、むしろのどかな環境として認識

されていたが、それが高密度化、大団地化するにつれて、回園都市

論の自然讃歌は遠い夢とな り、 l つは団地 の空 間椛成の追求として、

l つは人間と自然の問題として意識されはじめた。 しかし人間と自

然、この問題が居住空間レベルで問題になったとき、社会はすでに

次の段階に進行していた 。 つまり、人間に対する自然の問題は屑住

空間レベルから生活空間レベルにおいて論じられるものとなってお

り、それは、われわれの生活空間( 全国土) の 利用配分の問題であり、

生産 ・流通 ・消費の経済機械に対応する空間設定の問題である。

ここに人間と自然、との対応関係は、人為空間と自然空間とのヒエ

ラルキーとして把握され、したがって居住空間に於ける自然の導入

はおのづから一定の限界をもっ。

人間と自然 との対応関係は、次にプライパ シ一理論をめ ぐる 人間

と人間との対応関係に移行する。団地のセンタ一つまりコミュニテ

イセンターの考え方は、人間の空間的集約化による人間相互の作用

を前提としている 。 この人間の相互作用に対して、個人および家族

のプライパシーが強調され、この中間にグルー ピング理論による近

隣関係 の促進が位置づけ られる 。 これ らの考え方は近隣住区理論に

依拠している 。 なんらかの共同施設を核としてその利用圏域を人聞

の交際圏域( 領域) と対応させる図式的把握は計画段階に於る仮想、領

域にとどま らざるを 得ない。す なわち近隣住区理論の核となる共同

施設がサービス系の施設 を主とし 、リビ ング系の施設を核として位

置づけないからである 。団地に於けるリピ ンク・系の共同施設は小規模

な集会所のみであり、それすら人ぴとの自然の触れ合いを通じて、

日常生活の活発化を実現するにはいたっていない。その様な中で、

団地の居住空間に於ける生活行為のトレース、住意識、領域感等の調

査カf行なわれ、団地居住者の生活意識の実態が明にされてい った。

そして団地空間 ( オープ ンスペー ス、隣棟関空間、クリアランス

空間) の分析が為され、それを団地構成の核とし てとらえ、段階化

し体系化して積極的な空間配澄への展開が試みられた。それはリビ

ング系空間獲得への努力であり、社会性のある場を生む為の過程で

あるといえる 。 そして生活空間の中での人びと の交遁 の運河として

のペデスト リアン ・ウエ ーの設定、ピロテイ空間の認識、 N. S ベ

アー空 間の展開、直交配置による空間の限定、空間細分化の反省、

住棟廻りクリアランス空間の積極利用、遊びの分析による子供の為

の空 間の構成等となって発現された。

しかし、そういった展開にもおのづから一定の限界をもっている。

V  固まれた空間とその思想

この点を克服するために平行配置に対して、囲み型配置が提案さ

れ、固まれたさを聞がリビング系空間のポテンシャルをいちじるしく

高めた 。従来の平行配置に見 られ なか った リビング系空間が、ここ

に確保され、外部社会との代謝作用をうけもつサービス系空間と明

確 に 分 離 された。

図まれた空間のリビ ング系空間としての性格は、次にこの空間へ

の機能的連鎖および空間の尺度 ( ヒューマンスケール) と装置の問

題に関連する 。 つまりこの空間への求心性と単位住居からの連続性

( 一陳出入口部分から のつ ながり ) 、各住棟周り のダイナミ ック テン

ションが影響し合う空間の適当なスケールを必要とし、従来設置さ

れてきたプレイロ ッ ト、レストコーナーなどの屋外装置が、このリ

ビング的空聞の中でより明確な意味をもち、それらは単位住居から

の連続的な空間として居住者の共同意識を高めることになろう 。

この過程は、外部空間 の内部化 の過程て' あると同時に人間と人間

の対応が、こ の内部化された空間において、相互作用を触発される

ということの証しでもある 。

VI おわりに

以上は公団住宅の主流を占める中層 ( 4 - 5 階建)住宅団地の トレ

ースであるが、最近問題とな ってい る高層住宅は、その 1 棟が略中層

の囲み型配置による l グルーピングに対応するスケールをもってい

る。高層住宅に於る内部のリビング系施設の不足は明 らかであ り、

これは高層住宅の共用部分、すなわち階段室、エレベーターホール、

廊下部分において内部空間の拡大化および外部化としてあらわれて

いくであろう 。

中層住宅は配置技法をめぐって外部空間の内部化の過程をたどっ

て来た。 この間に問題となったのは共同施設のサービス系、リビン

グ系、および自然の問題である。

次に内部化されたリピ ンク・的エントロビー増大のための装置の問

題ということになる 。一方高層住宅においては内部空聞の拡大およ

び外部化の過程をたどろうとし、この場合のリビング空聞の質を

決定する装置の問題は中層の場合と同質である。 ( 現実には、公団

の経営的条件や設計面て" の保守性一共用面積の減少を設計評価 に 結

びつけるーのために、その試みはわずかである )

リビ ング系共同施 設は 、中層 、高層いずれの場合に おいても人間

相互のコ ミュニケーションを真の意味において増大させる 。空間の

内部化の過程は、リビ ング系共同施設を多様化し、人間相E のコミ

ュニケーションを増大させ、したがって日常生活の活発化が実現さ

れる 。

中層住棟による囲み型配置は、外部空間の内部化 の過程を、高層

住練に於いては共同施設ス ペースの拡大、すなわち内部空間の外部

化の過程をたどり、ある べき居住空間( 群住居、 都市住宅) への道

を発展していしここにイメージされる居住空間は、サービス系共

同施設空間 によって 外部社会との代謝作用 ( 人、物、エネルギ一、

情報の流入 ・流出 ) がおこなわれ、この生活の基礎的条件の充足の

うえに、リビング系共同施設空間に人間相互のコミュ ニケーション

が活発化し、創造的な生活が展開される 。

これをコミ ユニオンス ペ ー ス ( 生活共同体空間) と呼ぶ。 コミユ

ニオンスペースは 人為空間の中でもっとも人間的な行為がおこなわ

れる空間であり、あらゆる科学の、すなわち人智の最高の物的、空

間的創造物である 。 そしてこれに対して自然空間が無限に拡がって

いる。

/ いけだ ひ ろ し 日本住宅公団大阪支所設計課1
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タウン)団地設計の思想とその発展( 千里ニュー

訴 時

千里中央線そ' いの高層生棟のスカイラインと中層住棟の低い横線によるダイナミックな

景 観 構 成 。
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高 層 高 密 度 住 宅 に つ い て

- 共同で住むことをもっと考えよう-

富 安秀 雄

1.  高層高密度住居は一般化しつつある

大阪東京間を飛行機IC乗ると ，大阪の街がよく見える 。伊丹を離陸し

て川西市から宝塚へと西lζ 週り ，再び伊丹上空を過さて豊中市に入り ，

ぐんぐん高度を上げながら千里ニュータウンを越え，枚方市，木津川を

見て伊勢湾 lζ 向うのである。帰りは，コースが迷っていて，奈良盆地を

かなり低く飛び生駒山をかすめて，北へ向って，守口市，大阪市東北部

をかすめ ，長柄橋の上から庄内を通って空港lζ 降りる。こうして市街地

の真中を飛ぶ乙とによって，飛行機が、ンェット化し ，その離着陸回数も

増えるにつれ，騒音による公害が重大な問題になっていることは御承知

の通りである。しかし ，われわれ都市問題を仕事にしている者にとって

は，日常地図や数字で抽象的に理解しているに過ぎない大阪の姿を，飛

行機から全体として眺め，その拡りや，街並を実感としてつかむととが

できる。

空から眺めた大阪は，全体として，アパー 卜が増えて来ている乙とが

よ くわかる し，中心部lζ は特l乙オフ ィスビ J レや高居住宅が多い乙とも自

につく点である。郊外には ，中居アパー トの団地が，それ ζ そ見渡すか

ぎりに散在 している。

今から 20年前，東京の高輪lζ 戦後初の中層公営アパート が作られ，つ

づいて各地に大アパー ト群が出現しかけた頃，鉄筋アパー トが，都市住

宅として，これ程一般化するととを予想 した人は，そう多くなかったと

，恩われる。

住宅公団が発足 して，市街地の中 {ζ ，ポツリ ポツリ と高層アパート が

作られたり ，金融公庫の中高層住宅建設が行われたり ，いたる所[ζ 団地

がつくられて行っても ，それらが，都市住宅として，市街地の中で乙れ

だけ目立つ乙とは，飛行機から眺めないと ，なかなか実感として理解で

きない。つまり ，それほど市街地の広い部分はまだ木造の低居住宅で占

められており ，容積も低く，ちょっと広い範囲で見ると ，高層建築は僅

かになってしまうの

しかし，今の ゴミゴミ した狭い通りや，木造の低密度住宅街が，都市

内部で，今後永く今の姿のまま在る乙と は考えられない。都市住宅は，

より i笥く ，より高密度 lζ 変わりつつある。理論としては，以前から唱え

られていた，市街地の高層利用，高層高密度住宅による緑と太陽 [ζ 溢れ

る都市住宅地の建設は，乙の 10年間の経済の高度成長，地価の異常な高

騰，大都市内での宅地不足などK 支えられて，今や現実の姿としてわれ

われの前にあらわれ始めている。それは当初単発的な高層下駄ばきアパ

ー トの形をとったが，都市内での積極的な住宅としての意味はほとんと

なしやがて少しでも広い地区に，群として作られる ζ との必要が叫ば

れ ， いわゆる面開発という形になって ， との Ｑ ｾ Ｒ 年の聞につぎつきＮと

でき上っている。そしてこのような住機式は，今後の都市住宅の一典型

となる ζ とは疑う余地のないととである。また ，日本最初の本格的ニュ

ータウンとして，北大阪に建設されつつある千里ニュータウンでも ，そ

の中心部 ｬζ ， 最近 Ｑ Ｐ ｾ Ｑ Ｕ 階建のアパ ー ト群が ， 住宅公団によって建設さ

れており ，将来の郊外住宅地のセンタ ーのモデノレとして見る ζ とができ

る。

ζ のように ，高密度住宅を代表とする高層高密度住宅が，将来の都市

住宅の主軸となりつつある 乙とは事実と して存在するが，都市の住宅問

題を考えるとき ，ζ のような方向が，住宅問題を解決 して行く ，もっ と

も有力な方法であり ，われわれは将来，好むと好まざる とにかかわらず，

都市内部に住む場合には， ζ ういう住宅に住まざ るを得な い乙と になる

のである。つまり ，土地の高度利用という現実的な理由の他に ，都市周

辺lζ 低水準に，且つ低密度lζ 拡がりきった都市住宅を，極力便利な都市

内誌に引きつけ ，都市施設を整備し，住居水準を上昇させることが，現

在行き諮っている都市住宅問題を解決して行く ，最も一般的な手法であ

り，そのためには，高層高密度住宅は不可欠な住宅の形となる。

ととろで，乙のように考えるとき ，われわれが作った，あるいはf 巨り

つつあるものは，将来の都市住宅として典型となり得るであろうか ?

確かに ，ζ れらの住宅群は，数ヘクタ ーJ レのひろがりをもち ，人口密

度に して，ヘクタ ーノレ 1. 0∞人という高い数字であり ，その建物も 10階

を越え，地上には緑と，駐車湯と ，人々のための施設をおくスペースが

生みだされている。その位置も ，都心といえる便利な場所にある。しか

し，乙れが将来のわれわれの多くが住む，生活するモデノレであろうか ?

2. 共同生活というもの

高層高密度住宅群の計画については，いろいろの函から批判される必

要があるが，ζ 乙lζ いくつか気づく点を述べて，今後の計画の参考とし

てみたい。

アパート が多量につくられ始め，それが戦後の，ひどい住宅難を解決

するホ ープと して期待された頃，アパート の設計者はいろいろ夢をもっ

ていたように思われるの鉄筋アパー トはどく少数の例を除いて，われわ

れにとって全く新しい生活空間であり ，多くの住宅がコンパク卜に集ま

るζ とによって，個々の住宅の集まりとは全く異なる ，より高度の生活

水準と ，より都市的，開放的近隣生活が可能になると思われた。共同生

活という言葉が使われたし，共同住宅というのがアパー トのζ とであっ

た。公共的， 公益的施設は， すべてまとめて共同施設と称せられてい

た。外国のアパー トの紹介も盛んに行ーわれた。

①トロ ントの高密度アパート群。東京の原宿駅前のように民間のものばかり
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② ①  ⑤ 

②アメリカのボストン，イース卜ゲートアパートの地下の洗還

機室

③イース卜ゲートの物干場

｀ ドンミ ｊｾ ズ の ア パ ート の階段 室 。パ イ ー ン ・ デイで子供が仮

装して方々 の門口でお菓子をもらって歩〈 。手にもっ ている

袋がキャンデ ィ袋。

⑤ドンミルズのアパートを別れるとき，アパートの人却がやっ

てくれたパーテ ィ

@ウリスマス。帰りに招かれて入った部屋の中。普段着でくつ

ろいでいる

③ 

建設省が，高層公営アパー トの建設を実施する計画の下IC，その設計

資料の調査研究を，日本建築家協会に依嘱したのは昭和28年であり ，昭

和31年にわたってそれが続けられ， "高庖アパー トの設計" となって昭

和35年刊行されたが， 乙れを見ても ，その計画水準は高く ，現在でも ，

その多くの見解はそのまま活用できるものが多い。たしかに ，乙れらの

研究には ，管理面や， 経営面からのチェックが不十分な点は多かった

が，新しい生活を積極的に利用し ，独立住宅では得られないものを見出

す意欲があったと息われる。初期の公営住宅の共同浴場や，共同洗濯場

物置きをもっ平面は ，乙うした考えの ，あらわれと思われる。

コルピュジェの 7 ) レセ ーユ ・アパー トも ，乙の頃に発表され，屋上の

プールや，楽しそうにそ乙で遊ぶ子供の写真が，その後雑誌を賑やかに

した。

スエーデ ンコレク ティプ ・フスも紹介された。乙れは共稼ぎの夫婦の

ため ，託児所や食堂を 1階にもち ，また 1 階の厨房から各戸へリフ トが

連絡していて，食事のサ ービスも出来る便利なものである。

私自身も ，その後海外に住む機会があって，外国のアパー トIC住み，

方々を訪ねる機会があったが，文明国 ( ? ) のアパート が，地下室IC共

同の洗沼機や乾燥機をほとんどもち ，スェーデンの新しい団地では ，ジ

ュータンの乾燥室まで持って，共同化をすすめているのを見てきた。

8 年ほど前，外国の建築家を日本の団地lζ 案内して，洗濯物で一杯の

団地を歩いていたとき ，彼が，なぜ日本の洗液機』ζ は，乾燥機がついて

いないんだろうという乙とを言い出し ，高価だからーーと 答えたる ，で

はなぜアパー トで，洗濯機をめいめい買っているのだろう 一一 ，皆で大

裂の洗沼機と乾燥機を買えば，各戸が，それぞれ，不完全な( 乾燥機の

ない洗1濯機は不完全だと称した。) 洗濯機をめいめいが持つより ，かな

り安いのではないか ? と間かれた乙とがあるが，ど うも日本では ，アパ

ート 住いが身についていないというのか，アパートを仮住いと考えてい

るのか，アパート生活の可能性を真面白 lζ 考えていないような気がす

る。将来，はじめに話したように ，アパート住い ，それも高層で，高密

度のアパート住いが，一般の人々にとっての住いとなるのであれば，も

っとそれを裂かにする乙とは可能なはずだし ，それができるのが，共同

住宅の利点であると考えなくてはならないと思われる。

む乙う三軒両隣りと俗K 言われるが，アパー トでは， むとう三軒両隣

りが上下にひろがっている。さそ、かしつき合いが広いかと恩うと ，と‘ つ

乙いそうではない。いろいろの本で読んでも ，いたってっきあいは悪い

らしい。鍵ひとつで，住居が孤立できる乙とが評価され，隣りで殺人が

あっても知らなかったという乙とすらお乙っている。たしかに ，木造ア

ノf ートのよう に，隙閣のあるような間仕切り壁で各戸が しき られている

住戸から比較すれば，コンクリ ー トの壁で相互に区切られ，プライパ、ン
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⑤ 

ーが高い点，スチーノレ製の丈夫な扉が，唯一の出入口で，そ乙を閉めき

れば，全く他人と孤立できる点など，はるかにすぐれている 乙とはわか

るけれども ，その結果できたアパートは，単に孤立した住宅を立体的に

つみ重ねたものにすぎなくなってしまった。私自身もアパート 生活と言

うものは ，非常にプライパ、ン ーを重視するものだという考え方で， それ

がわが国の在来の一般住宅 IC比較して，すぐれた点でもあると理解して

きたが，カナダのトロントのアパートに一年半，妻子とともに生活して

みた限りでは ，およそ日本のアパー トの生活とは異なる。それにはいろ

いろの理由が考えられるが，それはさておき ，一体どう違うのかと言う

と， トロントのアパー ト生活と言う のは ，独立住宅とは比較にならない

程，各戸の結び. つきが強く ，互に助け合える利点をもっている。

例えば，乙 んな乙とがよくあった。むかいの奥さんが買物にでるとき ，

赤ん坊を置い て行きたい。奥さんはうちのドアをノックする 。 づム，ち

ょっと赤ん坊を置いて，買物K 行って来ますから ，もし泣声が聞 ζ えた

ら見てください。 ドアは聞けときますから " と 言う調子である。そし

て，乙の奥さんが，非常にわれわれと親しいかと言うとそうでもないの

である。つまり ，同じ屋根の下IC住んでれば，乙の位の乙とはあたりま

えで，それでめいわくをかけたとか，お礼をしなくてはなるまいとか，

そんな乙とはない 。 もちろん人情は ， 日本も ， 外国もそう変らないか

る，日頃ケンカをしているような家は，乙んな乙とはあるまい。また ，

私が忘れられない 乙とのひとつと しては ，私達が，スエ ーデンに越して

行くとき ，アパー トの椋の人々が数ドルづっ出しあって，送別会をやっ

てくれて，アパー トの中庭で， ( 乙のアパー トグループは ，完全に閉さ

れた中庭を構成 していた。) 芝生の上lζ ，火をたいて，ビー J レを欽み ，

夫婦が歌をうたってくれた。新しく越 してきた，あまりなじ みのない夫

婦も参加して，本当 IC心暖まる思いであった。 クリスマスになると，事

務所から帰って ， 3 階の私のアパート lζ 階段を 上って行くと， 階段室

( 4 戸がサ ービスをされている。) IC向って， ドアーは開かれて " へイ ，

ヒデオ ，よってけよ" と 言うわけで， リビングルームlこ腰をおろして，

クリスマス ，オメデトウ ，と一杯飲む ζ とになる。

乙う 言 った生活から ，私は，アパートのプライパ・ン ーと言 うものを，

日本では ，何かは き違えているのではないか，プライパシ ーを要するの

は，果して，生活の全部なのか ? と思うのである。たしかに寝室のプラ

イパ、ン ーや，浴室便所のプライパシ ーは高いほどい いに きまっている。

しかし ，居間とか，台所とか，玄関κ まで高いプライパシ ーが必裂なの

だろうか ? ( 日本のアパートでは，住戸閣のプ ライパ、ンーは高いが，住

戸内は昔ながらの フスマや，軽い間仕切があ るにすぎない。〉乙うした

不必要なプライパシ ーと引換え! と ，われわれは，同じ屋根の下に住む，

数メート J レの距離に住む乙とから来る ，得難い共同生活のメリット ，ち



⑤ 

み鋪

① 
@  

①逆瀬川団地の集会所。
@ 明石舞子団地の集会室。

とても気持ょくできている。これをいかすには，もっと集会

室が方々にあ って，より小さいグループのまとまりができる

必要があるのではないだろうか。

実にちっぽけだが，こんなものが方今にあっ てもいいと思わ

れる 。

③高層アパート の屋上集会室

カナダ・フレミングドンパーク 団地

⑬ トロン卜 の高層アパート の地下駐車場

住宅の真下まで雨にぬれずに行ける 。これも高密度化のもた

らした利点のひとつ。

⑬ 

ょっとした助け合いとか，助言，話し合いなど，いずれもささいな乙と

のように見えて，実は，コミュニティを創り上げ，生活を豊かに ，楽しく

するととのできる大切な可能性を失ってしまったのではないだろうか。

私が乙 ζ で述べているととは ，つまり ，今後の高層高密度住宅では，

共同で住む利点がも っと考慮 されなくてはならない点を強調しているの

であるが，その背景として，アパートの生活が，もっと変って，もっと庶

民的な， 肩のζ らないものにならなくてはな らない乙とを指摘したい

乙れは，アパートがもっと普及し ，( そうなる乙と は間違いないと恩われ

るが) アパー トの入居者が団地族などというとりすました感じでなく ，

燃えない，高層の長屋住いにすぎない乙とを知る乙とが必要である。ま

た事実，アパート は庶民住宅であり ，いくら見得を張っても ，その所得

は国民の平均値なのである 。乙の辺りが明瞭になれば，アパートの住い

は， もっ と肩の乙らない，正常な ものと して考えられ，人間として正常

なつき合いが生れ，もっと楽しくなるに違いない。私がカナダで経験し

たようなととは，かつての( 恐 らく今でも) わが国の長屋住いのどくあ

たりまえの 乙と にすぎないのである。

ζ うした近隣関係の変化は，アパート生活の中で共同部分を充実させ

て行くに違いない。そして，共同化という乙 とを考えて行く上で，高居

高密度化は最も重要な必要条件のーっとして捉えられよう。

つまり ，高層高密度の住居が増えて，一般の人々の住い として一般化

するととは，都市 lζ おいて予想されるが，その生活がより盤: になるため

には ，在来の アパート 生活に対し，近隣関係の変化が必要であるし，ま

た共同施設の充実が必要であるが，高府高密度住宅において，われわれ

はその可能性を期待する乙と ができるのである。

3. 共 同 施 設

共同施設は，生活のための胞設である。乙れは，あたりまえのようでい

て，窓外ICそうで、ない。生活のとらえ方が，必ずしも全面的でないため

に， あるいは不充分であるために，共同施設は，生活lζ 密着しない場合

が多い。私は乙の多くの例を示す乙とができる。( もっとも ，われわれの

アパートに一体どんな共同施設があるかと考えると，まったくないと言

っていいととに気がつくが。〉アパート外!ζ 目を転ずれば，集会所である

とか，児童遊園とか，いろいろの共同施設がある 。ζ れらの共同施設が，

うまく使われてい るのだろう か ? 多くの湯合，乙うした施設は ，住居か

ら迭すぎるようであ る。集会所を例 lζ とり上げよ う。

いったい，どれほどの人が，集会所を利用しているだろう。またいっ

たいどんな乙とを，われわれは集会所lζ 期待しているのだろう 。集会所

というのは，お茶の講習や，お料理の講習に使われている が， ζ れは結

構である。しかし ，その名の示す住民の集会{ζ は，どれほど使われてい

るのだろうか。おそらく ，非常にまれであると恩われる。乙れは，集会

所が，何か間違った期待をもって作られたので1まないかと ，私には怠わ

れる c 集会所と言うのは， まず集まって， ダべると乙ろでないだろう

か。そして，それは，若い男女や，主婦や，主人や，あらゆる住民に と

って，必要とならなくてはならない。そう だとすれば，今の集会所は，

あんまり気取ってないか ? コミュニティ施設を作りまし たと言うと と

で，本当にどう使われるか， または，使ってもらいたいかのイメ ージ

は，ないので=はないか。乙んな ζ とを言いきる 資格は，私にはないかも

知れない。乙う した乙とに関する調査が行なわれて，私の言っ てる乙と

が，間違っている乙とになるかも知れない。私は，設計者であって，研

究者ではない。しかし，どうもうまく行つてない，生活に密接に結び、つ

いていないととだけは，菜人にだってよくわかる。私は ，ζ うした感じ

を大切にしている。私は，経験を通して，乙う思っている。集会所とい

うものは，そう呼んでもいいが，まず必要なのは，集会室であろう。も

っと小さい単位，棟どととか，自に見える範囲とかに ，散在さ せ，どく

身近でなくてはなるまい。誰しもが，毎日その前を通り ，中がのぞける

ような所，集会室で充分である。それは，集会室などではなく ，ちょっ

としたそのためのコ ーナーでよい。事長の中 lζ 設け られれば紫l時しい。皆

は，集会室IC行くなどと 言わず'IC，あそ 乙へ行乙う 。と言 うようになる

一一そんなものだと思う。

それは，夜は，青年IC ，あるいは大人に開放され，利用の中心は，土

・日と夜であるべきだ。午後 5 時以後の使用が主体とな らなくてはなら

ない。とにかく ，身近に集まるスペース，利用目的なんかない。あけ っ

ぴろげであればあるほど、いい。とにかく集まって，ダベる ζ とが行なえ

るコ ーナーが必要で，それが行なわれて始めて，何千人かの集会所が本

当に必要なのだろう。

高層アパー トでは，乙んな乙とが実現でき る。集会室をもった高層 ア

パー トは，外国では珍らしくない。そ 乙で，青年が集まって，何かダべ

っているのを見た ζ ともある門高居化し ，高密度化すれば，人 々の接触

は，いやでも増える。それを上手に受け止めねばならない。洗滋とか乾

燥機室は，すでに述べた。 プールもぜひ欲しい。 高居化高密度化すれ

ば，プールを作る 乙と は容易なはずだ。それも ，おおげさに考えてはい

けない。 ζ く小規模のものでよい。それは，幼児に一番必要であるから

だ。いくつかの小プールと ，大きい大人のプーノレがあればいいのだ。 ζ

れだけでも夏は，高居高密度アパー トlζ 住む幸福を感じる乙とだろう。

それだけの施設や管理は，多数の人が集中すればできるのだ。

冷房を とり上げよう。暑い亙，個々で冷房をする乙とより，集中して

冷房する方が安くなる乙とは自明である。冷房が一般化するなら ，EE気

洗濯機の過去を， 再び繰り返さないで， 個々に冷房を買わないて・住め
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⑪ スト ッ ヴホ ｊｾ ム 郊外の眺め ⑬スェ ーデンの独立住宅 ⑬カナダのドンミルズの中層アパートのバルコニー。

アパートがス トッヴホルム市民の大部分の住居である。 ゆったりした緑の庭。好みのデザイン，スペース. これが独 狭い。

立住宅のよさだ。

るように考えるべきだろう。また ，エレベーターで成功 したように ，高

層アパー ト団地ICむく標準冷房仕様を開発して，安くする乙 とが研究さ

れなくてはならない。給湯，暖房いずれもアパー トのメリッ トでなくて

はならない。乙う言う施設がととのっている割には家賃が廉いので アパ

ー トIC住むので，本当は独立住宅の方が好きなのだが，自分で冷暖房 ・

給湯からプーJ レまで揃えるのは ，とうていできない。豊かな生活は ，自

分のフ トコロ を考えると ，アパー ト生活が一番いい ，と言うようになら

なくてはならない。

乙んな話を系人にすると ，皆，なるほどと言うのだが，専門家ほどム

ツカシイと言う。一一一しかし ，乙んな乙とがアパート のメリ ット でなく

て，いったい何がアパー トの魅力なのだろう。

乙れからの高庖高密度の住いには ，上 lζ 述べたような乙とが可能にな

る。また ，そう言う方向を日本的 lζ 開発しなくてはいけない。うんとみ

みっちくて良い。実質的にアパー ト生活が些かになればいい。

アメリ カのデラックスアパー トとは ，全く巡ったアプ ローチが開発さ

れなくてはなるまいっ一方，われわれは ，諸外国で獲得されたものを，

注意深く検討しなくてはならない。それが，あとから発展する国の利点

ではないか弓とり入れるものは ，旺盛にとり入れ，それを，われわれの

生活を通して，われわれのものとして行く乙とも必要である。始めに紹

介したスエーデンの コレク ティブ ・フスも コJ レビ ュジェのマノレセ ーユ ・

アパー トの屋上の扱いも ，われわれにいろいろの ヒントを与えてくれる

。恐らく ，世界一超高密度の開発と思われる香港の公営高層高密度団地

も，事uと幼税図，小学校が立体的に組合されている傑作と言えよう。 シ

カゴのマ リー ナ ・シティもその一つだろう。

乙れは ，アパートとしては ，われわれの{ 主いとはおよそかけ隊れてい

るが，下が水面 lζ 接し ，地面 [ζ 近くショッピンクーがあって，その上 lζ パ

ーキングが重なり ，更にその上 lζ 住居が数十階 lζ 伸び，二つの塔が一つ

のユニットとして，数千人を収容する。乙うした立体的 コミュ ニテ ィは

意欲的だし ，その意味はいろいろ考えさせられる。わが国の高層高密度

団地が，住宅と施設を平面的 lζ 配置して，エレベ ーターと言う霊直の交

通機関を，乙うした コミュ ニティ生活のノレー トlζ 使っていない乙とは，

今後いろいろと検討されなくてはなるまい。

4. 緑 と日光 と住む人

高層高密度の住いのーっとして，モン トリ オールの万博のアビ タ67が

ある。私は ，乙れを見ていないし ，設計の意味も完全に把握 していない

が，写真で見る限り ， 乙の アパー トは ， 集合させながら ， 多様性を与

え，且つ外気との接触について，努力を払っているようであ る。( 乙れ

がどのぐらいの人口寄皮であるのか知みないが，案外，低いかも知れな
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い。〉それが，成功 しているのかどうかは別として，乙の多様性及び外

部との接触は，高層高密度住いに必要と恩われる。 乙の点でも ，わが国

のモデノレは，まだまだと思われる。共通施設をもち ，標準化，多量生産

化がすすむほど，人間にとって個性，個々の施設，多様性が欲されるの

は当然であるが，われわれは ，乙れに応、えねばなるまい。アピタは，そ

の一つの方向であるだろう。

しか し，どんなこ とをしても ，単位面積当り人口が多い乙とは ，高層

高密度住宅 lζ とって避けられない現実である。乙れは，必ずしもマイナ

スで・はない。乙れによって，共同化が容易になる し，施設がより容易に

充実できるのである。しか し，日光とか緑の地面 l 人当りの畳は ，一般

の住宅地 と比較して劣るととになる。乙んなものはいらんと言う人もい

る。しかし ，ほしいと言う人が，残念ながらずっ と多いようである。市

内lζ アパー ト住まいの方がはるかに多く ，且つ，長年アパー ト暮 しを既

成事実として受け入れ，いろいろの住い方を開発し て来たス エーデ ンの

ストックホル ム市民で・も ，私がいろいろ聞いた限り ，独立住宅の方が，

アパー トよりいいと患っている c ただ， アパー トの方が入り易いとと

や，独立住宅が高価である乙と ，市内 [ζ ない乙となどの原因で，アパー

トに住んでいる。独立住宅は ， 庭があり ， 個人に属する外部空間があ

り，好きなデザインで必要な広さがある。

こうした点を，アパー トの欠点として自覚する必要がある。 WIζ も公

共アパー トの倍率が高い乙と IC迷わされて，住民がアパー トK 満足して

いると恩つてはならない。われわれのアパー トは ，物干しに足りるか足

らないパJ レコニーを唯一の外部空間として持ち ，立入禁止の芝生の庭を

見おろすだけで，単調な飽き飽きするデザインの( 牢屋のようなと言う

言葉を使う人もある。) 正味4001を越えるか越えない居住空間のま乙と

に貧しい存在なのである。

ただ，乙れ以上 lζ ひどい民間賃貸住宅 lζ 支えられて，その存在は窓味

を持っているにすぎない。乙れからのアパー トは，乙乙から立上って独

立住宅のメリ ット IC迫って行きたいものである。アパー トのもつ諸手1] 点

の他! と ，乙うした欠点を極力減じたアパー トが考えられなくてはならな

い。 l 人当りの土地が減るととについては ，土地の高度利用を考えれば

よい。中層 アパート の団地で，その大部分の土地が，隣糠間隔を保つた

めのデ ッド ・スペ ースとして，なんら積極的 lζ 使われていない 乙とを考

えれば，高庖高密度住宅の土地がlt 庖アパート ! と比較して l 人当り半分

になっても ，乙れを有利に使えば，少なくとも今の中層団地より ，人々

は土地! と親しめる。また ，屋上を上手に利用す るマノレセ ーユのアパート

の例や，急激{ζ 普及しつつある観葉植物類を利用すれば，冬期の緑，室

内の緑，遊びのスペ ースなどが立体的に作られる 乙とを示し ，決して，

高居高密度住宅が，生活環境として劣るねばなるない とは言えない乙 と



⑬ ⑬  

@ アパート の中庭で花火 ⑬きれいだが立入禁止のアパート の中庭 ( 千里青山台)

貧しいただの中庭であるが，とにかく生活の中で使われてい

る点は評価したい。 ⑬建股中のマ リーナ ・シティ (1963年 2 月〉

カqっかる。

乙んなように ，高層高密度住宅では ，スペ ースを，特に公共的スペー

スを効率よく使う乙とが予想される。駐車場で地面を埋めたり ，建物の

足下 IC収容でき るスーパーマーケッ トで，大切な地面をふさぐのは ，や

がてすぐやめられるはずである。

デザインの多様化については，建築家のすぐれた才能に期待したい。

部昆数や広さ ，室内の変化については ，すでに 10年以上昔，アメ リカの

建築家のペイが素晴 しいアイデ ィア を出してい るし ，私がカナダにいた

時にも ，ちょっと したデラックスなマンショ ンでは ，巧妙に計画された

プランによって，間仕切に ドアをつける乙とで，3 室の標準アパー トが

2 ・3 ・4 ・5 室! と変りうるような乙とを考えていた。日本でも ，一時

公営アパー トで， 乙うした乙とが考えられたが， 高層高密度の団地で

は，乙うした 乙と が改めて考えられでもいいと息われる

一方，乙うし た住いにむかない人々がある乙 とも考える必要があると

思われる。われわれは ，更に アパート を各所に建て るであろうし ，郊外

には ，独立住宅が建てられつつある。 公共住宅では，もっといろいろな

住宅型が準備される乙とが望まれるが，とにか く将来，都心部は高庖，

より近い郊外は 中屈を rlJ 心とし ，テラス ハウ ス，その外側IJの丘陵や田園

地帯に独立住宅やテラスハウスというような型が，大まかに整備されて

行く乙とになる。乙ういう住宅地の位置と ，住宅型の対応が昔日市 lζ 必要

である。( また ，事実との傾向はあるのだが一一〕 大きなニュータウン

などでは ，その中で， 乙ういう型が小規模の範囲ではあるが， 考えら

れ，実現している。乙れ! と，所得とか，家族型を対応させて行くと ，乙

うした高層高密度アパー トを，今までの公共アパー ト団地のように ，い

ろいろな家族型のすべてに対応するように考える 必要はない乙とがわか

る。また ，そういう総花的 ( ? ) プラ ンニン グでは， 高周高密度住宅の

利点が，うまく生きないとも言える。高周高密度 アパート (<.: ，多くの子

供をもっている家族が，たくさん住んでいる例は ，香港のアパートなど

で見ると とはできるが， やはり一般的には， 成人を中心にした方がい

い。働き盛りの若い人々 ，新婚でまだ子供ができ ない人，または ，乳幼

児程度まで，また ，ぐっと年をとって夫婦だけに なった人・ー ー乙んな人

々で，都心lζ 住みたい人々の住いとして，高! 茜高密度住居が考えられよ

つつ

したがって，在来の団地で考えられた 4 1時間日 照のようなものは ，改

めて考え直されなくてはなるまい。若い人や l 日中住いにいな い人々の

住居を収容する部分は ，日照がなくてもいいのではな いか ? 老人や，日

照の必姿な人々は ，上階lζ 住み ，4 時間ど乙ろか 12時間 日照が得られよ

う。とにかく ，まんべんなく ，すべての住戸1<.: ，4 時間とか 2 時間の日

照を確保するリアリ ティ が，とういう住いに いったいあるのだろうか ?

むしろ ，乙うしたことを思いきって絞れる乙とで，本当lζ 必要なスペ

ースや相互関係が生み出せると思われる 3 そして，日照のない住戸の人

々の日曜日のために ，冬でも日光浴のできるようなスペ ースが，新しい

コミュ ニティスペースとして生れようっ何か乙ういうととが，アパート

生活の多様性をコミュニティとしてまとめる方向のように恩われる。今

後，乙うした ζ とが，コ ストの上でも詰めるれて，一つ一つ実現して行

くζ とであろう。とにかく ，われわれは，まだまだである。もっと ，ア

ノf ー トをわれわれの大多数のより長い間の住いとして，親身になって考

えて行きたい。

ずい分，勝手なことをいろいろ茜きましたが，間迷っている点もある

と思います。どうぞど教示ください 3

( とみやす ひてお ・市" . n: 市開発建議コンサルタ ンツ大阪出張所長)

53 



民 間 マ ン シ ョ ン の 計 画 と 経 営

島 田 虫日

1. 住まいの考え方と今後の見通し

0 住宅の都市化

過去三十年間K 創り出された世界の建築空間はそれ以前の六千年の建

築空間を上廻っているといわれている。わが国においても人口の都市集

中，世帯の細分化，生活文化の向上など住宅需要の著しい増加は乙の先

十年閣に都市の形を 2 倍にすると さえいわれている。そしてその過程は

益々エスカレー トし ，はげしい膨張が予想でき る。住宅の都市化とそれ

に加えて近年特に著 しい科学技術の進歩は人間生活1<::: 対して大きな恩恵

と影響を与え，必然的 lζ 住宅lζ 対する観念とともに住宅それ自 体を大き

く変えようとしている 。

o住宅の機機化

十九世紀は機械によって人閣の生活や思考 lζ 革命をもたらしたよう

に，二十世紀はそれに屯気の要素が加わってにわかに累進的な発展改革

を余儀なくさせている。乙の機械的なものと電気的なものとのはてしな

い進展と分裂，組合せと累績が，昨日より今日，今日より明日へと新しい

時代を生み出し ，人聞はそれらによって益々機械化，1]1気化された便利

な生活を得る乙とができるようになってきた。またその反函かつて機械

文明の時代の生みだした " 自然にかえれ" の言葉は今や " 自然を返せ"

の時代に移ってきている。しかしとの都市化としての便利性を否定する

ような自然主義はもはやそこではモラルではなくなってしまっている。

住宅の密集と高層化はおのずか ら太陽，空気，風景を若手って しまう。そ

とでは当然窓のない住宅も誕生するであろうし ，それらには完全な エア

コンデションと解放感を与えるための電灯や テレビ，ラジオが窓の一面

の役割を果してくれるであろう。近い将来われわれが予想できる住居生

活について考えてみると，

・住宅で消賀するエネノレギー源の電気化

家庭で使う熱源のほとんとがこの' ; n 気lζ 依存するであろう。とれは

何といっても清潔で便利しかも輸送が簡単( 即ち沿線さえつなけ‘ ばど

乙へでももっていける) であることなどがあげられる。

・生活の自動化と電子時代

生活のむ化は勿論， エレクトニクスやコンピュ ーターなどによっ

て，たとえば屯子レンジのように今までの既成の時閣の観念を乙えた

時代に突入する。

・自動車，モータリゼーショ ンが与える都市革命

自動車や飛行機なとが人閣の距離感や 11寺間を縮めさせ，またハイウ

ェーは新しい都市形体を要求し生みだしていく。また都市自体が全体

的な機能，たとえば新しい設備に都市全体をスッポリ完全なエアコン

デションを満足させるような機能をもつようになる。

園コミュニケーションの革命

コミュニケーションの同時性によって人聞はじっとしたまま何でも

見る乙とができ ，聞 く乙とができ，しかもそれをど ζ でもでき るよう

になってきた。這化なとによって人聞はその労働のみならず，人間性

の内的な ものの解放をももたらし ，とのような階回の人々も ，たと え

ば誰にでも モタンバレーやイタリヤオペラのカラ ーテレビが街頭で楽

しむ ζ とができるような時代なのである。即ちすでに使用の手段にお
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いてほとんどの人々が平等とな って くるのである。人聞は乙のように

居ながらにして空間を怠識的 lζ 大きく所有するととができるので，逆

lζ 現実の空聞に対する所有意識がうすらいでくるものと思われる。

・絶対的な設備の空間

それと同時K ζ れらの設備のための絶対的なスペースの確保が要求

され，それが占めるウェイトはだんだんと大きくなるであろう。従っ

てわれわれの住まいの空聞についていうなれば，設備のための コアの

部分の充実とそれらを収納するスペースに重点がおかれ，人間生活の

空間はそれらの設備を自由に使用するための空間として提供されるで

あろう。あまり 人間自体が動かなくてもよ いような コンパクトな生活

空間と完ぺき な設備によっ て住宅が構成さ れるであろう。

0 道路と密度の問題

技術や経済が都市空間の構成! と末だ決定的な要素でなかった時代に

は，人間は容易に乙れらをコントローノレし ，都市に対する生活空間の主

体制を確立する乙と ができた。ところが現在アメリカの大都市でも問題

になっているように，自動車時代 lζ 対応するための都市間の高速道路や

都市再開発によって出現した業務センタ ーなどが，既存の コミュニティ

をずたずたに分断してしまったのである。とのととはハイウ エーを含む

新しい道路計画が新しい形の都市形体を要求すると同時Ic:::.逆1<::: 計画如

何によっては失われた生活空間の主体制の回復のため にも大きな力とな

り得るととを意味する。われわれが都市計闘を考える上において，もっ

とも基本の構造となり ，しかも建築よりも寿命の永遠性をもっと ζ ろの

広々とした道路や公園を先づ優先させ，その区画の中においては密度と

集中を積極的 lζ 受け入れ，自由で12かな使用を満足させるような空聞を

提供するとと ，そして，住宅の都市化，密度化の中でいかに快適性を満

たすかが今後の課題となるべきであろう。

o所有の問題

人間の満足が物K 対する些かな所有感であるように，住空間 1<::: 対しで

も所有というものが欲望の対象であったが，乙のような高密度の中にお

いてはその観念をあえて変えねばなるまい。しかし本来は住空間などと

いうものは 健所有の対象物" ではなく "使用の対象物" であるべきもの

であって，それを人々は住宅やマ イカーを所有することをそれ乙そ何か

人生の最終目 的のよ うに錯覚 しているとととそ不自然なのである。また

住宅や自動車なと・の大型財産は本来所有権よりも使用権が優先さるべき

ものではなかろうか。僅かな所有の中での豊かな使用感，それぞれが所

有する或程度の空間が，自由で泣かな使用を満足させるものであるなら

ば，その都市計画，住宅計画は成功したといってよいであろう。また前

述の如く窓のいらない住空間の時代が可能なように，機械や技術の進歩

がより快適で豊かな使用をJ l i J けるであろうし ，従って都市計画法なとに

よって，高さや面積の制限ばかりが優先する乙とがおろかであったと思

うような時代がすでにやってきている。

2. マンションを計画するにあたって

とのように考えていくと，われわれ民間企業がマンションを計画し建

設する上において具体的な諸問題にぶつかるのであるが，先づ都市計画

上の位置を考え，できるだけ設備の将来性を考慮する乙と ，そして特に

一一一」
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これからは管・理面の組織的強化がク ローズアップされてくる。

0 質の問題

現在あるまたは建設されている住宅で現代住宅としての質を満足して

いるものは少ない。また政府が示す一世帯ー住宅の目標も ，当面の問題

として質よりも畳が優先 しているが，最近公団や公社における高層住宅

は質の向上にやや関心を示し ，3 D K を主体にする方向を打出している

ことは喜ば しい傾向であるが，やはり予算に しばられた苦 しい設計で基

本的な将来性 (家族構成や生活文化の変化) に対応するような考慮がの

ぞまれる。

間取りについていえば，3  D K以下はその居住する年齢層の構成から

みても20才から30才が主体となるべきものであって，最も社会的にも活

力と 安定のある 30才からω才の年令屈の人達のためには，民間企業にお

いて 3 L D K - 5 L D K程度のものが提供されなければならない。乙の

ように都市住宅の質を向上せしめる乙とは民間企業に課せられた社会へ

の義務である。

0 価格の問題

わが国の建築工事費は世界のそれに比べて相当 K 高い。特に物価の高

いといわれる アメリカや西 ドイツに比べての話である。乙れは日本の建

築技術がその工業化に一歩おくれを とっている乙とに起因している。勿

論他の国との自然条件の差はあるにせよ ，それにかかる人件裂の割合が

非常に高い ζ とが，その工法の不経済さを物語っている。乙れら従来の

工法の欠点を改善 し，できるだけ規格化 し，工業化してその コス トダウ

ンを計らねばならない。そのほかわが国の議負制度の体質改善など本質

的問題もあるが，現在公営住宅にみられるように住宅の壁をユニッ ト化

し大量に提供する こと は価格の上において最も有利である。民間企業に

おいては狭い敷地lζ 場当りの設計をして建設されるので，当然その価格

は高くなり 10%以上の差がて‘き てくる。また前述の如く質の向上を考え

ると ，その利益な どを考慮して30- 505ぢの差ができてくる 。 したがって

民間企業におけ るマ ンショ ンは公営との比較において，より魅力のある

独特のものを打出さなければならない。すなわち環境， 設備， スタ イ

J レ，仕上げなどよ り勝れたものを提供 しなければならな い。

0 一戸建との比較において

一戸建はたいてい木造住宅が多く ，マンションは鉄筋 コンクリ ー トな

と、の耐火構造にな っている。建物の価絡において木造が一般的 1(. 安く ，

設計も 比較的自由にできるが，土地の負担が大きく ，交通など便利のよ

い地価の高い ととろでは ，勢い高層化して土地の利用率の高いマンショ

ンにならざるを得ない。一戸建で郊外l C 建てるとすると ， 土地が 150rrf

(@ 1. 5万- 2万) と建物 80rrf ( @5万) とすると ，ω0- 700万程度が

必要である。一方市街地に建つ 7 ンションでは専有面積あたり 10万- 13

万程度であるから( 但 し土地も含む) ，80rrf のものであれば，8∞- 1，∞o  

万程度のものとなってくる。便利さを選ぶならマンショ ン，庭のほ しい

人は一戸建を選ぶ乙とになるが，だんだんと郊外の地価も上 り，住宅地

の無計画なスプローJ レ現象は不便さを増 してくるので，マン ションの需

要は近年特に著 しい。

0 都市計画の問題

マンションの需要増加によって駅や商庖街に近い，また環境のよい土

地が買いあさられ， したがって地価が上り近隣の迷惑も考えず敷地一杯

にしかも高く建てようとする。乙のように無計画に住宅地の中にマンシ

ヨンが濫立する 乙とは好ましくないし ，計画的lζ 獲備された配置や設備

施設によってより進歩した コミュニティ が形成される乙とは誰もが望む

と乙ろではあるが，民間企業においてはとれら区画整理事業や大団地経

営はむつかしい。理想的なコミュニティを形勢するためK 大きな敷地を

開拓するばかりが都市計画ではなく ，もっと現実的な既存の町をいかに

整理 し発展さ してい くかが都市計画の最も力を入れるべきと乙ろであ

る。そのためには市街地ではもっと密度を積極的に受入れるような法律

を優先させ， 高度制限よりも低層制限の考えもとり入れるべきであろ

う。すなわち或程度以上の高さをもつように建築制限をする乙とによっ

て市街地での調和のとれた環境を作り出す乙とも可能なのである 。郊外

では高度制限，市街地では低度制限が望ましい。

0 環境について

マンション の建設にあたって最も大切なことは，その立地条件 と環境

であるが， しかも建物自体附近の景観や雰閉気と 7 ツチ した ものが望ま

しい。その点関東は如何にもマンションのための環境が整っているよう

な印象をける。それは恐らく 7 ンションが最早普及の段階 IC入 った とと

を意味し，道路計画や配置計画が他の高層建物と共にマ ンション グルー

プと して調和のとれたものにでき上っているからであろう。関西はその

点まだ7 ンションの数も少なし周囲の住宅との異和感をかもすよう に

思われる。しかしそれも早晩マンションの普及によって調和の とれた環

境ができ上るであろう。

0 区分所有の問題 (管理と関連 して)

マン ションというものは一つの建物の中に沢山の個々 の住宅が存在

し， しかもそれぞれが他に侵されるととなく独立 し使用さ れなければな

らない。 ζ のようなお互いの権利を守るためκ ，区分所有の法律なるも

のによ って一応形づけられ規制はさ れているが，乙れとても色々 と実際

的な問題が残されている。共同で所有する ζ とによって起る問題，各共

同の配管や配線，エレベーターやその他の機械設備，外部や内部の共同

部分の仕上げ等々，乙れらはすべて老廃 していくものである。 ζ れらを

お互いに守るためには管理面を組織的にする必要があり ，管理そのもの

がマンション生活の主役となってくるのである。 したがって区分所有な

る法律があ るものの管理面の徹底していないマン シ ョンはその機能を忽

ち失 うであろ う。

3. マンションの計画について

今まで1ζ 阪急不動産において建設分譲された阪急今津線仁川及び西宮

の二つのマ ンション の住民やそれ らを批判された人達の実際の要望や考

え方をひろってみよう。( 写真と平面参照)

0 間 取 り

間取りについてはできるだけ明るくゆったり として広々使え るような

ものが望まれ，あまり乙まかく仕切ったものは嫌われる傾向にある。ま

た設備関係はともかく ，自分で自由 lζ 間仕切りをしたり仕上げや飾り付

けのできる部分をの乙してやる ζ とも必要である と恩われる。また一戸

建 と違 って庭のない乙 とがマンション ではあたりま えとして片付けられ

ている が，やはり土がほ しいのが人情であって，バル コニーなどに少 し

でも土を入れられ るような広さがほしい。また物干の満艦飾の時代はや

がて乾燥機の時代に変 るであろうから ，そのスペースがほ しい。物入れ

押入れも同様，増築ができないのだか ら，あらか じめ物入れはた くさん

ほしいし，将来機械電気などの器具の普及とその収納の問題も考慮IC入

れて余裕のあるスペース例えばユティリティなどを望んでいる。

o仕 上 げ

外部 ICついてはやはりそ乙に住んでいる誇り となるような不変不動の

立派な仕上げを望んでいる。内部についてはで‘ きるだけ明る く仕上げる

乙とと ，あとで自由にやりかえができる柔軟性に富んだも のが望まれ，

あえて立派にするばかりが喜ばれない。

0 管理について

共同部分の清掃，不法使用の管理，ごみ処理，エ レベーターその他機

械設備の完全管理，老朽 したものの修復なと・マンショ ンでは管理が組織

的にも構造的にも主役化するものであって，前述の如 くとの問題はすべ

ての人々が切実K 感じている乙とである。

0 価格について

安いものはその構造や設備面て・将来性を考慮したものが少ない。あ く

まで仕事場，勉強部屋などのための特殊需要であって，本来の家族生活

のためのマ ンシ ョンにはそ乙そ乙の広 さや設備が必要なので価格的には

高くなってくるが，その価格の実質性を問題視している。
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仁川マンション

A 型 プ ラ ン

西宮マンシ ョン

F 型 プ ラ ン



/  ¥'ルコ二一

甲子園マンション

0 そ の 他

前述の如く将来年月が径っと ，客観状勢はもちろん生活内容がどう変

るか見当がつかないと いう不安はたえずあるわけで， したがってマンシ

ョンは不変不動のもの，災害!C対して絶対に安心感のもてるもの，その

ために信頼性のある業者によって作 られた マンションを強く要求してい

る。管理面において も完全管浬で‘ 機能がいつも新鮮であ る乙と ，自動車

時代に備えてガレ ージの完備，子供の遊び場，遊歩道そ の他必要な諸施

設の完備している乙とを望んでいる。したがってそれが買い替えの為に

/  ¥' ) レコ二一

もいつも安心した価格が保たれる乙 とを望んでいる 。

乙のように マンションというものは特定階級以上の者のためにだけ あ

るのではなく ，以上のような要望が満足でき ，実質的で恒久的なもの，

便利な快適な もものならばいつでも積極的に受け入れよう というム ー ド

はすでにでき ているのであっ て，乙れか らはやはりサラ リー7 ンのため

のものという方向でもっと積極的生産されなければならない。

(し まだいちろう : 阪急不動産株式会社技術都建築課長〉
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良日祥西
ム
「

，

本資

d .  

ｾ＠社と

住水準のとらえ方

境環住

一方，その頃より激しくなった人口の都市集中は，大都市地域での住

宅難世帯を増加させ，地価の高騰などとも相まって，都市施設のある既

成市街地内での住宅建設が困難となり ，都市周辺の田畑の中 I C 忽然と

住宅が建設さ れるようになっ た。 乙のよ うな無秩序な住宅建設により ，

道路も 上下水道も教育施設も整備 されず，健康で文化的な生活をいとな

む乙とが困難になった。他方、 所得水準の向上か ら消波革命となり ，耐

久消費財の大衆化が進行し，主婦労働の軽減などにより ，ある函での生

活水準の向上があったかもしれないが，本質的な住水準の向上にはつな

が らなかった。池田内閣の所得倍増計画による 「欧米水準へ追いつけ」

のスロー ガンは，消政水準向上へと拍車をかけると とになっ たが，国際

比較のなかで，生活水準，とくに住水準の低さが，表一 1 - 2 1ζ 示すと

お り暴露され，特[ζ 生活環境の社会資本ストックの低さが数量的に示さ

れた。乙れらの歪みを，佐藤内閣は「社会開発」をひょうぼうする乙と

によって解消しようと した。住宅問題も ，個々の住宅そのものの住まい

方から ，周辺の都市施設の充足度 という都市問題へと発展 していった。

ょうやく生活環境施設を近隣施設 ・災害の危険 ・交通 ・土地利用の面で

の指数化が研究されるようにな った。住宅建設も宅地問題となり，大規

模開発や市街地再開発 とい う都市計画的観点からとらえられるようにな

った。

名

ア メ リ カ ' 60 4. 9 6.4弱 0. 7 1. 49百

カ ナ
告f '61  5. 3 4. 6 0.7  2. 1 

イ ギ リ ス '61 4.8  4.1  0.7  1. 2  

西 ド イ ‘Y  '61 4.1 10. 0 0. 9 2.5  

フ ラ ン ス ' 62 3.1 37.2  1. 0  15. 3 

イ l' リ 7 '61  3. 3 26. 5 1. 1  32. 1  

オ ラ ン ダ '56 5. 1  5.4  0. 8 4.3  

デ ン マ ー ク '60 4.4 4.9  0. 7 0. 8 

ノ J レ ウ ェ ー '60 4. 2 13. 0 0.8  3.5 

ス ウ ェ ー デ ン '60 3.4  25. 2 0. 8 4. 1 

ス イ ス '60 4.8  6.7  0.7  1. 2  

オ ー ス ト ラ リ 7 '61 5.1 4. 6 0.7  1. 7  

ニ a ージーランド '61  4. 9 4. 3 0. 7 3.3  

日 本 '63 3.8  29.0 1.2 21. 6  

政策調査会，昭和43年 5 月〉と指摘するまでもなく ，わが国の住宅およ

び生活環境の立ち遅れは著し い。特に住環境が問題となってきたのは，

乙の数年来の乙とで，戦後「住水準」についてふりかえってみると ，そ

の時代に応じ ，いろいろの評価や判定がなされている。

戦後，戦災による住宅滅失，海外復員や引弱者によっても たらされた

以的住宅不足時代に ，雨露をしのぐだけのシ ェノレターとして建設吉れた

応急住宅が，時期を経ずして不良住宅化した昭和25年前後， 評点評価に

よって，住宅の老朽lt ，設備などが測定され，一つの居住水準として評

価された。もはや「戦後でない」といわれた昭和30年前後から ，世帯の

居住状態を調査 し. 客観的判定基準を もとに住宅難を，世帯の住水準lζ

対する要求，すなわち主観的に居住状況をとらえた住宅困窮という概念

が確立された。そして「難」と「図窮」が階層や地域によって相違して

いるととが浮彫にされ，収入の低い者程住水準が低い乙とが明確化され

た。それに応 じて住宅政策の商でも ，低収入階胞に対しては公営住宅，

中産階級には公団住宅の供給というかたちをとる乙とになった。

「戦後20年の過程において，生産第一主義による経済の高い成長は，

社会環境を形成する乙ととの均衡を失ない，人聞が住むにふさ わしい社

会の建設を足ぶみさせる乙とになった。

産業構造の高度化と それに ともなう激しい都市化の流れは，大都市地

域における過密や地方における過疎の弊害を激化させ，国民生活に不安

と混乱を与えている。人口や産業，文化が都市lζ 過度集中した結果，地

価は高騰し ，住宅は不足し，交通難は日ましに激しくなり ，各種の公害

は市民生活をむしばみ，破壊している。 ζ の現実はまた，国民経済の効

率を低下させ，国民の内包するエネ J レギーの噴出を阻むにいたった。事

態を乙のまま放置する限り ，国民経済のいっそうの伸張もなく ，国民生

活の向上と繁栄もあり得ない。J ( 都市政策大綱〔中間報告〕自民党都市

|i 1422244f た;品

裏 一 1

国

リ カ '60 94.0%  51. 5 % - %  88.19百 - %  89.7 % 

ナ 1" '61  89. 1 18. 8 80. 3 85目 2

ス '61  (98.7) 78. 7 93. 4 

イ ツ '61 (65目 7) 22. 1  75. 3 

ン ス '62 79.8  87. 4 97. 6 28. 7 41. 2  37.4 

ア '61 71. 6  22.9  95. 9 28.9 89.5  

ン タ .
'56 89.6  70. 5 98目 l 26. 8 99. 9 67.5  

マ ー ク '60 (92.9) 78. 6 99. 0 48. 4 99. 5 83.2  

ウ ェ ー '60 94.0  45. 2 100.0  57.9  

且ー デ ン '60 91. 4  60. 8 99.6  75.8  

イ ス '60 (96目 1) 68. 7 99. 7 

トラリ 7 '61 78.8  44. 0 96. 0 98目 。 51. 1  

ヌー ラ ンド '61  99.5  18.1 99. 5 97. 1  88.4  

本 '63 67. 9 70.1  59. 1  9.2 

国 '60 21. 4  28. 4 1. 8  84. 4 0.2  

リ ピ ン '56 19.6  日 .6 6.6  

シ コ '60 32.3 2喝.6 20.9  54. 3 

ぜ ン チ ン '60 53. 1  5. 8 77. 6 91.7 69.3 

'60 62. 0 13. 1 70.6  46. 0 82.4  44.8  

シ ャ '61  70. 4 53.2  10. 5 78. 5 14.6  

表 - 2 住 宅 段 備 普 及 率

国 名 | 腎 ! 水 道

ア

カ

イ

西

7  

イ

オ

デ ン

ノ J レ

ス ウ

ス

オ ー ス

ユュ一

日

総

フ イ

メ キ

T ，レ

チ

ギ

注) 1. 国連統計より

2.  (  ) 内は屋内水道

水 洗

便 所

P. 152より抜草

( 住宅数比)

ガ ス | 電 気 | 浴 槽 | 便 所

谷重雄著 日経新注〉国連統計よ り作成 ， r住 宅問題入門」

ギ

最近 lζ 至り ，経済の高度成長は，地域社会 lζ いろいろ の影響を与えて

いる。それをマクロ 的にとらえてみると ，地域拡差問題 ・人口急増地域

における過密問題 ・人口急減地域における過疎開題である。特に都市で

の過密は，住宅不足 ・上下水道などの生活環境施設のたちおく れ，道路

交通の混雑 ・交通事故の増加 ・通勤，通学難な どのかたちで都市生活 Iζ

種々の障害を与えている 。また 大気汚染 ・水質汚濁 ・騒音などの公害

は，市民の健康を おびやか している。①安全で，②健康的で，③能率的

で，④快適な生活の場の実現が望まれるように なっている 。乙の 4 つの

目標のうち，まづ安全と健康という基本的条件が最低限保証されるべき

「ナショナ J レミニマム J ， i シピJ レミニ 7 ム」として，できるだけすみ

やかに達成されなければならない。

P. 155より弐草日経新谷重雄著.  r住宅問題入門」

l' 
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2.  最近の生活環境施設の状況

「ナショナルミニ マム J ，i シビノレ ミニマ ム」を決定する要素としては

いろいろあげられるが，第 1 1C， し尿処理サービスと 雨水排水の問題が

ある。 下水道の完備は都市の要件であって生活環境の向上 だけでなく，

水質汚濁防止，水資源の確保の点からも，整備の早急なる実施が望ま れ

る。特にわが国の下 水道事業は，表- 3 1ζ 示すとおり欧米諸国に比して

著しく立ちおくれている。公共下水道の普及率は41年度末で，市街地面

積 の20;; ぢで，実施都市は268市である。大阪府における下水道普及率( 市

街地面積 lζ 対しての下水道整備面積の割合) は41年度末で3296 ( 大阪市

57. 49 < ム隣地都市 18. 4% ，その他の都市 6. 396) で ，府下内での地波鉱

差も大きい。また ，処理可能面積の普及率については，表- 4 で示すよ

うに大阪府下全域で20. 096 ( 大阪市37. 896，隣接都市 10. 3;; ぢ， その他 の

都 市 1. 5;; 引と未整自信の状況 といっても過言ではない。

表- 3 世界主要都市の人口割合による公共下水道普及率

第 2 1乙あげられるものとして， ど み 処 理 の 問 題 が あ る 。 どみ 処理 量

は ，所得水準の向上とともに増大するといわれている。昭和38年 ， わ が

国の 1 人 l 日当り処理畳は 115 g であり ，年を追って増加している。昭和

36年から昭和40年度までの 5 カ年に 24，399t onj 日から 44，522t onj 日へ

と 2 倍近く増加している。その処理方法は ，昭和4 0年度で焼却3896，埋

立 39; ; ぢ，たい肥化 3 ;; ぢ，飼料化 3 96， 自家処分 17 96 となっている。大阪

府下でのごみの処理率は73;; ぢと年度的に横ばい状態を示 しているが，最

近とく に地価の値上り ，地元住民の反対などから埋立処分地を確保する

乙と が 困 難 となり ，早急に処理施設の整備を推進する必要がある。

誹水普及率 処理普及率

シカゴ広域問( アメ リ カ) 100% 1009百

ロスアンゼルス( ア メ リ カ) 1  92 92 

オッデスブオ ード( イ ギ リ ス) 1  100 100 

マンチェスタ ー (イ ギ リ ス) 1  100 100 

メルボルン( オーストラリア) 71 71 

年

1964 

1966 

1966  

1962 

1965 

度
その他，生活環境施設と しては， 学 校 ・公民館 ・図書館などの文教施

設 ，病 院 ・診 療 所 ・保健所などの医療 ・保健線設，上水 道 ・ガス ・電 気

などの供給施設，公 園 ・児童遊園などのレクリエ ーション施設， 児童 館

・保育所などの社会福祉施設のほか，購買施設など，住居と直接かっ 密

接な関係をもっ施設が含まれる。そして乙のような施設が「近隣住区」

7 ムステルダム( オ ラ ン グ) 97 

ストッタホルム( スェ ー デ ン ) 1∞ 

46 1964 

100 1965 

を形成して適当な基準で配置される乙 とが望まれる。

マ ド リ ー ド 〈 ス ペ イ ン ) 1  84 60 

ニュールンベルグ( 西 ド イ ツ) 1  96 96 

東 京 都 区 部 |  潟 35 

大 阪 市 1  87 52 

1964 

1965 

1966 

1966 

自力建設による住宅難解消への方向をとっているため特に大都市地域

では共稼ぎによる資金確保が必要となり ，働く主婦が多くなり ，保 育 所

要望の大きな声とな ってい る。

表- .( 主 要 都 市 下 水 道 普 及 率

札 俣 市

仙 台 市

東 京 区 部

横 浜 市

川 崎 市

名 古 屋 市

表- 6 地 区 優 要

42. 3. 31 ( 面積比〉

京 書官 市

大 阪 市

神 戸 市

広 島 市

北 九 州 市

福 間 市

33.79百

57.4 

31. 3  

18. 0 

11. 4  

24. 9 

表- 5 大 阪 府 下 道 路 舗 装 率

都市の公園の広さと道路

の舗装の度合は ，西欧と日 道 路 種 別 1 道 路 延 長 ! 舗 装 率

本の都市のパタ ー ン，土 地

国 道 287km 91. 2%  

府 道 1， 409 67.7  

利用などのち がいから 比 較 大 阪 市 道 3. 225 51. 8  

困 難 な 場 合 を 含 ん で い る

其他市町村道 8. 934 19. 8 

が ，現 在 1 人あたり公園，

計 13. 855 33. 6 

l  刷 用 b  I千里ニュ ータウン 新 興 住 宅 地 l  既 成 市 街 地 ( 大阪市内〉

引 日 ｾ＠ 1 高 野 台 豆 月 ケ 丘 | 足 立 北 三 Y 池 庄 内 | 帝 塚 山 | 文 化 | 大 今 恩 | 西 畷

開 発 手 法 | 大阪府開発 | 住宅公団団地 | 区 画 整 理 民間分担地 | 自 然 発 生 | ーー l  ー |  ー l  ー

用 途 地 場 | 住居 専 用 1- ii 15 i1!l ｪｮ 商業Ｋ住居Ｋ工業 一 芸 つ τ 一定 一「府商 冨扇 ー「 官官五五 一 ｬ ｩ￬ 王 子 五五 ｾ Ｍｔ 主交官三日 商業地域
性 格 ｉ ｉ￬つ τ 寸ｩＡｉ 住宅地 「 在百主冨 否一住 宅 地 Ａ ｩ￬ 育妄言 ー ｉ ｉ￬ つ ｾ ｉ ｴｴ 'i'l 寸n 工混 合 | 住 商 混 合

1 総 面 積 I 89. 8 I  18. 5 327 21. 4  24. 9 I  7. 89 I  1. 62 I  1. 31 I  1. 侃

面 | 有 効 面 積 1  69. 6 1- 一寸志す一一 1 - -31. 8 一一寸r r一一一一寸2. 2 一一「一寸 -.92- - 1 -一寸: t 了一一「一寸- : 3l 一一1 - -1. 06

放 | 住 宅 敷 地 1  ＴＵ ｟ ｾ＠ _ 1  ＱＰＮｾ＠ 1  ＱｾＮＺ＠ ｾＮＺ＠ 1  ｾＷＺｾ＠ ｾ Ｎ ｾｾ＠ 1  0 幻 ト 」 ι ー ｉＭ ｾ ＮＷ Ｕ _ 1  

( h a )  1  道 路 1  9.6  1_一一土 1 1  7.3 一一一ームL 一| 一一ーム _6 _ 1ー ____LQL__一| 一一___Q:1l_一一| 一一」斗L ー 1_ _  014 

|  公 園 1 _3必. u . L1_ _  0ニL 一 一1_ _  0.6  一一一主上一_ 1 0. 03 1一一一_ 0一一一L 一一一旦_ 1- 一一一_ 0_ _ 1_ _ _  0  

人 口 ( 人 ) 1  8. 960 1  5. 490 1  9. 560 960 12. 540 1  700  600 1  860 620 

住 宅 戸 数 ( 戸 ) 1  2. 360 1  1， 570 2. 290 250 6. 060 1  160 1  180 1  190 150  

| 中 高 層 I I  I  I  I  I  I  

住 | 公 団 住 宅 | 一一_ _  9一 一 」 一」 旦一 一 一一一一一- 1一一一一一一L 一一一一一| 一一一一一| 一一一一一」
|  公 営 住 宅 69 1  1  1  

璽 | 低 届 「一一一一一| 一一一一一一- 1 - - - - - - 一一一一一一一「一一一一一- 1 - - - 一一一一一 寸

刷 |  独立( 2 戸建-) - 1  22 1  約4o 1ω !  約50 1  9唱 - 1  15 i 一一一ーす一一一1 - -14

ｾ ｉ＠ 長屋( 連続iii ア一一1 1一一一一一一一一一寸 約40 一一一一一一一一一 1一一一一 4一一一|一一一一万す一一一|一一一ーすZ一一一1 - -8-6

ｾ ｉ＠ アパーい文化住宅 L一一一ー一一一一! 約2o 約 ｾ ｉ 3  1  60 1一一一一一一一一_ I - - - -

合 計 100 100 100 100 100 100 100 100 I  100 

注) 1. 新興住宅地は「中核鶴市周辺におけるスプロール防止のための対策調査報告書J ( 大阪府) 資料による。

2  既成市街地は「大阪市民の居住性に関する総合実態調査報告書J ( 大阪市) 資料による。

3  千里ニュータウン の( ) 内数字は周辺緑地面積を加えた場合。

表- 7 地 区 密 度 諸 指 探

三宅J 池地ー ト占潔 f l f 市 街

人 口 密 度 ( 人/ ha)

対 有 効 面 積

対 住 宅 敷 地

戸 数 密 度 ( 戸/ ha)

対 有 効 面 積

ι (王l f f 三王[ 士 i E :::

三士 -玉三1=1 7二三二1二玉コ二三二I 157 I二三ゴ
対 住 宅 敷 地

容積率 ( 箔) (対有効面積〉

平 均 階 数

19.2  

2.7 

38. 3 

4. 0 

注) 1. 容積率. l . l l ペイ率，平均階数は住宅外建築物も含む。

55. 0 22. 6 

1. 5  

7i . 5 36.0 83. 1  66. 6 

1. 7  1. 75 J. 71  1. 62 

90. 2 

1. 81  
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l 人 当 り 空 間 量

住宅床面積 ( rrI /人〉

プライベー ト外郎空間

( ば/人〕
十 |芋 l壬壬| 工1i lf l王 |了

公 用 空 間 ( rrI / 人)

1 人 当 り 絡 役 量

公 開 面 積 ( rrI /人〕

道 路 面 積 ( rrI /人〉

舗装道路面積( r r I / 人)

40.3( 57. 3) 

3. 9(20.9)  

10.7  

10. 7 

注) 1. プライベ ー ト外部空間 庭，その他住宅ま わりの私有地。

2.  公用空間 道路 ・公固など公共施設用地と ，公的住宅などの住宅数地内にあるオ ープンなスペ ースを加えたもの。

3. 千皐ニュータウン の ( ) 内は局辺緑地面積を加えた場合。

4.  舗装道路面積は一部推定を含む。

5  去 - 6.  7 .  8 とも大阪府企業局若山和生氏作成。

表- 9 昭 和 5 0 年 ・6 0 年 に お け る 住 宅 ・生 ，舌 環 境 施 政 の 比 較

実

鍛 ｉ ｾ 臨醐像 ｉｾ 菅野伊 Ｑ ＱＱｭ 吋 ｉ ｾ ーの長田(  ピ ジ ョ ン ) I  ( 究 セ ン タ ( 建 役 省 )

| 昭和4昨 昭和50年 | 昭和60年 昭和50年 昭和60年 昭和5岬 昭和60年 昭和50年 | 昭和60年

1965 I  1975 I  1985 I  1975 1985 I  1975 1985 I  1975 I  1985 

住 宅 生 活 E量 境

①住 宅

A 世
一守・符・，炉

数 ( 千 世 帯 ) 24. 103 30. 780 

A 総 住 宅 数 〈 干 戸〉 23. 000 3. 190 

& 10 人 当 り 住 宅 数 ( 戸 2. 3 3. 1  

& 1 戸 当 り 広 吉 ( d  73 86 

ム 住 宅 総 面 積 〈
同 2 )  168 276 

②通 信

ム電 話 機 数 (100 人当り) ( 39)7. 7 27.4  

A 家 庭 用 電 話 機 数 ( 100 人当 り〉 1. 0  16. 2 

③自 動 I巨 保 有 量

A 車 種 別 保 有 総 台 数 〈 万 台 ) 648 

1  ) 普 通 ト ラ
.， 

ク 41 

2 ) 小 型 ト ラ y  
ク 394 

3) パ ス 10 

4 ) 乗 用 車 203 

A 乗 用 車 の 普 及 率 ( 人 / 台 ) 66.7 9.0 

@ 道
路

& . 道路 延 長 ( 1. OOOkm・1. 000万m)
12 

A 鋪 装 率

& 1人 当 り 舗 装 道 路 ( .u 人 ) ( 38)  3  15 

⑤ 家 庭 用 水 消 費 量 ( C / 日/ 人) ( 38) 112 154 

⑥ 下 水 道 普 及 率 ( %  20 64 

① ど み 衛 生 処 理 量 ( g / 日/ 人) (38) 115 780 

③公 劉 面 li'i (  rrI / 人 ) (38)  3  15 

および舗装道路面積は各々 3 nf/人で， 著しく低い水準にある 。 表- 5

で示すように大阪府下の舗装率は33.696で，地域的な拡差をも示 してい

る。

表- 6. 7. 8は，大阪府下の代表的な地区をとりあげて，生活環境

施設のうちで比較できるも の( 未調査のため大部分は比較できなかった)

だけをと りあげて表にしたものである。スプロ ーJ レ地域の庄内や，既成

市街地の大今里の水準が低い ζ とを示している。

生活環境施設がバランスして適切に配置されて乙そ ，初めて近隣住区

60 

36. 270 35. 000 ｾＮ∞ ｯ＠

3. 890 37. 000 36. 000 

3. 4  2. 9 2. 1  

1∞ 8. 5 

389 30.6 

48. 1  

ｾＮＹ＠

3. 500 

156 

750 

747 

945 

42 

2. 530 3. ∞o  2. 580 2. 555 

4. 6 4. 6 4. 5 4. 5  

22 

25 

2. 3  

79 

1470 

25 

というコミュニティが形成され， 住宅の機能も十分に発揮される乙とに

なり ，住民福祉にもつながる問題となる。今後の開発は，近隣住区を基

本とし ，既成市街地の再開発も ，ζ の方向へ向うべきであろう 。

3. 展望と非計量的生活環境

生活環境施設の立ちおくれをとりもどし「将来における望ましい生活

の内容とその実現のためJ 1C.20年後の各種 ビジョン が打出されている。



表 - 10 生 活 環 境 水 準 の 内 容

10 人 当 り 1  P 当 り l 人当り家庭用

住 宅 戸 数 住 宅 面 積 上水 道給水畳

2，500 ドノレ 3.4戸 100m'  275 e  

2，000 3. 1  93 237 

1. 700 3. 0  89 213  

1. 500 2.9  86 199 

1. 300  2.9  84  183 

1. 000 2.7  80  162 

900  2. 7 77 154 

800 2.7 75 146 

昭和38年度水準 2.3  55 112 

{肯 考
|昭和初年度は市部専用 l

将来の国民生活像 昭41. 11. 15 国民生活審議会 P. 26より 抜翠

図 - 1 必 要 資 金 の 対 国 民 所 得 比

2，500  

9一ーL.  

2，000 

，舌

1畢

T量

1，500 

水

選

1，000 

1000 1500  2000 2500. "  

l 人当り国民所得 ( およそ 10年後呂標) ( およ そ20年後目探)

将来の国民生活像 昭41. 11. 15 国民生活審議会 P .26より 抜率

表 9 は，昭和50. 60年における住宅 ・生活環境施設の比較表である。

図- 1は必要資金の対国民所得費と ，表- 10は生活環境水準の内容であ

る。国民生活審議会( 会長大原総一郎) の計算 t<=よれば住宅， 上下水

道，どみ処理施設なと、を含めた生活環境施設について. 10年後 1<=現在の

西欧水準 lζ 達するととを目標とすると ，国民所得のおよそ 1096を. 20年

後 lζ 到達する乙とを目標とすると ，およそ 7 96をさく必要がある。現在

乙の比率は 2 - 3 96であるから ， 乙れを 1096. 7 961ζ 引き上げるととは

経済のバランスからみて図難とみな し，国民生活審議会としては ， 乙の

比率を 4 - 5 96程度とする乙とが適当とし ，生活環境施設の水準は ，現

在のほぼ 200 ドJ レの l 人当り国民所得IC対応する 水準から . 1人当り国

民所得が約 1，5∞ドノレ( 約54万円) とな るおよそ ゆ年後 1<=は 800- 9∞ド

J レの所得lζ 対応する程度となり ， 所得が約 2. 500 ドル (約90万円) ! cな

下 水 道 1人当 りどみ ] 人 当 り

I  ｾ 人当ツり施公投 園普 及 率 衛生処理量 舗装道路面積 スポ 一 面積

95% 2，190 g  36m'  14 m'  

85 1. 750 30  13  

79 J. 470  25 12  

76 1. 310 23 12 

72 1. 120 20 12  

67  880 16 11 

64  780 15 11 

63 700 14 11 

17 
115  

3  3  
(500)  

|  カツコ吋出量 |  

る20年後には 1，6∞- 1，700 ドルの所得lζ 対応する程度となる。

また ，経済審議会地域部会( 昭和42年10月) の報告では . 20年後の昭

和60年には，人口 l 人当り ，生活基盤関係社会資本ス トックは 昭和38年

の46. 6千円/人から 115千円/人と 2.46倍( 近畿昭和38年55. 6千円/人から

113千円/人) 特 lζ 生活基盤関係公共投資重視型の条件で予測したとき

は，全国で230千円/人. 4. 94倍 ( 近畿230千円/ 人 . 4. 14倍〉に達すると

している 。

乙れらのビジョンは，計盃という形で一応科学的に把握され，政策へ

と反映される乙とになるだろうが，生活環境を含んだ住民の福祉は ，置

や金高で換算できないものがある。例えば，大阪汚染 ・水質汚濁 ・騒音

・地盤沈下などの公害，日照権 ，自然の美観，文化的遺産が損われる こ

と，生活環境施設が存在しても経済的 lζ 収入が少な いために利用できな

いという 階層的拡差 ，また ，コミュ ニティという 表現であらわされる堂

かな人間関係が失われる乙と ，乙れ らは数質化して コンピュ ーターにか

けて分析す るζ とはむづかしい。 しかし ， 乙れらの非計量的生活環境を

どういうふうにと らえ，物理的な施設とどう関連させていく かが，今後

の重要な課題である。
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動 物 の 住 居 問 題

動物生態学にとっても ， 動物社会学ない し 行動学に とって

も，住居問題は食糧問題となら ぶ重要な研究 テーマで ある 。さ

てそれが人間の住居問題とど ういうふうにふれあうか という点

について は， まるで無関係ではないかという人が多いだろう

が，よく 考えてみる とそうはいいきれない。む しろ人間の住居

を，動物学の立場から眺めるとき，そとにきわめて基本的な故

に無視できない諸問題が，まだ ほとんど未発掘の姿で横たわっ

ているのを知るので ある 。私たちの知識はまだきわめて微々た

るものであるが，動物学から見た住居問題を ，人聞をその一つ

の極限として見ながら ， ζ 乙lζ 考えてみよ う。

動物学者は ，動物にお ける "すみか " の問題を ，つぎの 3 段

階lζ 分けて とらえている。第ーは ，種の生活場所である。テ ン

トウムシ ，カラスといった各々の種は，地球上の空聞にちらば

りながら ，ちゃん と種固有の生活空間をもっている 。第二に ，

種のなかに実存する ，個々の生活単位がもっ ている ，生活場所

がある。乙乙にい う生活単位は個体である場合もある し，群れ

である乙ともある。第三lζ 狭義の住居，つまり巣がある。

乙れから上述の 3 つの段階について，説明したいと思うが，

動物学は常;1ζ 進化を念頭におき ，進化を追求する乙 とによって

体系をつくりあげる 。乙 の場合lζ は，住居の進化とい う乙と に

なる。そして人聞の住居は ，動物住居の進化における ，一つの

校の伸張ぶりを示す乙とになろう。

種のすみかの進化

生物の種は ，それぞれ住み場所，術語ではハピタ ー 卜をもっ

ている。生命のはじまった初期には ，地球上の空間は ，そのご

く一部が利用されていたにすぎなかっただろう。水圏! と限られ

ていた 生物が， 陸上に進出し ， やがて空中をも征服した ζ と

は，利用空間拡大の，き わだった例である 。しかし閉じ海洋に

住む動物といっても ，波 [ζ ただようプランク トン( 浮遊生物〉

と，活溌に遊泳するサカ ナと では ，空間の利用の しかたがちが

っている。私たちの腸内にバクテリアが住むように ，生物の存

在があらたに生活空間を生みだす現象もひんぱん に見られる。

乙れらを乙まかく見る乙とによって ，動物だけで 120 万種 とい

62  

われるそれぞれの種が，それぞれちがった空間 を占め ，空間利

用の方法を異に している乙と がわか って くる 。建築用 語を導入

して，生態学者がニッチ ( Ni c he) と呼んだのは ， 乙の種 lζ 特

有な 空間であ るが，将来窓にな ったり ，，暖炉になったりする 空

間があるように ， 乙の地球上lζ は，まだ未利用の空間があり ，

そこに居を占める生物を待っ てい るとも考えられる。

生態学者は ， ζ のような 種独得の空間利用に ついて，考察を

めぐらせた末，それが生物進化 と深く 結ーびついたものである乙

とを発見 した。ある進化系統のなかの原始的なものは ，一般に

原始的である と同時に，特殊化していない形態をもっている。

特殊化していないというととは，これから特殊化し てゆける可

能性をもっている乙とであり ，すでに特殊化してしまったもの

は，との自由を大いに制限されている 。さてとの原型的な種に

も，おのずから分布限界，利用空間の限界があ るが，やがてと

の限界を乙えた環境に適応したタイプを生じ ，分布域をひろ げ

る。つまり乙れが原種からさい しょの新 しい種を生じる過程で

ある。乙う してやがて幾種かの互いに近縁の生物が，たがいに

重なりあう乙 とな く，水平方向 lζ 並ぶ状態が見られ るようにな

る。これを同位種の形成と私たちは呼ぶのだが，種 と種との形

態上のちがいはまだ僅かであり ，分類単位でいえば同 じ属の中

に入れられるていどのものである。

ζ のような同位種の分化 と，それに伴 う生活域の拡大に は，

やがて限界がくる。その頃，同じ空間でも ，ちがった利用のし

かたをするように適応したものが出現してくる 。例 えば乙れま

で昼行性であったものから ，夜行性のものを生じたり ，環境を

乙まかく利用する 小型と ， 大まかに利用する大型とに分れた

り，同族のものを狙う食肉性のものが現れたり してくる。 分類

学でいう科てい どまでの分化は ，おおむね乙のように して おこ

ると考えられる。乙うして多くの種が複雑に組み合さった生物

共同休なるものが，一応形成される。

ζ のような生物秩序はいつまでも安定しているものではな

い。氷河時代の到来や地殻変動もお乙るし ，生物の側でも 画期

的なニュ ータイプが出現する。とのニュ ータイプは ，既存秩序

にゆさぶりかける ，つぎの時代の生物の原種である。進化史を

ひもとけば， ζ うした新時代の展開と ，それによって消えて行

った過去の種の墓標が，いっ ぱいに記されている。つまり乙れ



が進化史における安定期と ，爆発期とのくりか えしである 。

進化の問題 l乙，少 し首を つつ乙 みすぎたきらいはあるが，進

化の 決定的要因のひとつと して， "すみか " の問題のある とと

を強調するととは ，決 して無駄でイよかった と思う。

さて， ζ の問題は， ヒトの進化にもからんでいる。今を去る

7000万年，サノレと ヒ トとの共通祖先は ，有胎盤H甫乳類のホ ープ

として，まだリス位の大きさながら ，地上lζ 繁栄した。しかし

まもなく ，ネズミなどの有力ライバ J レが現れ，一敗地 lζ 塗れて

樹上へと逃げたのであ った。 幸い乙乙は競争者の少ない天国で

あって ，つぎの発展にそなえる余ゅうを与えてくれたのであっ

た。 つまりそれほど特殊化 しないで生きのびられたのである。

私たちの五本指の手が，カエJ レの手に似ている乙とでわかるよ

うに ，多くの形態専門家が指摘していると乙ろである。

ヒトの祖先が，原始的な原猿類から分れ，地上生活へと向っ

たか，類人猿型のものから地上生活へ向ったかは ，未だに決着

がついていない ，前者 とすれば，地上 2 足歩行は森林内ではじ

まったととになり ，後者とすれば，半地上性の類人猿型のもの

が，草原へ進出 して行ったさいに 2 足歩行に移った乙 とになり

草原説である 。ど ちらでもよいようなものであるが，実は乙の

ととは次節でのべるように ，建築にとっても問題になる位，重

要な 乙と である 。

200万年以降に生存していた ， オーストラロピテクスは ，発

見場所が草原ないし小森林区で本格的な森林内では発見されて

いない。 しかし ζ れは発見の難易，研究の量の追いを現すも の

かも しれない。ただいえるととは ， 乙の時代の人類の祖先の分

布は ，他のサノレの分布限界を出るものではなかった。乙の限界

をのり ζ えたのは ，数十万年前の原人であり ，ヨー ロツノペア

ジア ，アフリカにひろ がった 。火の使用によると考える人が多

い。そして乙の時すでに ，人類における同位種 le 当る，モンゴロ

イド ， コーカソイド， オーストラロイド ，ネグロイドなどカ入

水平にすみわ けでいた乙とも ，ほぼ確実になってきた 。

群れのすみかの進化

ひらたく群れといったけれど，私たちはオイキアという術諮

を使って いる。さい しょにのべたとおり ，具体的にすみかをも

っているのは ，種のなかにある個々の生活単位であり，それは

個体であることもあれば，数匹， ときには数万の群れであると

ともある。オイキアとは ，数が不定の ζ うした生活単位をさし

てい るのである。

動物はもともと単独生活を基本とするものであ った。つ まり

他の偲体にはおかまいなく ， もしじゃまになれば 排除しなが

ら，勝手に自給自足の生活をするものであった。運動器管や中枢

神経系の発達するにともない ，それは自然lζ 個体聞の "間おき

行動 " ，つ まり各個体がじぷんの生活空間を確保する 乙と によ

って生じるダイナミックスによって ，ある距離を保 って生活す

る形になってくる。間おきはやがて ，土地認識力の増大により ，

"なわばり" に進んでくる ，なわばりの原始的な形は ，オニヤ

ンマなどで5忍める乙とカ三できる。

原始的な単独生活者は ， じぷんの子でも ，卵のまま と乙ろか

まわず放りぱなしにしていた。 しかし動物のなかの子ぼんの

う， とくに高等動物ではほとんど全員 ， また植物 でも そ うだ

が， しだいに コド モやタマコーを守り育てる方向に 向っていった

のである。植物の花は， まさに乙の方向の 一つの開花なのだ

が，昆虫のなかの子ぼんのう者は ，何十という系統にわたり ，

それぞれ独立に ， ζ の傾向をおしすすめてゆく。その頂点に立

つのが，アリやハチの社会である。

ミツバチやアリの大軍は ，一見群れ社会のよ うに見えるけれ

ど歴史を辿れば全く異質のものであり ，母虫が卵や幼虫に与え

た保護を出発点としている。それはハエのように ，卵を食物の

上 lと産みつけるととからはじまり ，ついで卵のために ，特別よ

い食物を用意するととに進み ，さらに食物 と卵とを隠 とく する

方向に向う。つまり原始的な巣の形成である。との巣は改良 lζ

改良を重ねられ，ついにはパノレプや虫蝋といった防湿性耐久材

の使用に至る。一方では卵のみでなく ，幼虫の日前育に進み，やが

ては育ち上った娘たちと ，母虫 との ，共同作業 lζ 向うの である。

せきつい動物でも ，サカナをはじめ ，育児行動の例は多い。と

くに トリ ，哨乳類では100ノマ一セン トそうである。動物界の育児

行動を通観すると ，オスに負担がかかるもの ，メスに負担がか

かるもの ，両性共同で行うものなど，あらゆる型が存在する 。

以上に のべた単独生活，育児生活のほかに ，動物界では群れ

生活があるのである。私たちは ，群れとはいえぬ ， 自然にでき

る集りの例を知っている が，高等動物では ，それぞれの個体が
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それぞれの意志と行動によって，集団を形成する例が多く見ら

れる 。 乙のような集団 の形成の ，そもそもの契機は ，個体がも

っ不安を，集団 によ って解消することにあったら しい。典型的

な例はメダカの学校で あって，敵からの街威が集団形成を左右

するととが，はっきりみとめられる。

乙の狭義の群れの進化の方向は ， まずお互いの認識によっ

て，メンバーシップが確立してゆくことに示される。ついでそ

のなかにリ ーダー， フォロワ ーが現れたり ，個体聞の順位が現

れたり ，いろんな社会規制が発達してゆくのである。よくいわ

れるニホンザルの群れは ，その一つの例である。

さて以上の 3 つの傾向は ，それぞれ契機を異にしており互い

にその存在を主張する立場にある 。乙の故に 五いの融和は困難

であり ，ふつ うは そのいずれかが卓越しているが，まれに生活

のなかにうまく組み合わされて存在することがある。例えばサ

ギは木の校の上 lとささやかな我が家を営み，採食 lと出かけると

きは群飛してゆき ，食物は単独であさることに している 。 乙乙

で注意を要するのは， たといある傾向が卓越しているにして

も，他の傾向が消失しているのではなく，潜在的に存在する点

である。たとえばメダカの学校でも ，個体間隔は適当に守られ

ており ，条件しだいで，すぐになわばり行動に移りうるのであ

る。人聞の場合でも，大体において上の事実は真であると私た

ちは考えている。私たちのしごとは ， 乙れらについてその歴史

的背景をさぐり ，いずれが綴強く ，いずれが浅いものであるか

を明らかにする点にある。近どろは大脳生理学でも ，社会的本

能の所在が問題になっている。乙れはフロイド説の再認識とつ

ながってくる。フロイドの 汎性説はあまりに極端である とし て

も，人聞は理性や高級な情定、だけの存在でなく ，原始的情意 と

のバランスの上に立つてはじめて健康であり ，後者を無視すれ

ばやがて手痛い報復を受ける ζ とになるだろう。建築家はいつ

もζ の乙とに留意しておられると思う。

実は私たちにとって，人間以前の社会の歴史はあまりはっき

りしていない。前節でのべた原猿類起元一一森林起元説と ，類

人猿起元一一一草原起元説は ，そのまま社会の歴史 lζ も対立をひ

きお乙すのである。現存する原猿類中のなお原始的なものが示

すように ，はるか昔の人類の組先が主として単独生活者であっ

た乙とは，まずまち がいあるまい。そして そのつぎの段階は ，

おそらくオス ・メス共同の育児生活，つまり家族のよ うなもの

であったのではないか。このととはさいきん行われた マダガス

カJ レや南米での研究によって ，あるていど支持されたと思 う。

第 3 の段階では ， 乙の家族の成員がふえてゆき ，群れとしての

機能を果すようになったと考えられる。この典型は ニホンザノレ

の群れである。

問題は乙とから人類社会! こ至る変化過程である。人間の側か

ら辿れる古い型というのは，バンドとよばれる採集民族の社会

であ り，それは互いに血縁でつなが る複数の単婚家族の集りで
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ある。 ゴリラ の場合は ， 1 びきのオス iζ 複数のメ スやコドモの

ついたのもあれば，それがいくつか集ったよ うに見える とき も

ある。チ ンパン ジーはなおさら複雑で，開T角でt 人の流れを見る

ように一見とりとめないが，なおゴ リラ の小型群，大型群 lζ に

たと乙ろも見られる類人猿中でt 小型の原始的な種で: ある。テナ

ヵーザ. j レの一族は ，厳重な単姻型で，家族的な小集団であり ，群

れらしいものは見当らない。乙のよ うに混乱した資料を整理す

るのにつぎの二つの説がとなえられる。

第ーは ニホンザノレのような群れ生活から ， しだいにその中で

家族的なもの一一乙の場合は単婚ではないーー が形成されたと

いう説で，アフリカのマントヒヒ，中米のクモサ.ノレはその過渡

型を示すという。第二は君f れ形態 lと移るまえの ，原猿類的な単

婚型から ，人類社会は始まっており，テナガザ J レで、は以後変化

しなかったが，人類では二次的( 乙バンド型 lζ 進んだとする。前

者は群れ前成説，後者は君下れ後成説というべきであろう。大型

類人猿の場合は ，オス ・メスの体格のちがいがはなはだしく γ

るにつれ，メスの数がふえ たと説明できる。筆者は群れ後成説

l乙傾いてお り，恋愛の歴史の古い ζ とを主張しているが，なお

解決すべき点があまりに多いのである。

狭義の巣の進化

ミツバチの六角形のみごとな巣板や ，ハタオリドリの苦心の

作を見ると ，熊喫したくなるのが人情であるが，実は乙れらは

本能によって営まれ，人閣の住居とは何の関係、もない 。ヒ卜 の

進化史において，本能の段階でつくられた住居があった とはど

うしても考え られず文化の段階で始まったものであろう 。ただ

ひとつ言及しなければならないのは ，大型類人猿の巣であり ，

これは誰かに教わる必要があり ，この故に文化的要素を豊富に

もっている。生れながらにして隔離飼育をうけたチ ンパンジ ー

は，巣をつくる乙とを知らないのである。しかしかれらほど体

重のある動物が，樹上で安全に眠るには ，校を折って折り敷い

たフラッ トがなければ，危なくてしかたないであろ う。乙の必

然性の故 lζ ，すべての大型類人猿が，似たような巣をつくって

いるのである。

人閣の住居の前駆として，いちばん古いと考えられるのは ，

リーキ ーがオ ノレド ワイ渓谷で発見した ，ス トーン サー クノレに似

た石組みである 。 ζ れは 200 万年近い以前のものであるが，ま

だその用途，真疑さえたしかでない。オ ーストラロピテクスが

穴居したかどうかも疑われており ，穴居の確証は ，北京原人 lζ

始まり ，たて穴住居の遺跡は ，せいぜい数万年前と考えるのが

順当のようである。

( かわむら しゅんぞう : 大阪市立大学理学部教授)



プレハブ住宅の現状と将来

田 鍋 健

ー 仁l に プ レ ハ ブ 住 宅 と い っ て も そ の 定 義 は 極 め て 難 解 で あ り
4  0 年 4 1 年 4 2 年 4 3 年

そ の 範 時 は 僅 め て 11;[ 昧 で あ る が 、 こ 、 で は 俗 に い わ れ て い る 工 全 住 宅 建 設 戸 数 1. 000 f-丙 1. 100，伊 1. 200千戸 1. 350千戸

場 生 産 住 宅 即 ち 鉄 骨 系 、 木 質 系 、 コ ン ク リ ー ト 系 と 開 類 は あ る 内 プ レ ハ ブ 戸 数 29 千戸 35 千戸 55 阿 部 千戸

が そ れ の 例 人 住 宅 及 び 共 同 宿 舎 並 に P C 或 は P S 工 法 に 依 る 中

層 の 共 同 住 宅 に つ い て 最 近 の 趨 勢 を 観 察 し て み た い と 思 う 。

E寺三 2. 9  ｾ＠ 3. 4  ｾ＠ 4. 6  ｾ＠ 6. 3  ｾ＠

( 勉 強 部 屋 或 は 工 事 現 場 の 仮 設 ハ ウ ス も 広 義 の プ レ ハ 7' 住 宅 だ 毎 年 4 ;11IJ}'; 至 5 ，1;IJ の 成 長 を 続 け て い る 。 し か し ま だ 全 体 に 占 め

が こ れ は 一 応除いて考えだし、 )。 る プ レ ハ ブ の シ ェ ア ー は 微 々 た る も の で あ り 、 今 後 の 成 長 を 示

ま づ プ レ ハ ブ 工 法 が 社 会 的 必 然 性 に 1;51 っ て 発 達 し た も の で あ l安 す る も の で あ る 。 今 後 の 予 想 と し て は 、 毎 年 急 成 長 を 遂 げ て

り 、 建 築 生 産 の 泣 代 化 、 工 業 化 の 要 請 に 沿 って いる| 浪り、概括 4  Ｕ 年にはシェア ー ＲＰ ｾ に 達するであろう 。 斯る予想をする

的 に プ レ ハ ブ 住 宅 が1
1

1
1 びる であろうよj 手 は 誰 に も 異 論 は な い の で 所以は育 ￎｪｾ の通りプレハブ住宅に対する 一 般の認識が昂まった

あ る が 、 そ の 進 展 の 過 程 に お い て 大 き な 技 術 革 新 を 伴 っ て 、 住 こ と も 然 る 事 な が ら 、 営 業 商 に お い て 流 通 革 命 が 行 な わ れ つ 、

宅 と い う 品 質 が 高 度 に ri'j 上 し 布 来 工 法 に 依 る 住 宅 に 比 し て 遜 色 あ り 、 そ れ が 業 界 に 有 利 に 作 用 し て い る か ら で あ る 。 即 ち 本 来

な き は 勿 論 、 或 る 面 で は 寧 ろ 優 れ た も の が 提 供 せ ら れ る に 至 つ プ レ ハ ブ 住 宅 は 量 産 が 本 命 で あ り 、 之 こ そ が 在 来 工 法 に 比 し て

た こ と は ZZにT奇異である 。 さ ら に そ の 経 済 的 優 位 性 と 相 侠 っ て 経 済 的 有 利 性 を 発 揮 で き る わ け で あ っ て 、 最 近 の 需 要 増 大 に 支

需 要 を 大 い に 喚 起 し た が た め に 、 プ レ ハ ブ 建 築 業 者 の 企 業 態 勢 え ら れ て 業 界 の 中 約 1 0 社 は 量 産 体制 が 懸 っ た と 見 る べ き で あ

を 強 固 な ら し め 、 そ の 量 産 量 販 に よ っ て 、 住 宅 建 築 生 産 の 桝 造 ろ う 。 こ の 量 産 は 量 販 に 通 じ る の で あ っ て 、 之 が 為 プ レ ハ ブ 住

変 化 を 招 来 す る と と も に 住 宅 と い う 商 品 の 流 通 革 命 を 斉 し っ 、 宅 は 笑 物 展 示 に 依 る 見 本 j仮 売 、 工 業 範 囲 を 明 確 に し た 定iilli J仮売、

あ る 点 は 誠 に 注 目 に 値 し よ う 。 こ の 点 に つ い て い さ さ か 観 察 特 約 庖 組 織 を 余 儀 な く さ れ る の で あ っ て夜来工法の住宅の版，完

を 申 し 述 べ た い と 思 う 。
態 様 に 比 し て 極 め て 特 色 を な し て い る 。 ( 従 来 か ら あ る 建 売 住

ま づ プ レ ハ ブ 住 宅 の 品 質 は 何 故 急 速 に 向 上 し た か と い う こ と 宅 は 笑 物 販 売 で あ る が 、 レ デ ィ メ ー ドであ っ て 変 更 は 不 可 能 で

で あ る が 、 主 要 部 材 の 工 場 に 於 け る 予 備 生 産 而 も 量 産 が プ レ ハ あ る が プ レ ハ ブ は 展 示 ハ ウ ス を 見 本 と し て 笑 物 は お 容 の 自 由

ブ の 本 命 で あ る 為 に 、 建 築 構 造 及 び 仕 様 の 基 本 設 計 に 周 到 な 検 選 択 の 可 能 な イ ー ジ ー オ ー ダ ー で あ る 点 大 き な 特 色 で あ る )

討 が 加 え ら れ 、 安 全 理 論 が 充 分 に 取 入 れ られ 且 つ 使 用 建 材 は 次 且 つ プ レ ハ ブ 業 者 は 花 来 の 建 築 業者 に 比 し 企 業 規 棋 が 大 き く お

第 に 高 級 化 し 常 に 改 良 改 善 が 加 え ら れ る 事 は 当 然 の 帰 結 で あ る 。 容 の 信 用 度 は 大 で あ る 。 不 動 産 売 買 に 際 し て 、 此 の 信 用 は プ レ

の み な ら ず 同 業 者 間 の よ り 高 級 な 住 宅 を 提 供 せ ん と す る 品 質 競 ノ、ブ住宅 j仮 売 へ の 移 行 を 傾 向 づ け て ゐ る 。 ま た 住 宅 版 売 の 為 の

争 意 識 は 住 宅 の 品 質 向 上 の ス ピ ー ドを 一 層 早 め た と い え よ う 。 住 宅 金 融 公 庫 融 資 或 は 住 宅 ロ ー ン の 利 用 は 、 プ レ ハ ブ 業 者 が 公

と も あ れ プ レ ハ ブ 住 宅 は 完 全 な 商 品 と し て 成 長 し 、 過 去 の 一 般 廊 の 認 定 を 得 て 融 資 対 象 に な っ て い る し 、 金 融 機 関 と の 提 携 を

の チ ャ チ な 組 立 ノ 、 ゥ ス と い う イ メ ー ジ を 一 変 し 品 質 に 対 す る 認 通 じ て ロ ー ン の 設 定 を 可 能 な ら し め て い る た め 愈 々 プ レ ハ ブ 住

識 を 高 め た 事 は 需 要 の 増 大 を 招 来 し た 所 以 で あ る と 思 う。 宅 の 購 入 を 容 易 な ら し め て い る 。

更 に ま た プ レ ハ ブ 建 築 な る が 放 の メ リ ッ ト と し て 設 計 並 に 部 プ レ ハ プ 工 法 が 住 宅 建 築 生 産 の 構 造 変 化 を 粛 し た の み な ら ず

材 の 標 準 化 に 依 る 品 質 の 安 定 、 耐 久 性 ・ 居 住 性 能 の 良 好 、 モ タ 住 宅 産 業 の 流 通 機 梢 に 重 大 な 革 命 を 来 したといえよう。この革 命

ン リ ビ ン グ の 採 用 、 工 期 の 短 縮 、 ア フ タ ー サ ー ビ ス の 徹 底 、 側 の 進 行 は 住 宅 事 情 の 逼 迫 と い う 背 景 と 消 費 者 金 融 の 新 展 開 等 に

格 の 安 定 等 の 点 が一 般 の 認 識 を 昂 め つ つ あ る こ と も 需 要 の 地 大 支 え ら れ て 急 速 に ス ビ ー ト、を早めるであろう 。 従 っ て プ レ ハ ブ

に 結 び つ い て い る 。 建 築 業 界 は 自 己 の 力 以 上 に 社 会 的 恩 恵 の il Ji. に 来 っ て 急 成 長 を 遂

因 み に 最 近 の プ レ ハ ブ 建 築 の 建 設 戸 数 の 実 柏 を 見 れ ば 次 の 通 げ る で あ ろ う と 思 う 。

りである 。 ( 適 確 な 統 計 資 料 不 備 に つ き 概 数 で あ る )
( たな べ ま さ る 前 プ レ ハ プ建築協会会民、 h' !水 ハ ウ ス K K取締役村 氏)
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木 原 正 雄

鉄筋コンクリ ー ト梢遣は、その ＱＨｬｩ ＮｊＢ ￭ｽ ｊＺ Ｑ 耐火の優秀さの 他 に、ｾｦ｟ II¥j 

を 自 由 に 附 成 し得 る 手 法 として 、 近 代 建 築 の 主 な る 元 素 と な っ

て い る が 、 そ の 建 築 生 産 の 作 業 に お い て 未 だ 現 場 作 業 を 多 と す

る而 が 、 あ ま り 矛 J行を! 必ぜずに伐されている 。 H刊にの ii 主化 とと

むに 、 ￼Ｚ 機 ｹｾ 、Ｈ ie形態の変造、 '1主治の イト J' I! . 化、生活水準の li lJ 1ー

なとによリ、 fむの IrI'i T) '( 3i ; の生/) [ 二 ) j J に は ほ と ん と 介:f 'll 化 され 、 μ|

阿 '1'1二をもったマス 7 札口 の 企 業 と な って い る の に 、娃Hsi 生 政 {立 、

fiiJ ｩｩｬ｣ その ｲ ｦ ，ｾにおい て 川 Ｑｾ 然 としたものを 有 して いるのであろ

うか 。

そ れ は 、 往築 と は 、 受 託 生 庄 で あ る か ら で あ る 一一一 所 定 の 位

ji(i に一 一 所定のi I ! I i絡 で一 一 所一定 の 前一|で 、 そ し て 現 場 仕 上

げ を 必 要 と しー ー しかも 放 も 安 全 1'1てを 要 求 さ れ る 特 殊 産 業 で

あ る か ら で あ ろ う 。 こ こ に お L 、て 、他山主主 の イトヱ'11化 と同 機 に 、

建築生産におい ても ｊｂｬｾ の 千法 をｊｬ兄 Ｉ［ＱＱ して 、生産子子山化 の 万 ｬ￭ｬｪ

が !日j 発 さ れ て当 然 である。 建 設 業 界 に あ っ て 、 生 前 の千四 11.化 が

労 働 作 業 へ の 熱. 口、を il，;X少 さ せ 、 建築 労務 技 術 の ff¥; 下 一一一 背 な

が らの i J ' ) み 」さ を 誇 り と す る も の ヵ、少 く な って 米 て いる 。 従 っ

て 諸工・J'; の 労 働 力 の 減 少 、 労 務 '1
1

tの 向 IJ 港を き た し 、 主主主誕生 産 に

お い て 、 そ の 版 業 機 附 な ど 体 質 的 に 検 討 せ ね ば な ら ぬ 現 今 で あ

る。 住 宅 建 築 に あ って も 、 数 年 Ijij よ り 生 産 の 工 業化、 プレ ハ フ

化 が 採 リ 上 げ ら れ 、 研 究 され 、 実 験 さ れ 、 そ し て 今 円、 般 住

宅 に あ っ て は 、 す で に E降 iif 欽 '1'1' f昨造 に お け る プ レ ハブ、 パ ネ ル

柿 造 に お け る プ レ ハ ブ化 が 行 及 し て 居 り 、 建築 部材 の 工 業化、

規 格化、 ひ い て は 工 法 の 簡素 化 、 工 裂 の 低減、 工 期 の 短 縮 、 な

ど を キ ャ ッ チ フ レ ー ズ に 「プ レハフイ主宅 」 を 時 代 つ、け よ う と し

ている。

だ が 、 fll;1人 住宅 に あ っ ては 、 そ の 立地 条 件 、 或 は 人 各 々 の 生 活

要 求 が 呉 る と 思 わ れ る 多 く の 不 純 定 需 要 に 応 え ら れ る 計 画 生 産

カヘ とう イIFI び る の か ・・・・ー・ その I(IH久ド1: 、 ひ い て は Hoi 汽'1企がどう

なのか・ ・ の | 問題 が 残 っ て い る よ う に 思 われる。

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト柿iiE に お い て も 、 住: 主にあ っ て は 、 特 に そ の

需 要 性 に お い て 、 社屋 、 工JUIの 知 縮、 コス ト タ ウ ン な ど が 要 求

さ れ 、 プ レ ハ ブ 化 が笑: fJi さ れ つ つ あ る 。 前 述 の ご と く 、 プレ ハ

フ に よ る 建 築 部材 の 工 業化 、 規 格 化 、 最 産 化 を 計 る た め に は 、

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト梢 造 による fll ;1人 住宅 の 需 要 に 応 え る に は 、 多

間 多 様 の プ ラ ン 、 モテ ュ l レ 、 設 備 等 に 即 応 した 量 産 に安IJ るに

は 、 まだれz 速い! 惑がある 。 計画' 性 を も っ て 工事 発 注 を す る こ と

が 出 来 、 比 較 的 ま と ま っ た 品 産 軌 道 に 釆 せ ら れ る の は 、 中 層 耐
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火 の 公 共 共 |百l住 宅 、 あ る い は 社 宅 な と で あ る 。 こ れ に つ い て も 、

未 だ 、 プ レ ハ ブ を 手 が け た 企 業 ( P ，Cメ ー カー ) そ れ ぞ れ の 生 産

休 制 、 あ る い は 発 注者 側 の 設 計 計 画 、 相 互 間 の 方 針 が ま ち ま ち

であ り、ＱＧ￬ ｉ ｊ ｾ ｊ 切を脱するに従 っ て 、 調整され計画性ある 立案の

もとに 推 進 し て こ そ 、 プレ ハ ブ 化 、 工 業化 の 目 的 を 達 成 し 得 る

と思う 。

I(u;j 火 附 造 の プ レ ハ フ と H乎ばれる中に、 P . C 工 法 が そ の 代 名 詞 の

ご と く な って い る が 、 鉄 筋 コ ン ク リー 卜 壁 体 、 床l坂 を 工 場 で 製

作 し、 建 設 場所 に お い て ク レ ー ンによ っ て 建 て 起 し 、 ジ ョイン

ト部分 を 時 接 して 組 立 て る 工 法 で あ る 。 こ の 工 法 の メ リ ットは 、

まづ一一一 工 場 で 版 を 製 作 す る の で精 度 の 良 い 事 で あ り、サ y

シユ 、 ?正気 工 事 の 配 管 な ど を 製 版 H寺に打込むので、後付ーけに比

しておさまりが工u rfi で あ る ま た、 コンク リー 卜の品 T空が

硲 保 され 易 〈 均一 なる 強 度 の 版 を 期待 出 来 る一一一 版 の 打 仁 り

而 が 良 い の で 、 外 壁 あ る い は 内 壁 の 左 官仕 上 げ が 省 か れ る

施 工 誤 差 が非 常 に 少 い の で 、 内 装材が規格化し易し、 。 以 上

の 点 で 、 建築 工 事 の 各職 種 が 不 足 し て い る 現 有 に お い て 、こ の

工 法 に よ り 、 労 務 工 程 を 少 く し 、 工 事 費 の 削 減 を 計 る 方 向 に あ

る。 ( 一 般 工 法 に 比 して 、 現 場労 務 で は5 4 %、 総労 務 者 数 で 35

% の 軽 減 ) だ が 、 こ の 工 法 の 鎖 ( ， 点 を 挙 げ る な ら ば 、 製 版 の 工 程

」二、 建 物 平 而 に あ ま り 多 く の パ リ エ ー ン ョ ン が 考 え ら れ ぬ 事 で

あ り 、 ま た 量 産 を 目 的 と す る と い え ど も 、 す べ て の 建物 が プレ

ハ ブ で 出 来 る わ け で は な く 、 ま た そ う あ る べ き で な い 。 そ し て 、

壁 体 、 床 版 の 組立 て に あ た っ て の 燃接 の 精 度 が 建 物 強 度 を 左 右 す

る の で 、 こ の 点 の 注 立 が重要である。 一一一 こういった、 P.C

工 法 の 利 点 、 欠 点 を 有 し な が ら も 、 今 日 の 住 宅 政 策 と し て 量 的

に そ の 需 要 に 近 づ け る た め 、 ま た 労務 引 の 高 IJ 携に も 対 処 しコス

トタ ウ ン を 計 るべく 、 この 工 法 を 育 成 す る 努 力 が 続 け ら れ て い

る。 住 宅 公 団 で は 、 す でに 東 京 - 大 阪 に お い て P. C '1コ屑 住宅 が

数 多 く 建 設 さ れ て お り 、 公 営 住 宅 に あ って は 全 国 的 に 、 軌 道 に

釆 せ よ う と し て い る 。 最近、 中 層 共 同 住宅 工 業化 推 進 近 畿 地

区委員会もしばしば ｉ Ｚ ［ｾｊ 似 され 、大阪府 は率先その 推進 にあた り

モ デ ュー/ レ の 規 格 化 、 発 注 、 受 注 相 互 ! 惑 の コ ン ト ロ ノレ、など

を検 討 し 、 現 花 そ の調 務 の 第 1 段 階 に 入 っ た と こ ろ で あ り 、 生

産 、 流 通 、 需 要 の 合 理 化 に 対 応 す べ く 斯 界 の 人 々 の 、 技 術 開 発

の 推 進 、 計 画 設 計 の 流 通 に 今 後 も 努 力 が 続 け ら れ て 行 く で あ ろ

フ。

( き は 句 ま き お 円本 ft :i S公開 大 阪 支 所 設 計 課 長 )



中高層量産住宅

大成テイルトアップ工法

の成果

大 成 テ イ ル ト ア y プ 工 法 は 、 昭和 30年 頃 か ら 大 成建 設 ( 現 花 大 成 フ・レ

ハ プ ) によ っ て 開 発 に 渚 手 さ れ 、 以 後 建 設 省建 築 研 究 所 及 び 日 本 住 宅 公

聞 の 協 力 を 得 て 慎 重 、 確 実 な 研 究 の 上 完 成 さ れ 現 在 日 本 の 住 宅 政 策 に 限

りない貢献をしている。

建 設 省 の J l ヶ 年 計 画 に よ な ぱ 昭 和45年 ま で に 670 万 戸 の 住 宅 を 建 設 し 一

世 帯会 住 宅 を 目 標 に し て い る が ニ れ に 多 大 の 貢献 と 実 績 を 生 み 出 し て い

る の が こ の テ イ ル ト ア y プ 工 法 ( 大 型 P C 版 組 立 工 法 ) で あ る 。

然、一 次 大 戦後 、 世 界 各国 の 先 進 諸 国 に よ っ て そ れ ぞ れ の 方 法 で 中 間 層 プ

レハブの 開 発 が 行 わ れ 現在 で は 住 宅 生 産 の 主 流 を 占 め つ つ あ る の が 現 状

である。

ソ 述 に 於 て 中 高 層 プ レ ハ プ の 本格 的 採 用 が 行 わ れ 出 したのは、 1959年 の

ｚ ｊ ｾ であり、奇しくも同年日本に於ては大成 プレハプ が住宅公団とタイア

y プして、 2 階 建 の テ ラ ス ハ ウ ス か ら i; J : i l E が始まった。次いで翌翌年には

大 成 建 設 技 術 研 究 所 に 於 て 我 国 初 の 4，階主! ) ; 中 j習プ レ ハ プ が 完成し、こ の 笑

物 実 験 に 於 て 関 東 大 震 災 の 2 倍 以 上 の 渓 皮 に 充 分 耐 え 得 る 事 が 証 明 さ れ

た。

こ れ は 地 震 国 日 本 に 於 け る中 高 層 プ レ ハ プ の 夜 明 け と 云 え る だ ろ う 。 こ

の 耐 筏 性 の 解 決 に 払 わ れ た 努 力 と 成 果 は 日 本独 自の研 究の 成 来 の II品であ

って 、 世 界 水 準 を 抜 〈 プ レ ハ プ 技 術 の 進 歩 と い え る だ ろ う 。 そ の 後も主! ) ;

段 省 建 築 研 究 所 と 日 本 住宅 公 団 の 熱 窓 と 協 力 の 中 で 更 に 苛酷 な 実 験 が 行

われて、 H召和39年 に よ う や く 住 宅 公 団 作 主 主 部 団 地 に 於 て 中 高 府 プ レ ハ ブ

に よ る 量 産 が開 始 さ れ る に 至 っ た 。 そ の 後 続 々 と し て 公 団 ・公 社 が 中rE

層 プ レ ハ プ を 採 用 し 、 現 在 公 団 ・公 営 住 宅 は 会 建 設 個 数 の う ち 17% が プ

レ ハ ブ で 占 め る に 至 っ て い る 。 中 高 層 プ レ ハ プ の 需 要 は 年 々 急 速 に 高 ま

っ て き て お り 、 そ の 重 要 要 性 は き わ め て 大 き く な っ てきている。

そ れ で は 何 故 中 高 層 プ レ ハ プ が か く も 急 速 に や11
び て き て い る の で あ ろ う

か。その第 Ｑ の理由は建築 ｉｲｴｦ ＺＺｴｦに於ける労働 ｾ ｊ ｯ［怖の 問題 があげられる 。

日 本 の 急 速 な 経 済 成 長 に よ っ て 建 設 産 業 ー も 急 激 に 成 長 を と げ て き た 。

方主E築 産 業 に 従 事 す る 熟練 労 働 者 の 絶 対 数 は そ れ ほ ど 増 え て い な い 。

し た が っ て 労働 力 の不足、n金 の 高騰 をす召さ、建築コストが必然的に rE騰

しつつある。

も は や こ れ を 打 解 す る 方 法 は 建 築 産 業 の 工 業化 に よ る 以 外 に な い の で あ

る。そこで生まれたのがテイノレトア y プ 工 法 す な わ ち 大 型 P C 版 に よ る

組 立 工 法 で あ る 。 こ の 工 法 は あ ら か じ め 工 場 に 於 て ベ ッ ド の 上 に 盟 ワ ク

サ y シュを 固 定 し 、 更 に あ ら か じ め 組 み 立 て ら れ た 鉄 筋 や 配 管 、 つ り 上

げ 用 金 具 接 合 部 の 金 物 を 配 置 す る 。 次 に コ ン ク リ ー トを打設する 。

パ イ プ レ ー タ ー で 均 質化、 表 而 仕 上 の 後 蒸 気 で Iぬ養成を行う皇翌日卸ワ

7 を は ず す と 、 す で に 130 - 150 勾 パ 日 の コ ン ク リ ー ト 版 が 得 ら れ る 。

こ れ が現 場 に運 ば れ 、 す で に 出 来 上 っ て い る 基 礎 の 上 に 1 日40{Jl: の押l で

建 方 が始 ま る の で あ る 。 完 成 す る と コ ン ク リー ト版はすでに 250 勾/ 州

以上ｾｾＱｉ支 が 出 てお り、 そのコンクリ ー トの ， ｾ，Ｇｩ Ｇｬ と村度は抜鮮のものが符

ら れ る 。 し た が っ て 普通 工 法 の 壁 式 工 法 は 、 18酬 の 段 厚 が 要 求 さ れ る が

テ イ ル ト ア ソ プ 工 法 の 設 計 法 準 に よ る と 15酬 で あ る 。 工期 に関 しては 24

戸 の ア パ ー ト で着 工 か ら 完 成 ま で 4. 5 ヶ 月 で 将通 工 法 に く ら べ る と 2. 5  

- 2 ヶ 月 の 短 縮 で あ る 。テイノレ トア y プ 工 法 の 生 命 で も あ る ジ ョ イ ン ト

は 大 地 袋 な ど で 予 想 さ れ る 外 力 ( 鉛抗 力 と 水 平 力 ) に 十分 抵 抗 出 来 る よ

京都長岡天神団地

う に 計 算 し て 設 計 さ れ て い る 。 す な わ ち 水 平 接 合 は 接 合 さ れ る ほ と l米に

工 場 製 作 の と き に あ ら か じ め そ れ ぞ れ の 板 に 出 め こ ま れ た ア ン カ ー 鉄 筋

を 溶接 す る 。 こ の - 1問の桜令官I1の 耐 力 は 笑験 上12. 6 ト ン も あ り 、 実 際 は

設 計 上 6 ト ン で 充 分 と さ れ て い る も の で あ る 。 又鉛直接合の方はその、

接 合 の 数 は 断力を接手干 の許容耐力で ￬ ｬｾｊ っ た数値で決めるが、この按令

部 は 工 場 で 製 作 す る H寺、 コ ッ タ ー が 作 ら れ そ の 按 令 部 に ジ ョ イ ン ト 鉄 筋

が埋め込まれており、これを現場て ･ 溶接し、更にｾワクをあててこのジ

ョ イ ン ト 部 分 に 豆 ジ ャ リ コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る の で あ る 。 一般 的 に 接

合 部 分 は 笑 験 他 よ り も か な り 大 き な 余 裕 を も っ て 設 計 さ れ て お り 、 耐LZ

性 に つ い て は 一 般 工 法 よ り も 考 え 方 に よ れ ば 安心 で あ る と も い え る ゆ え

んである。

こ の よ う に 耐 波 の 問 題 に つ い て 悦 露 に 研 究 が 進 め られ た 結 栄 目 本 の 小 山

層 プ レ ハ プ は 多 少13日発ま でに l時間1を 要 したが現1 ' E に 於 て 、 い ま や そ の 技

術水準は全世界注目のま とで欧 州や東南 アジアから 研究 の引介や仕 ・ ｊ ｾ の

依 頼 も 地 え て き て いる。王lI.1E 海 外 に 於 て 、 大 成 プ レ ハ プ は 芥 浴 政 庁 発 注

の 16階建アノマー ト の 建 設 を 行 って 必 り 、 こ れ は ド イ ツ 、 フ ラ ンス、 英 国

の 業 者 の 最 も 注 目 し て い る も の で あ る 。

ソ 述 の 建 設 大 臣 を 中 心 と し た 祝 祭 団 も 来 日 し 、 テ イルト ア y プ 工法 を 見

学 し 、 そ の 精 密 な 仕 事 内 容 と 刊 し 、 技 術 水 準 に 自 を 比 は って 帰 国 し て い る 。

現 夜 、 大 成 プ レ ハ プ で は 数 年 前 か ら こ の テ イ ル ト ア ソプ工法 の 特 ，i午を宵

公 IT に は 公1mして住宅政策の維i . f 主に貢献すると同時に肉ら、千梨、東京

( 相 校 j京)。 名古屋、京都に工場をJ i ' 1設 し 、 日 産24戸 11三l: iJ 8 .000戸 の 中rz

府 プ レ ハ ブ 住 宅 を 建 設 し て い る 。

最 近 、 民 間 の 需 要 も 目 ざ ま し く 社 宅 、 独 身 授の 建 設 も .l¥"'t ノマ Ji' 1大 し て き て

いる 。 特に興味ある と ｊ ｾ は民 ｉｦ Ｍ ｮ の分譲ア ｊ マート Ｗ ンションの 矧 の 受ｩＧｴが

l i ' ) えてき ており、不動産業界の新しいプレハ- ; ; _ ァ，マートの活用が円必ち

{ まじゲ〉た 。

こ れ は 一 般 大 衆 に 中 日 前 ア パ ー ト が広 〈 理 解 さ れ 、 認 識 さ れ て き た ー つ

の 証 拠 で あ っ て 、 従 来 の プ レ ハ ブ と い う 言 築 か ら く る 腕 弱 さ の イ メ ー ジ

は中高層プレハプの出税によ って 大幅に修正され てきている Ｇ ｊ Ｇ［ は・ ｊ ｾ 突で

ある。

これからの住宅建設について袋求される ｾ ｊ ｾ は、 Ｑ Ｑ Ｑ に ｊ ｬ ｫｬｽＷｾ という Ｇ ｊ ｾ だ け で

な く 新 し い 観 点 に 立 って 住 宅 の 質 的 な 内 容 の 1" ) J二という ・j¥であろう 。 そ

こ に は 将 来 の 展 望 の 上 に 立 っ て11明性的ヒ ュ ー 7 ン な 内 作 を 必 要 と す る 。

大 成 プ レ ハ ブ は こ の 観 点 に 立 っ て相 当 な 資 金 と ス タ ソ フ を 投 入 し 、 こ の

技術の成果をJ t l J し て 研 究 努 力 し て い る 。 そ し て そ の 成 - * は 将 米 雄2語版業

の 合 理 化 と 社 会|井! 発に於 て 鈴 々 そ のm要性がJ i "1して〈るだろう。

毎 大 成 プ レ ハ ブ 株 式 会 社
本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 2 - 4

電 話 ( 03) 56 1- 974 1  

大阪営業所 大阪市東区南本町 4 - 20 

雷 話 ( 06) 25 1- 2053 
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オーダL ーの住みごこち

だから、ご用命が多いのです

7

z

E

 

生 命 保 険 付 長 期く 20年 〉 返 済 住 宅 ロ ー ン取 扱 い

ロ ー ン 返 済 中 に 、 も し も の 事 が あ っ た と し て も 、 ご 家 族

に負担が力、力、らない生命保険付長期< 20年 > 返 済 住 宅 ロ

ーンを採用。

住 宅 金 融 公 庫融 資 と 併 せ て 、 永 大 独 自 の 生 命 保 険付 住 宅

ロ ー ン 、 各種 銀行ローンをご活用下さし、。

住 ま い の 常 識 を 破 った 永 大 の 本 格 派 住 宅 ‘ 日 光 φ

オ ダ よ り 外 観 が モ タ ン 、 オ タ ー よ り 内 装 が し ゃ れ

て い る 、 オ ー ダ ー よ り 間 取 り が 合 理 的 と い っ た 優 れ た 点。

そ れ は も う 、 新 し い 住 ま い に 挑 戦 し た 家 だ け に 、 魅 力 あ

る 数 多 く の 持 微 を 備 え た 建 築 界 の 傑 作 と も い わ れ ます 。

特 徴〉

食 100 プランの平面計画が用意されています 。

会天井は高仁屋慢はカ ラー洋瓦使用。

食壁 l主主重4荷造、断熱、防音効果に すくれています。

特に断熱効果は 一般木遺に比べて 31音。

食セ ン トラルヒ ーテ ィングができる近代的情造。

木 質 系 プ レ ハ フ 住 宅 金 融 公 庫 承 認 第 1 号 だ け の こ と は あ

る 入 居 者 の 皆 様 が 、 そ う お っ し ゃい ま す 。

当 に 住 む 人 の 気 持 ち を考えて白宣言十さ れている力、どう力、

を 知 る 方 法 は 、 す で に 入 居 し て い る 方 々 の 芦 を 聞 く こ と

が、も っと も 適 確 で す 。 その点、永大の各種ハウスは、

好 評 そ の も の で す 。 和 風 と 洋 風 の 特 徴 を 科 学 的 に 融 合 さ

たH量れ た偽 造 の 家 だ 力、らで す。

- 永 大 ハ ウ ス 主 要 商 品

永大の本格派住宅日光 永大の高級住宅( 大樹)

永大のマイホーム若葉 永大の愛妻ハウス ( ポニータ )

永大の仲良しハウスキャ ッスルツイ ン 永大のデラ ・y クス勉強部屋(キャy スJい

永大の勉強部屋 ( スタ ンダード) 永大の新バ ンガロー( ポピー)

a1' i::J-ーた住宅

永 丈 産 業 格 式 会 員 ぐ ハ ウ ス 団 地 事 業 部 J 大阪市南区，じ、制的i'j 2 の47 (戎fr!i i ビル) T E  L 06( 213)  1190- 3  

東 京 営 業 所 * 京 行11千 代 111区 内1" 1' 川 3 の 9 の 8 (1" 1

'

栄 ピ ル ) T E L  03( 252) 65211代)

名 古屋 営業 所 才1古 J-ul l 中 区 南 武 1問 T1の12 (* illl 建築文化セノター ) T  E  L  052( 251  ) 4868- 0 

大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 2 の 47(戎 柿 ピ ル 2 F )  T E L  06(213) 1180- 7  

広 島 営 業 所 出 !;: i rl i  ji r 人 川 I I 阿 2 高 7 ｾ［＠ T E L  0822( 32) 0201(代)

福 岡 営 業 所 副 |品I rfi *  浜 田r 2  r  1-1  T  E  L  092 ( 64 )  5586 

支 所 1i11f，' 0222(  57) 7521- 4 二i 打|川 0286( 3) 4638 千 葉 0472( 61) 5231 崎 玉 0488(82)4367

問 iJ'，' ) 45( 651)2961  dl i * 0559( 31  )2409-- 10  古下|日10542( 55 )1351  ｾ Ｉ ｩ ｩ＿ｾ＠ 0252(44 )7111 

岐 阜 0582( 3  )2115  1" 1') ;  078( 55 )2641- 2  1: t. 1，11 0862( 23) 6490  

カヲ ロヲ請求券

建築と 社会 9 月号

永 大 ハ ウ ス
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。 住 宅 金 融 公 庫 認 定

不 燃/ 鉄 骨 造 官事ス..， 1¥':1ス

安建築工業化を推進する積極的な工ンジニヤリンク、=マーケッテインク、活 動

昭和 I35.{1三 8 月 の 創 業 以 来 、 当 社 は 一 食 し て プ レ フ ァブリケー

シ ョ ン に よ る 建 築 生 産 に 携 っ て ま い り ま し た υ 幸 い 、 この間

に当 相 が 稲 続的 に 展 開 し て ま い り ま した f エンジニヤ リン グ =

7 ー ケ テ ィ ン グ〉 南 酬 は 、各方面から高〈ご、評fill i t 、ただ き、

め ざ ま し い 業 績 の 伸 長 と な っ て 現 わ れ て お り ます υ 現 行 、七

キ ス イ ハ ウ ス は 情l人 件 宅 に 15，OOQ戸 以 上 の ず ば ぬ け た l/ili 工符IJ

積 水 ハ ウ ス 株 式 会 社

東 京 営禦 所干 Ｑ ＶＰ 東 京 師新 ｦｩｩｬ ヌ ｦＧｊ 符 Ｒ 丁 目 ＷＳ 借地 ＨＡｾ 布 ｬ ピル Ｉ 地 03- 342- 72211川

大手 町 営 雛所 〒1 <10 東 京 市 干 代 問 医 大 手 町 I T n l 撚I也 ｾＱｊＺ＠ 03- 2 11 - 1621刷

新 宿 営 難 所 〒 160 東 京m新 街 [;(f'J >ll・2 丁同 86帯 地 ( キルビー学院内 } 地 03- 342- ＳＸＶＴ Ｇｊ ｾ Ｑ＠

大井 町 営 雛所 干 140 東京都品川[ ; ( 大井町 I T 伺 日前地

京 橋 営 難 所 干 104 東京都中央[ > [ 京綿 2 丁円 l 帯 地

千 葉 営 難 所 干 208 千 葉 市 新 下策 2 丁円 l 帯 地

仙 台 営 難 所 干 980 仙 台 市 二 円関T 9  2 係地

横 浜 営 難 所 干 23 1 愉 浜 市 中 [>[It 育関T 1  T I'l I白書存地 ( 消 ホ ピ ル )

繍 浜 展 示 場 〒 232 愉 浜 市 中 I買万代町 1 丁同 26 帯 地

静 岡 営 業 所 干420 静 間 市 紺 li ! 町 7 帯地 [ ゴ ー ル ヂ ン 街第 一 ピル)

静 岡展示 場 干 ＴＲ Ｐ 静岡市 ｬｾ 洲 Ｓ 丁円 ｬ 帯地 Ｒ ＼Ｑ丹 ｦ カネポウ通り Ｉ

浜 松 営 難 所 干430 浜 松 市 中 沢 町75併J由25号

屯 ＰＳＭＷＷＴ ー Ｑ ＲＰＵ ｊ ｊｾ Ｇ

o'tl 03-562 - 5761 

41- 4460 

・官 0472- 27-5686 

1tl 0222- Ｒ Ｑ ＭＶＲｕＶ ｈｾＱ＠

'i!l 045- 641- 2306問、

ほ ＰＴＵＭＶＸ Ｑ Ｍ ＴＳＲ Ｑ ｉｊｾ

'，ti: 0542- 55- 34211代 1

![i '  0542- 85- 8822 

71- 48 18  

市 0534- 72- 2921 

をもち、枝 、社宅 、 事 務 所 、保養所、 |芙院、旅館・などの企業

施 設 、 商 業 建 築 と し て も 数 多 く ご 採 用 l頁いています υ 当社 で

は、さらに高度の新妓術の( i J f 究 1m発 、新 市 場 の IJ 日拓につとめ

るととも に 、 持営 の 近 代化 を 併 し す す め 、 より 111広 い 事 業 内

符 を も っ た 総 合k!%W! 会キ |と して飛脚すべ〈、: < F : f l を あ げ て 明

力 s l しております υ

名 古 慶 営 雛 所 〒 450 才"I' ，};lr 打中村 [>[1，よ J ド閲T 3 T n  88刊号J也(大名占樹ピル) 泊 ＰＵＲ 司 ＵＶＳＭ Ｔ ＸＷ Ｑ ｉ ｊｾ Ｇ

東 山 展 示 場 干 464 ｾｲ＠ Ilil ;1 市 下 抑 1" 点山) l j j 4 T r l 2 帯I也 市 052- 781- 4810

京 都 営 量 産 所 干 604 J;' r.l ldi  '1' ｊ［ＢＢ 御池通 ｴ ｲＮ ￭ｈｾ 入ル向日町 ＲＰＶ［ 冊 ｉ 也 o'tl 075- 2 11 - 534]( 仰

大 阪 営 業 所 〒 530 大 阪 市 北 l耳 ド江凋T2了 円 2酢I曲以 匝国間貿易セ ンター) 1!l ＰＶ ＭＴＴ ＳＭ Ｑ ＲＳ｝ｻｊｾ Ｑ＠

4840 
四 y 機 営 質 所 千 550 大阪市阿[ > [ 新町南通 1 T I'l 8 6 帯 地 泊 06- 532 - 49i:i 

北 大 阪 営 難 所 〒 53 1 大 阪市 大 淀 医 大 淀 町 同" 2 T fl 2 帯地 ( 大阪タワー肉) 地 06- 451  - *m 

m営 難 所 〒591 J ' / I 市有汚瓜赤畑町 I 丁 円 36帯 地 活 ＰＷＷＲＲ ー ＵＲＭｾｧｧ｢

神 戸 営 難 所 干 651 神 戸市主事合 f}( 小 野柄 通 8 T f l l - 4 (三 ノ 符 ピ ル ) 唱 。 ＷＸＭＲＳＭｾｾｑｬ
9339 

岡 山 営 難 所 干700 岡 山 市 大 I j l 46 需 地 f磁 村 ピ ル ) '，'U: 0862- 24- 8141 

岡 山 展 示 場 干700 岡 山 市瓦 町 3 帯地 γU: 0862- 22- 4709 

41- 6375 
広 島 営 難 所 千730 広 仏 市 大 手 町 3 了円 l 需 ( 消 水 ピ ル ) 市 0822-

43
_ i67'i 

鶴 見 橋 展 示 場 干 730 広 川 市 僻 見 町 3 需 2 0 号 γ日 0822- 43- 9184 仇

徳 山 営 難 所 干 745 徳 山 市 木 町 l 丁同 2 0 帯 地 { 秋 山 ピ ル ) 泊 0834- 2  - 4622 

28- 4684 

掴 岡 営 難 所 〒 812 ｾＧＮｬＡ［ｩｉＩ市綱場町 ｉ 需 l 号 ( 第 一 生 命 ピ ル ) 市 092守 29- 8631

梱 岡 展 示 場 干 812 tM間 市 IIJI 治 町 3 丁同 34 帯I也 市 092- 41ー 1524
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快適な住み，心地

u 也づく リ' ギ づ く リ jJ i づく リ J、刷 l ' 、ウス / ) ( 布iI .tlJ I!!

これカずダイワハウスのテーマです

- 余 裕 を も っ た 合 理 的 な 間 取 り

一 家 団 ら ん を 楽 し め る 広 い ダ イ ニ ン グ リ ビ ン

グ 。 お 子 さ ま に は 独 立 し た 勉 強 部 屋 。 ま た 台

所 ・洗 濯 場 ・勝 手 口 な ど を 結 ぶ 動 線 を 短 縮 し て

奥 さ ま の 労 働 を グ ン と お 楽 に しまし た 。豊 富

な プラ ン が そろ っ て い ま す か ら 、 こ' 家族数、

ご 予 算 に あ わ せ て おi塁 び く だ さ い 。

・ 室 内 は つ ね に 理 想 的 な さ わ や か さ

ダイ ワハ ウス は 壁 や 天 井 を 断 熱 材 で お お い、

さ ら に 完 全 気 密 構 造 で す か ら 、 戸 外 の 暑 さ 寒

さ を よ せ つ け ま せ ん 。

も ち ろ ん 騒 音 ・湿 気 も す べ て シ ャ ッ 卜アウト 。

し か も 各 部 屋 の 換 気 レ ジ ス タ ー が 室 内 の 空 気

を、つねに華' I i ' 東洋にf呆 っ て い ま す 。

・ 地 震 ・台 風 ・火 災 に 抜 群 の 強 さ

高 層 ビル と 同 じ よ う に 構 造 計 算 を さ れ た 設 計。

骨 組 は 完 全 防 錆塗 装 を し た 鉄 骨 構 造 で 、 と く

に 軒 桁 ・土台など家屋の“ 要" となる部分には

重 量形 鋼 を 使 用 し て い ま す 。 ま た 外壁 は類 焼

の お そ れ が な い 不 燃 性 で す 。 このよ うにダイ

ワ ハ ウ ス は 耐 久 力 ・ 安全 性 に ず ば抜 けた 特 長

をも っ て い ます 。

q : .-，-_:) 民，. . ，: 2

住 宅 金 融 公 庫 承 認 不 燃 / 鉄 骨 造

ゆ 大和八フス工業株式奮a1

本- 11: / 大 1: 1< oI i 州 |メ liu! ｾｊ［ 主ＱＧ｜ｩ ＧＱＧ ｀ Ｑ Ｍ ＴＰ @ ( 532) 人イにぷ6351

量列日f!史l! 1得時件二 3り;. 550  

4点，C J以j( よ文;i(-1ω4判1: / 見点恥 ｌυＳ 品［ＨｲＮｊ Ｑ附ＧＱ ｾ Ｚ

郎 i凶史 ;得性 Lり; 1凶50

その{ 他也 f全片 lい凶i叫司 i  史安'm郎|目i川lバ山li に 5日11.山.'訂iiのネ γ  トワ 一 7

1 中 高 層 プ レ ハ ブ ヲ f ヲ 3 ヨu ト句、ミ、叶

70 

画期的な 中高層プレハブー =ダイワフラッ ト

〈いこい〉は工期の短縮、経済性の追求、優れ

た居住性をもっています。 会社の寮、社宅は

もちろんのことマンションをはじめ各手重の用

途に満足していただけます。



• 測，

フ リ ー サ イ ズ の プ レ ハ ブ 住 宅

三 ヲ ワ ホ - ( : .

ミサ ワ ホ ー ム 部材 販 売 に よる

5  . 3 ・2 経 営を ご研究く ださ い

新 し い 住 宅 建 設 経 営 は

@ o@ o2 経 営

f f : 宅辺諸皆殺営のネ y クは、なんとい っても抜術者の不足にあ ります υ このため手

r:: Jの高騰 、受注の不安定、平 IJ訴の低下、 l司収不能 、i信任の断力日などによる 1' E宅建

築の約営パランスが苦しくな っています ω 1F . 宅の施工 ・資 材 ・手IJ 訴のバランスは

6 . 3 ・1 が普通でしたが、 ますます利主主の占める割合が減少しつつあり、早〈総営

の体質改善をしなければなりません υ そこでミサワホームによる新しい性宅技術

5 ・3 ・2給単をおすすめします υ

それはミサワホームの木質パネル接ずf工法により吉JI 材が施工tJ をカバーしますか

ら 5 ・3 ・2 の新しt 、バランスが生れるのです υ そしてこのほど部材販売制度を

的立しましたので、ミサワホーム部材による販売 ・施工と 5 ・3 ・2 経営をご研

究〈ださい υ

5 ・3 ・2 経 営 を さ れ る 場 合

・ ミサ ワホ ー ム の パ ネ ル と 部 材 を 使 って い た だ き ま す

. 木 質 プ レハ ブ で す か ら 木 造 の 技 術 と 知 識 で 充 分 で す

. 工期 は45目、 大 工 手 間 は 3. 3 m' 当り 3 人 で す み ま す

. 部 材 は 、 長 期 金 額 ロ ー ン を 利 用 す る こ と も で き ま す

］ｾＭＺｊホＭｦＺＮＮ

三 ヲ ワ ホ - L 株 式 禽 赤 土

本 社 東 京 都 新 i ( i PZ " ( 件衆町 l 官 03 (352)  734 1  (大 代)

東 京 広 東京都新iril 実丙 大 久 保 1 - 4 6 3  官 03 (363)  7  5  5  1  ｦ ｲｾ Ｇ＠

大 阪 唐 大阪市北灰日沼田T 2  2 7 キ ヤ ピ ル 雷 06 (313) 2  0  9  1  ｦ ｲｾ＠

常 設 展 示 場 大 阪 市 大 法 灰 大 淀 町 南 2 - 2 雷 06 (458)  2  1  4 4 1f t  
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覧
ン阪 神 間 で分 譲 中 の 主 要 マ ン シ ョ

a⑪ 

山

線

線戸急 神阪

阪

急

今

津

線

1(0) 

a⑬ 

a③ 

地 図 番 号 日 l丙ァ ，< ート名 1'，斤 イ正 I也 峻コ こー ｻｾｾι n.J] ノI 入1  せ 込 み 先

1  ; 塚 口 コ ー ポ ラ ス 尼 崎 市 塚 口 4 - 1  6  'ノー.じ.  IJ)(: 11 生 不 動 産 京 区 Z吉 郎 防 1 202 - 0514  

2  阪 急 西 宮 マ ン シ ョ ン 西 宮 市 南 昭 和 町 1 0  5  7t: じ l蕊 阪 急 不 動 Ni 北 区 日 垣 IIIT 16 313  - 3341 

3  メ ゾ ン 甲 子 関 西 宮 市 二 見 IIIT 1  5  3  )tじ- l占L {主 友 ｐｾｦ￯＠ 'J'; 京 区 北 浜 5 - 1  5  203 - 1221  

4  'fl 子 凶 分 J1t 7 ンション 西 日 市 中 仏 IIr[ 1  o  1  
'フi じ-'  IJ:比 品1: {主 M 1/4 ':: ¥ TIi 'P J'孔 図 1

( 0798。)  
66 - 0721 

5  コ ー プ 巾 -[- [，i[ I1Li ＧＺＭＺ ｾＮ＠ r打 'T' [- [羽 3 - 1  4  2  44正p 3 J J  野 村 不 動 産 京 区 平 野 III[ 2  - 1  0  231 - 7441  

6  香キ戸国シーサイド ・ヴィラ 西 日 t ! i 阿 波 t 1:. 1s1' 1  
。'ノー.じー l求 阪 神 不 動 産 北 区 村 上 111 IUT 4  7  361- 1171 

7  香 炉 図 フ ラ y ト E四
'{;・;y;

可7 .lJii i  り} H円 8  ';三じ一-
成 住 友 不 動 産 米 区 北 浜 5 - 1  5  203 - 1131  

8  香 炉 図 コ ー ポ ラ ス 内 山 市 川 illj 1111' 5  - 9  44i! 三2 FJ ニ チ モ プ レ ハ プ 北 区長' .f'l{ 山奇 '1' 1  - 6  6  312- 3271  

9  ニ ュ ー 夙川 7 ンション i国 富 市 百 五 ; 塚 III T 2  - 1  フ-三巳=  ，jJt 三 菱 伝 託 銀 行 東 区 本 IIIT 4 - 2 7 252 - 1341  

10  芦 屋 ロ イ ヤ ル ハ イ ツ 戸屋市計 ｉ ｾ 司 ＱＱＱ ＱＧ 3  3  4  43年 10月 ヨE 毛 illt 業 束 区 京 情 2 - 1  5  942 - 2312  

11 ン ヤ 卜 一 戸 I-r.' ，ｾｾ屋市朝日ヶ丘 ＲＳＴ j主じJ  

成 オ リ エ ン タ Jレ興産 東 区 安 土 町 2 - 1  2  251 - 2455 

12 
rγ 

イ フ l-r.' ，"， W ｴＡ ｩ ・ ｉ ｾ 111 11汀 1 2  43年 11 FJ  l ー メ ン 不 動 産 東 区 瓦 町 2 - 6  4  203 - 1351  

13  芦 屋 松 浜 ハ イ ツ 戸以ｴＡ ￯ 松 ｩｊｾ 1111' 5  7  44 .11ニ2 JJ 以 谷 川 工 務 I，'i 以 I;{ 平 野 1111' 5  - 4  0  203 - 5661 

14  芦 屋 ゾ ー ト エ リ ア ，= Lii !処 111 1  ，ノ lしJ IJ:比 )1・ 不 ! f i)j ｊￌＩ ￏ 北区ＧＱ Ｇ 之 ｉ Ｚ ，ｾ 3 ー 5 443 - 4107  

15  イ王 LIJ コ

フ。
神 戸 市 東 灘 区 本 山 IIIT 1.11  j11 

，ノEじ・
1占L EI '七 点; 区，:': j ｉｴｾ 桁 Ｑ - 4  202 - 5741 

16  Ip 南 コ ー ポ ラ ス 神 戸T ! i 点機区本 山 111[ 森下 I!.!:i 之 1IJ'j 43正l三11J  J  小 林 工 務 J，'i 天 王 寺 区 JI 井山 泊 4 - 1  771 - 0571  

17  ￭ｾ｛Ｑ＠ Ｚ［ｦ ｾ アＭ . I ' { ンライフ 神 戸市点灘区 ￭ｾＱＱ Ｚ［Ｈｾ住前 ＱＱＱＱ 手 ｬｬｩ Ｈ， ｦ 44王1三3 JJ ア ー ノ 〈 ン ラ イ フ 」じ IR 十1ザ 111 1111' 4  6  341- 2451  

18  メ
、f

ン ￭ｾ Ｑｉ＠ ＩｪＡｾ＠ 神 戸市東灘区 ￭ｾ Ｑｉ彬 ｈｉ｝ 内平野 フ'ー.じー ｉｉｾ 記 {主 友 1m 目J'; 点: I豆 -1仁浜 5 - 1  5  203 - 1221  

19  花 屋 敷 ハ イ
、ソ

川 I川市栄十l { ' j ' : 7) ( 塚 2 0  - 1  3  ｾじ .  IJ)(: 住 友一 不 動 産 京 区 北 浜 5 - 1  5  203 - 1131  

20 j'!f!. ｩｾ Ｑｩ＠ JI I ノ、イ ‘ソ " 塚 市 小 林 ' j ヘ ハ ク サ 'J 44王手 4 ) J  イT 楽 式ニ 地 点 区 南 本 III f 4  - 2  0  251- 4094 

ゴジソク休の物1 ' 1ー に つ い て は 、 次 頁 以 降 に .i下絢l が あ り ま す。
※」二言己 、
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芦屋ロイヤル・ハイツ

φ  

豆 縛 戸 芦屋 川

室 術 関臨急 電車且

〆f

制 " 見 限 回

芦 屋 ロ イ ヤ ル . / 、 イ ツ 概 要

企 画 管 理

建 築 施 主

設 計 監 理

施 工

。 建 築 概 要

. p，庁 司生 f也

・ 敷 地 面 柏

・ 都 市 計 画 区 域

- 建

- 面 相

| 階平面図及び配置図

- 戸 数

・駐 車 場

。 設 備 概 要

冷 暖 房

キ合 t易

換 気

亙 斯

'i1I: 苦舌

ド ア ホ ー ン

ア ン テ ナ

エ レ ベ ー タ ー

ホ ー ム ロ ー ン の シ ス テ ム

タイフ。A
尊 用 面 積 75.  90nイ ( 22. 96坪 )

和 室 6 帖 洋 間 6 帖

居 間 10帖 食 堂 5. 5帖

取 扱 い

融 資 額

融 資 期 間

平リ 息、

返 済 方 法

安 宅 産 業 株 式 会 社

安 宅 興 産 株 式 会 社

安 宅 エ ン ヂ ニ ヤ リ ン グ 株 式 会 社

株 式 会 社 熊 谷 組

北 陸 電 気 工 事 株 式 会 社

近 畿 工 業 株 式 会 社

兵 庫 県 芦 屋 市 岩 園 町 3 3 4 番 地

2  9  0  8  m
2  

住 居 専 用 地 区 ， 22条 指 定 地 区 ，

風 致 地 区

物 R C ， 8 1 ， 6 F  

建 築 面 柏 1  4  5 0 m
2  

延 床 面 相 8  0  6 2 m
2  

7  2 戸

分 譲 及 行 貸 計 2 8 台

全 館 セ ン ト ラ ル 方 式 、 所 要室 に エ

ア ー コ ン デ ィ シ ヨ ナ ー 設 置

台 所 、 浴 室 、 化 粧 室 に 給 湯

台 所 、 浴 室 、 化 粧室 、 便 所

厨 房 及 各 室 に 配 管

各 戸 に 局 線 引 込 可 能

各 戸 玄 関 に 設 置

テ レ ビ 共 同 視 聴 用 及 F M放 送 共 同

受 信 用 設 置 、 各 戸 に 配 綿

全 自 動11 人 乗 、 交 流 2 段 変 速45
m

; 分

住 友 銀 行 住 友 信 託 銀 行 協和 銀 行

分 譲価 格 の 7 0 % ( 最 高1000万 円 迄 )

3 年、 5 年、 8 年、 10年 ( 選 択 自 由 )

月 別 0. 77% 毎 月 あ と 払 い

毎 月 均 等 払 い 又 は ボ ー ナ ス 月

加 算 併 用 払 い

母診 社

地

ふ

古

川

U

4

乱

引

し

い

株

附

)

業

同

町

側

包

邑

来

a

H

市

L

申

七

減

t

1

1

1

 

南

女 。診 安宅工ンヂニヤリング株式会社

大阪市東区京統 2 丁目 15 番地

T  E  L  (942)  2  3  1  2  73 
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阪急西宮マンション
u{ モの iJ1:い I也{立にある多忙 な ) j 1I ，¥'I liJ を大 切 に な さ る ビ ジ

ネスマンのブ7 など い まが Hlゆきざかりの i円到)(1'，) なあなたに

とって、 何 よ り も重 要 視 さ れ る 析 し い f i二まいの条f ' 1一一一

〈で き る だ け住ま L 、はオフ ィスに近く 〉

• 1  虫ドイ主冷 ｊＱ ｭｬｦｾ 日 ｬｌＱＱＲｩｆ ｩ

• IJ y':;'; r! i  IHJI?lfI 1  111 I  ・分，ilWJ.Ail 583Ij l ' l ( l J  ; ) - 1， 085)j I'1  

・1(li fi! 51m' - 82m' 鉄筋コノクリ ー トj;'i 7fl UIH - :iJi4 .  5附)

銀行融資付

( l OO%i i 'i) 円できる、 i史平1) で充' よーしたパブ リ ック ・スペース 〉

〈 しかも、 恕 いと安らぎの ｪｾＯ ｽ としての邸 ｴ ｪＧ ｴ にあることＮ ＮＮ 一 〉

この 3 つ の 粂 f'I を完ぺ き に そ な え て い ま す

• fi: 七171/; ( 2  D K- 5  ｄｋ Ｉ ・ エレベ ＭＺＤＧＭＳ ｊ ，ｾ Ｎ キ ｾｾｾｍ ボイラー

・! H' I UM・l 附名 J，ii m. モデルルーム公開中

rl以急 IJl i 宮 マ ン シ ョ ン 」 を じ ゅ う ぶ ん ご 検 ，H ください一一一一
・現地案内所(・ド 11 、IIIIMと t 10. OOam- 5.  OOpm)  

回酒

量盛) J J t)

- ゐ1mｾｾせは

阪急住宅セ ンター へ

1草川11阪2 ピ" 1陪 3  12-41  231(¥) 

車部川 主将 Ji:(" 231.5165 

神pι 同¥'!; ，可 神ド 32.08iO



技 術 の 頁
7 2 施 工 部 門

米国におけるコンクリートスラブ直均しの実際

中 尾 明 長

コンクリ ー トスラプを仕上げる場合， 日本ではさらにその上 lζ モルタ

J レ塗を施すのが普通ですが，乙のモノレタ J レ塗というー工程をはぶいて コ

ンクリートスラプの表面をこて仕上 とし， そのまま ，あるいはその上lζ

床仕上材を直張りするだけですまそうというのが米国での行き方です。

米国で コンクリ ート スラブの直均しが普及している裏には技術的な工夫

がいくつか行なわれており ，またコンクリ ート 打込に付随する種々の条

件が備わっているわけでtす。

今回は米国における実例を通してこれらの技術的な問題点について述

べ，コンクリートスラブ直均しを実施する場合の参考にしていただきた

いと存じます。

で仕上げられます。

(1) スコップ，パ イプレーターなどを用いて敷均す( 打込直後)

(2) 定規を使用 して天端付けする ( 敷均し直後)

(3)  ロー ラー状，またはハンドル型のタンパーでっき固める( 定規摺り

直後)

(4) 腕律付きのフロ ートと呼ばれる均し どてで初均しを行なう( っき固

め直後)

(5) 普通の金乙‘ てまたは木ごてで二回目 均しをする( 約 1 時間後水の引

き加減の頃合)

(6)  プロペラ式の均し機械( 卜ロウエノレ) で最終仕上をする( さらに 1

l時間後表乾時)

機械均しの場合は上記の(2) から (5)までの作業を連続して機械で行ない

1. コ ン ク リ ー ト ス ラ ブ直 均 し の 作 業)1頂序

打込場所 lζ 運び込まれたコンクリ ー卜 は手均しの場合次のような順序 - "- ーネ-

;;::. 9  0  

• 

支持スラブのコンウリー卜打込風景
定期溜りによる天能付け
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土 問 へ の 利 用 支 持 床 へ の 利 用

スクリ ー ドサ ポ ート

2. 直 均 し作 業 の た め の機 械 工 具

コンクリ ー トスラブを直均しするためには何といっても コンクリ ート

を水平に不陸なく 打つ乙とが大切で，そのために手均しの場合には均 し

定規が用いられます。定規には軽金属製の厚% インチ ，成 2 インチ ，長

さ10フィ ー ト程度のものが用いられていますが，時には木製の厚 2 イン

チ，成 4 インチの棒なども用いられます。定規は B フィ ー トから 12フィ ー

トを l スパンとして最大 9 フィ ー 卜間隔に立てられたスクリ ー ドサポ ー

トと呼ばれる支持金物でー受けられ，定規長さ分ずつ均しては定規をずら

せて天端付け作業を続けて行くわけです。スクリードサポ ート は抱金製

の軸径% インチまたは 1弘インチ ，長さ 8 インチから 18インチの丸様に

定規受けのついた金物で，その先端は土問用のものはピン状，木製型枠用

のものはネジ釘状となっており ，附属部品を( ) ! : 用する ζ とによって鉄骨

K も応用できます。定規受けの高さはスラブ厚! とよって調整されます。

スクリ ー ドサポ ー トは コンクリ ー卜 打込 lζ 先立って土問下地または型

枠上に立てられ，レベノレによって定規受け部分の高さを決めて固定され

ますが，コンクリ ー ト打込時 IC も狂いをチェックするためレベノレ測定が

行なわれています。コンクリ ー トの天端付けが終るごとに金物は回収さ

れ，抜取り跡はタンパー使用の段階で: 埋戻されますので何ら支障はあり

ません。

一方機械均しの場合は機械を移動させるレ ールさえ水平 lζ 取りつけて

おけば問題はないわけで・す。機械はメーカーによって数極異ったものが

ありますが，乙乙では簡単にそのー伊lをζ 紹介します。

最大40フィー卜から最小28フィートま で・をースパンとす る乙の機械は

両端のレ ール上IC巾5 フィ ー ト内外の台枠が乗り ，乙の枠上をスク リュ

ー状の均し機とローラ ーのついた巡転台が左右 IC移動するような構造! と

なっており，台枠の前後移動も ζ の運転台で臼由 lζ 操作できる全くのワ

ンマン コントローノレ機敏で・す。ただし乙のタイプの機械はスパンの大き

な床 [ζ 高低差や突出物のない土閣のような場合のみ利用でき ，一般に は

前記の手作業か半自動式の小型機械によらねばなりません。

3. 直 均 し 作業 を 可能 に す る そ の 他 の条 件

コンクリ ー トスラブを直均しする場合K ，いかに水平な表面を得るか

という点がキ ーポイントであるのは前述の通りです。土聞の場合は不動

の地面を枠代りとしているので問題ないとしても ，支持スラプの場合は
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ハ ン ド Ｉ ｾ 型タンパ ー

床型枠をいかに強固に組むかという点が問題となります。殊l乙木製型枠

の場合lとはいろいろと困難が予想されます。

米国では霊直体( 柱，壁〉と水平体( 床，梁) を別々に コンクリ ート

打込するため ，床型枠はすでに打込を終って十分強度の出ている柱，壁

などを利用して強固に組める利点があります。乙れが普通日本で行なわ

れるように丞直体と水平体を同時期 lζ 打込む場合 ICは，型枠自体の揺れ

や振動によって支障を来す危険がありますし ，また壁や柱へのコンクリ

ー ト打込のため床枠上を走り回るのでスクリ ー ドサポ ー トを用いる場合

などとれを踏み荒してしまう乙とも十分考えられます。直均しという ζ

とになると床表面に露出するm気ボックス類もレベソレを正しく安定した

位置に取付けねばなりません。

次 lζ 打込まれる コンクリ ート の質という問題があります。米国では建

築工事に用いられる コンクリ ー トのスランプが 3 インチから 4 インチと

かなり硬絞りです。従ってー述の均し作業がスム ースIC行なえ ，水引き

の待時間も最少限に押える乙とができます。正規の厚さに均したはずの

コンクリートがやせる乙ともありません勺スランプの高いコンクリ ー ト

を用いている日本ではとのあたりも考えておかねばならない訳です。

直均 しを終ったスラフ' は損傷を与えたり ，クラックが入ったりせぬよ

う構造の函からも窓匠の面からも表面を養生しておく必要があります。

米国ではスラブの仕上終了直後から二日間，全面 ICポリ エチレンシート

を敷き ，その下 ICf散水して養生 lζ 神経を使っています

• 

4.  直 均 し床 と 壁との取 合 い

直均 しされたコンクリートスラブはそれ臼 体仕上面である という考え

からダメが残される乙とは極力避けられねばなりません。また均し作業

をスムースに行なうためにも床簡に鉄筋やアンカ ー金物などがたくさん

突出しているのは困りものです。例えば間仕切壁取付のためのアンカ ー

金物など，位置なおしが起る場合も考えると ，仕上げたスラフ。の上から

後付けできるような方法を考える必裂があるのではないでしょうか。米

国では差筋もドリノレで穴をあけ無収縮モルタ J レで固めるとか，軽畳間仕

切壁の軸組の取付 lζ ドライブイットを用いたりする方針をとっているよ

うです。ついでながら コンクリート 墜と直均しスラブ函との取合い部分

が乙ぼれや吹出しで補修 IC回らねばならないような乙とのないようス ッ

キリと施工すべきなのは論を待たぬと乙ろです。

( なかおあきなが 大日本土木縁式会社〉
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一- 建設業界史話

一

聴 櫨 (ろくろ) 史 話 (その 4 )
"'" 邑 村 次 郎

また時代が下ってそれより約 3∞年余を経て平重衡の暴挙 lとより ，大

仏殿は焼失し ，大仏はまた首を落すの大被害を受けた。 ζ の復興の開眼

ICは，ゴン ドラ によらず，後白河法皇自ら数重の足代をよじ ，十六丈の

形像をl段仰 し， 親 しくさ在を執りて開眼を行われた と伝えている。また大

仏殿の建設には ，将軍源頼朝進んで大旦那となり ，周防国を東大寺造営

料所lとあてて，俊乗坊重源をして国務を管掌させ建設を主管させると共

に， 自らも地頭K 厳命して，建設の督励lζ 当った。

その指令の内! CI人夫役は再来回数に依らずして家別 Iζ 諜せしむべし」

「麻綱を諸国K 附課す可し」などとある中 IC I緩盤を用いて人力を減ず

ベし」と注目すべき記事が古今伝記にある。( 以上大仏及び大仏殿史より〉

乙のような指令のある位にすでに機敏が一般にも重視せられていたの

であろう。乙の工事には稜輔の利用が目立つて多くなっている。東大ミ守

要録は下記のように伝えている。すなわち

「建久元年 ( 1190) 7月27日大仏殿母屋柱二本始立之。 長九丈一尺径

五尺也仮屋上建憐櫨八強。地上の悦憾六張，諸方異口同音出声，打以而

引立之。」とあるどとくである。級車盗十四基を同時に働かせている。ま

た，それらの木材を，東大寺の荘園であった周防の国から川を利用して

たくさんの鉄砲堰などを設けるやら ，山出しに様々な苦心をして，海に

出し瀬戸内海を水上輸送し ，ついで‘ 淀川を遡行して，今の木津から奈良

坂を通って搬入した。その返徹したときの物々しい模様を，同容はまた

下記のように伝えている。

「柱一本長或九丈十丈或七丈口径五尺四寸也一本別作法者，辿4説!料i二

張以附人夫七十人，而押糠棚引大綱也。綱口六寸長五十丈也。五十人而

持挙綱ー丈也。此網ニ筋附柱本末， 而51之。若無駿磁則令千余人以引

上。」とある。人力の他K は牛馬のカをかるより仕方のなかった当時の，

穫櫨の有難さを泌々と述べている記録である。当時，牛が仏 IC見えた説

話などもあり ，余程苦しかった作業であったと思えるのである勺そして

詮久 5 年 6 月lζ は，東大寺ー材木事を佐々木高綱lζ 申し附けるというカの

入ｾＧｌ方であった。

余談になるが東大寺造立供益記lζ ，乙の造営の ζ とを創建当H寺と比較

して優劣を論じ ，事業遂行の進歩した ζ とを叙している中に ，工程の早か

った乙とは時世が進んだ乙とで当然として，最後に「今は*111を椛へて

米をつかしむ，水力 ( C出るに依りて人の煩無し」とある。何万という労

務者の米春きも創建時には入手K ょったの

である。 コトンコトンとつく水曜を使える

ようになったのを誇っているのである。乙

れだけ考えてもちょっと呆然となる話で，

機械のなかった ，ただ人海戦術! とたよった

時代の，大建設工事の困難の倍、像lζ 余りあ

るものであった ζ とを知ることができる。

次』ζ 話は巡るが，永承年間( 問 3 年起工

1048) の建築現場の面白い説話が古本説話

集1lfS47にある。 ( 岩波文臨本) すなわち「輿福

寺建立の事」の条であるつその話の品- 初に

は，土壁塗lζ 要する* を ，諸国の数百の人夫

が二三l町の問を蟻が物を運ぶように 7.ki及み

興福寺東金堂神楽機 ( 国宝)

をするようすが書いてあり， 1  ，2 台のポンプと一連のパイプですむ今の

世の有難さを思い知らされ，その次lζ ，現在の奈良の東金堂の屋根裏lζ 取

付けられた国宝の神楽桟IC間接的だが関係のありそうな話が出て来る。

まづ説話の当時を説明すると ，年次は多少前後しょうが，だいたい藤

原頼通の時代で，平安京は正 IC藤原氏の全盛期であり ，! 阪通は京』ζ 高陽

院を，字治』ζ 平等院をと ，建設道楽に夢中になっていた時代である。次

の説話中 IC出て来る定明は平等- 院の阿弥陀仏を造った男である。 ζ の話

は東金堂の建築も完成に近く仏像を納めた頃のととである。( 註 乙の

建物は東金堂創建のものより三百年余を経ての三度目の建築である。現

存の建物は応永22年 ( 1415) の再建で六度目のもの)

「仏渡り給て天遂を釣るに仏師定期が日く『がいは大いなる物なれ

ば，釣金どもうちつけん料に組入れ( 今昔物藷では編入〉のうえに 横ざまに

尺九寸の木の長二丈五尺ならん，三筋渡す可か りけり。恩忘れてかねて

申さざりけり。如何せんずる ，只今錫iげばあなない( ( 註) 麻柱足がかり ，

足代足場のとと〉ゆふべし。また壁ども所々乙ぼつべ し。さらば多くの

物ども 損んじて今日の供後lζ 仕合はす可きにあらず，いかがせん。』と

ののしり合いたる程に ，大工吉忠，中の間造る長lζ て日く， r rFIの聞の

梁の上lCあげ過して，尺九寸の木三丈なるを ζ そ三筋錫けて候え，勘当

ゃある とて，申 さざりつる也。それも天がい釣らん程にあたりてや候ら

んJ といえば『いみじきことかな」といいて仏師を上に登せて『いかや

うにかその木はをかれたる」と見すれば仏師登りて阪りて日く。『つぶと

あたり て さぶろう。路: 11・り も直す可からず』といえば天蓋のつりがねど

も通して打釣るに践すぢかいたることなし。乙れまた稀有の乙 となり。」

とある。

大工の棟梁たる吉忠の用意の程が後われ，今の建築屋! とも ，たとえ設

計 !ζ 溶ちがあっても ， このような周到な用意まであり ，臼らの才覚を鼻

にもかけず， I認の上にあげ過して」とさりげなくいうような者が，現

湯 lζ 稀有ではあるまいが少くないかなど，ちょっと考えても見たくなる

説話であるの乙の出来事を今昔物語lCは仏の孟顕として経く扱っている

が ， 巡礼私記 ｬｃ は ｉ ＧｩＡｾ末代之ｊＤ至誠之願は如此」とある。私はこの後者

を採りたい。自分の建てているものが， 少しでも余計にお役lζ 立つよ

うに ，ま7ニ使うの! と少しも手必ちのないようにとの至誠が， 乙の用怒と

なったと見たいのである。

同; 骨車 軸が木製 IC注意， ζ の材料である限り進歩 IC限界があった。
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と乙ろでとのような出来事があ った のが立派な経験とし て残り ，それ

から以後備え付けるようになった のか，その辺は明らかではな いが，現

在の興福寺の東金堂は創建から第 6 回目の造立であるが ( 1415年，応永

22年) その建物の小屋哀に較的( 神楽機) が立派に仕掛けてあるのであ

る。 ζ れがわが国で現存長古の珍品たる国宝の糠儲である。 その詳細な

乙とは国宝興福寺東金堂修理工事報告書( 同修理事務所) ( とあるが，乙

の糠櫨は小屋組f ( . 組まれ，他{ 乙一部の可動式のワイヤーホイ ーJ レとから

なっている一組の起重機である。

そして乙の部分lζ 当る小屋組には ，ロ クロの使用ができるよう に空間

が計画 されており ，その位置から見ても ，天童をや本尊の据付を主目的に

しており，その本尊据前の最後の用をたすに至るまでは ，堂の造営のた

めに何かと有効に利用せられたであろうと思われる。それは，軸木の心

棒が著 しく 廃滅している他，巻取部やその他の各部がかなり磨損してい

るととからも ，明らかに想像ができると 報告さ れている。

さて乙の位にま で‘ 機輸が一般に使われるようになった時代を，文献や

当時流行 した絵巻物の絵などを参考lζ 調べて見るに ，だいたい頼朝が東

大寺を初め大和国の諸社寺の復興修理の時位から始まり ，幕府が全国 lζ

守護地頭を置いて，封建制の基礎を築いた時代位から一般にも著しく普

及したように思える 。たとえば東大寺の未寺が諸国 {ζ 建造されたり ，大

仏殿の柱材を周防から輸送するにしても ，その経路たる 山元か ら瀬戸内

海，木津，奈良と沿路にすべてその利用があったもの と考えられよう。

また上代から奈良朝の初めには ，ほとんど見られない滑車や捲きろくろ

の文献が，東大寺の建立時代から平安の初期に多く見かけ ，その後一時

少くなり ，鎌倉時代の初期! と再び見え初めるが，し かも 乙の時代のもの

は流行の絵巻物f ( . 取上けられているもので，それもまた次第に問題とさ

れなくなるのは，一般にも珍しくもなくなり ，何か時代的に前記の考え

方を衷書きしてい るように思 うものである。そしてその後1<:: ，S  . リリ

一氏のいうように ，戦国末位に鉄工業の発達が，機輸の改良lζ 一つの転

機となったと恩うものである。

さかのぼるが，鎌倉時代の絵巻物が，偶然に倦きろくろの利用法の進

歩を示 している 。大山寺縁起絵巻，法然上人行状絵図，家古襲来絵詞の

順に見る と面白し 、。うち特{ζ 重要なものは第三のもので，軍船の船尾! こ

車産櫨を取付け ， 明らかに船帆の操作! こ利用されている ζ とが認められ

る。乙の積の，またこの取付位置の漁船は ，現代でも能登や朝鮮の一部

にある。

以上で機櫨の一般に普及したH引にまでの話を進めて来たが，次に西欧

のそれと比較して見ることは，非常に重要なことでもあり興味もあると

思うので簡単に触れておきたい。

まづ西欧と比較すると ，機械の利用がはなはだしく遅れていたのに一

驚を喫する。すなわちアリストテレス (前384- 322) は彼の機械学という著

書の中で「建築物の構築! こ際してそれらは重いものを容易に持ち上げる

ζ とができる 。なぜならそれらの重いものは一つの泊・車か ら他の滑車え

さらにそれから車知と挺えうつっていくからである。乙れは多くの滑車

をつくる乙ととおなじである。J (伎術の庇史パートランド ，ギル益事照) とし ，す

でに三重滑111と復滑車の両者の発明者であるととは ，実際にはその実用

圏直吉襲来 絵 飼 船の縫績の図
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化が若干遅れたにしても ，単滑車さえ6 ・7t世

紀頃から使われたと恩われているわが国の場

合とは，スタ ー トから約千年の開きがある。

その成果でもあ る，5 人の足踏車を動力と

した起重機が，同氏により紹介されている。

乙れは紀元百年前後のものと推定されてお

り，わが国とすると日本武尊が活躍されたと

伝え られている時代である。石煉瓦などの重

量品の建材が主であった建築界! と ，阜くも機

械が取入れ られた乙とは，その後の業界の業

績に大きな差異のできた乙とは申 すまでも な

い。前記の法然上人行状絵図と 同時代の絵図

[ζ ，すで lζ 小型の起重機が煉瓦工の小道具と

して使われているのにみても明らかでt ある。

わが国で，小道具! と滑車の見るととのできる

のは ，n職除人絵尽扉風(

や軸釣は鉄が使われてい る。それでも 300年

位の差を認められる。

紀元 100 年頃のクレーン，レリ

ーフ ( ローマの配念碑)

なお，一般に知られている陶物師の ロクロは ，雄客天皇の時代 ( 5 世

紀) 須; 恵器の輸入と共 ( C 木工の ロクロは 8 ・9 世紀の奈良朝には定着

し， 金工のロク ロもだいたいその時代f ( . 実用化の時代に入っている乙と

を書いておく。

稜燈はわが国でt は，人力を動力としたただ一つの器械として，千数百

年利用されてきた。したがってその利用方法も ，人智を尽して考え られ

た跡が見える。 そのアイデアは ，洋の東西ともだいたい似たよ うなも の

であるの ははなはだ興味がある。 しかしその飛躍的な発展は ，動力の革

命と材料の発達にかかっている ζ とは ，今後の乙とを恩わせて意義深い

ものがある。

わが国の滑車や捲ろくろの利用は ，中世に至ってかなり西欧に近づい

たかの感じがする 。しか しその後に至って，南蛮や大陸との門戸が一時

的lζ 聞かれはしたが， その後の鎖国政策により再びその差は開いて来

た。足利義政がやけくその ザノぜラ 遊びにふけ っている頃，イタリヤ では

機械の天才 レオナノレド ・ダヴインチ( 1452ー1519) が活躍し ている。

その後の西欧の機械の進歩は目覚ましく ，動力 も水車，風l I ! の発達と

なり ，17世紀の初め ( 桃山時代) (と ， 7J <1IIで‘ 出力20馬力，風車でも 6- 14

馬力の動力が得ら れるよ うになって，鉱山のポンプの動力f ( . 使っていた

馬，すなわち動物の動力が去りつつあったのである。そしてワッ トの最

初の実用の蒸気機関( 1776) が熔鋼炉の送風に使われるようになって，俄

然わが国のそれ との格差が大きくなった。徳川十代将軍の時代である

しかしその年，平賀源平がエレキテノレを発明しているのは考えさせられ

るものがある。

その後はあえて話すまでの乙ともない。ただ筆者の貧弱な記憶では，

戦前の欧米との機械の利用の程度は，何十年とい う聞きであったように

思う。戦後の飛躍的な発達をみて感慨も 無畳である 。 しかしとの急激な

発達の間{ と置き忘れられたギャッ プの充填は万全とい えるだろうか。

いまだに神楽織は生きている。タ暗せまった砂浜1 < : : ，

漁から戻った半繰の老人や女たちの黒く浮かび上った姿

を見ると ，平安時代のヨボ ロ ( 徳夫) の姿を見たような

気がする。先端と末端の聞きの大きいのを特徴とするわ

れわれの業界の仕事の難か しさを今更恩わせる風物であ

る。

参考書本文中にだt、たい書入れたが，その他の置なも のは，大仏及び

大仏殿史( 奈良大仏供養会〕東大寺要録( 筒井英俊氏) 人類と

機械の歴史 ( S ・リリー氏 釈書 岩波新笹〉古代の技術〈小林

行雄氏) 明治市I 日本土木史，明治前日本建築技術史( 学士院)

増補改訂国史大系， 続日本位，同三代実録等

( 税総史話おわり)

次号より「屋根蔓工 ( その 4 ) 瓦葺エ」
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日本建築協会

月間の動き

口昭和43年 7月分口

住 宅 委 員 会

委 員 会

2日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者 黒谷，野々村両副委員長ほか13名

議 事 第 5 回「よろず相談住宅展」の諸準備に

ついて

住宅 展委員懇親会

27日 5 時- 7 時 半 於 京 都

出席者黒谷副委員長，阪神営業部長寺田

氏ほか19名

出 版 委 員 会

築建の知識打合会

3 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者執筆者金子ほか 3 名 窪田幹事

ほか 3 名

議事 卜第 l 章~第 6 章原稿検討後の問題事項lζ

ついて

2. 出版工程( 設終原稿の纏めと提出期限)

について

建築の知識検討会

19日 111時- 1 時 於 会 館 集 会 室

出席者 執筆者森口正ほか 2 氏

窪出幹事ほか 3 委員

議事 1. 第 7 主主~第 9 章の原稿検討後の問題事項

について

2. 出版工程( 1 最終原稿の郷めと提出期限)

について

意匠計画部会

24日 6 1侍- 8 1時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 林 部 会 長，ほか 5 委員

議事 1 部会企画の出版図書について

2 座談会の企画について

3 その他

事 業 委 員 会

見学会小委員会

3 日 5 時半- 7時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 山野副委員長，径回幹事今井，

金子委員

議 :JJU) 6 月実施の見学会報告

12)7月実施の見学会報告

13) 地方会員を主 とした 10月の見学会につい

て

14J 8 }:j - 10月の見学会企画について

151そのほか

委 員 会

11 日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 山野副委員長，大橋幹事ほか 7 名

議事(1)各小委員会の事業企画について

(2) 9 月- 11月の事業企画について

(3) そのほか

懇親会小委員会

16日 5 時半- 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者岡本副委員長，打浪幹事ほか l 委員

議事1. 夏の会員懇親会の実施計画について

編集E グループ原稿作成説明会

19日 11時半- 4時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 掲 載 会 社 東 洋 オ ーチス エレ ベー

タほか Ｑ Ｐｾ 土

委 員 会 宮 武 幹 事 ほ か 2 委員

議事(1)掲紋要綱，執筆要綱について

(2)執筆項目 の内容について

(3) 原稿〆切について

編集E グループ原稿作成説明会

20日 11時半- 2時 半 於 会 館 集 会 室

2. そのほか |  出 席 者 掲 載 会 社 淀川製鋼所ほか 2 社

説明会小委員会 |  委 員 会 宮 武 幹 事 ほ か 1 委員

31 日 5 時半- 7 時 於会館集会室 |  議事(1)掲載要綱，執筆要綱について

出席者 近藤副委員長，三宅幹事，平問委員 I  (2) 執筆項目の内容について

議事 l 本年度の説明会の企画について

第 l 回~第 3 回の企画

2. そのほか

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会 |

編集 B グループ打合会

3日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 篠 崎 幹 事 ほ か 2 委員

議事1 次回( 第 7 回 9 月号) 発行シートについて

編集E グループ打合会

9 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 宮 武 幹 事 ほ か 2 委員

議事 l 第10回( 会誌12月号附録) 発行シー ト企画

2 掲載会社の編成について

3 シート 発行までの作業内容 と出版行程に

ついて

編集 C グループ原稿作成説明会

12日 l 時半- 4 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 掲 載 会 社 清 光 社 ほ か 7 社

委 員 会 樫 原 幹 事 ほ か 1委員

議事(1)掲載要綱，執筆要綱について

(2) 執筆項目と内容について

(3) 原稿〆切について

編集D グループ原稿作成説明会

15日 1時半- 4 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 掲 載 会 社 旭 植 物 園 ほ か 2 社

委 員 会 伊 藤 幹 事 ほ か 3 委員

議事(1)掲載要綱，執筆要綱について

(2) 執筆項目と内容について

(3) 原稿〆切について

編集D グループ原稿作成説明会

16日 1時半- 3 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 掲 級 会 社 新 光 ク ロスほか 4 社

委 員 会 伊 藤 幹 事 ほ か 2 委員

議事(1)掲 i成要綱，執筆要綱について

(2)執筆項目 と内容について

(3)原稿〆切について

委 員 会

18日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原，松村正副委員長ほか 5 幹事

7 委員

議事U) 各工事別目次について

(2)各編集グル ープの出版工程について

(3) 煽 ll i Q. 会社の確保について

(4)そのほか

(3)原稿〆切について

編集E グループ原稿作成説明会

24日 11時- 2 1時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 掲 載 会 社 目立冷機ほか 3 社

委 員 会 宮武幹事ほ か 1 委員

議事(1)掲載要綱，執筆要綱について

(2) 執筆項目の内容について

(3) 原稿〆切について

編集D グループ原稿作成説明会

26日 3 時- 4 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 掲 載 会 社 八 幡 エ コ ン ス チ ーJ レ

ほか 1 ;社

委 員 会 伊 藤 幹 事

議事(1)掲il l 2要綱 ，執筆要綱 について

(2) 執筆項目と内容につ いて

(3) 原稿〆切について

編集B グループ打合会

31 日 正午- 1 a寺於会館集会室

出 席 者 篠 崎 幹 事 ほ か l 委員

明治大理石ほか l 社

議事 "石工事" 打合せ

編 集 委 員 会

編集常任幹事会

5 日 51時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 足立委員長，多胡幹事ほか 4 名

議事(1) r建築と社会J 来年の編集方針と年間テ

ーーて7

(2) そのほか

委 員 会

12日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者足立委員長ほか 6 名

議事(1) 8月号= 都市供給処理施設特集経過報告

(2) 9 月号= 群 としての住居特集経過報告

(3) 10月号= 都市のアク セサ リー経過報告

(4)1 1月号= 第15回青年技術者特集の件

(5)12月号= 都市住宅会議の件

(6)常任幹事会報告

(7)作品作風小委員会報告

(8) そのほか

編集常任幹事会

12日 61侍- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者足立委員長多胡，舟橋，島津，

八尾各幹事

79 



議事来年の編集方針について

作品作風小委員会

24日 6 時- 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者西村主査ほか 6 名

議事(1) 9 月号= 群 とし ての住居特集の作品決定

(2)10月号= 都市のアクセ サリー特集の作品

にいって

(3) 10月号= 都市のアク セサリー特集の編集

方針について

法 規 委 員 会

委 員 会

24日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者佐野委員長ほか17名

議事都市計画法と建築益準法について

4"J 座委員より説明 ・討論

建 材 委 員 会

委 員 会

29日 3 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 姻内，香取正副委員長，

森田幹事ほか10名

議事軽泣骨材について

表 彰 候 補 者 推 薦 委 員会

1 日 111時半- 1 1時 於 綿 業 ク ラ ブ

出席者 中沢委員長ほか 3 委員

議事 国家褒章候補者推薦について

安 全 基 準 試 案 検 討会

3 日 3 時半- 61時 於 会 館 3 階会議室

出席者佐野，鷲尾氏ほか 7 名

議事(1)構造安全益準試案の検討

(2) 防火安全益準試案の検討

(3) そのほか

16日 31時- 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 高 橋 氏 ・長田氏ほか 9 名

議事 安全基準試案 ・実務グループによる検討

会 員 名 簿 打 合 会

8 日 51時- 5 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者事務局( 吉田 ，黒田，鹿内，吉田)

議事 ' 69年l仮名簿の広告収入の見透しほか

26日 5 時- 5 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者事務局( 吉田，泉凶 ，東出，鹿内

吉田)

議事特別広告頁および会員外の広告褐 ｬｾ 料 ｬζ

ついて

講 習

4 与.

=  

第18回建築工事実務講習会

1 日- 6 日 ( 6 日間)
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各 日 午 前 9 時~午後 5 時

会 場 大 阪 科 学 技 術センタ ー

聴講者 144名

1 日 建築工事の着工から竣工までの業務

総論

大阪府営繕課 中居誠之助氏

料材の検収とその管理

鴻 池 組 矢 田 貝 計一氏

土工事，基礎工事，排水工事

間 組 名 古 屋 支 后 渡 辺 勇氏

2 日 地下工法

竹中工務庖7 . k 畑輝雄氏

労務管理と安全管理

鹿 島 建 設 大 阪 支 庖 岸 田 成 計 氏

2 日. 3 日 鉄筋コンクリート工事，鉄骨

工事

清水建設大阪支底金尾 究氏

3 日 仮設物と仮設材料

松 村 組 井 上 司 郎 氏

3 日. 4 日 積算木工事，屋根工事，サッ

シュ外工事

鹿島建設大阪支庖高橋 裕氏

4 日 施工計画

大 成 建 設 大 阪 支 庖 梅 原 洋 一 氏

4 日. 5 日 石工事，タイル工事，プロッ

ク工事

藤 木 工 務 庄 西 山 長 司 氏

5 日 工事機械と工務具類

大 林 組 木 下 幸 一 氏

5 日. 6 日 防水工事，左官工事，塗装工事

銭 高 組 塩 脇 昭 司 氏

6 日 設備工事

竹 中 工 務 問 玉 田 健氏

現場に関するJ : / ' i 法規とその手続

大 成 建 設 大 阪 支 出 種 村 恒 夫 氏

現場製図

大 林 組 越 本 昌 弘 氏

見

声H

+  

Ｔ 企ｾ

=  

住友商事メゾ ン甲子園見学会

設計 ・監理 日建設計工務株式会社

施 工 株 式 会 社 大 林 組

10日 3 1侍- 5 時

参加者 116名

( 大阪府建築士会，日本m築学会近畿支部と

共催)

Y K Kファスナー工場と黒部峡谷を見る会

20日. 21 日 ( 1  j自2 日)

参加者 27名

夏 の 会 員 懇 親 会

夜の天神祭を見る会

25日 61時半- 81時

於ホテノレ大阪旅行会館

参加者 51名

よ ろ ず 相 談 住 宅 展

会期 11日- 16日

場 所 阪 神 百 貨 庖 8 階催湯

入場者 41. 175人 相談件数1 . 7 ∞件

各 会事 業 委 員 長打 合会

24日 正午- 2 1時

於日本建築学会近倣支都

出 席 者 政 岡 本 会，矢野士会各委員長，

高木学会幹事ほか事務局員

議事 8月- 10月 3 会共催事業について打合せ

「万 国博 に 協 力 す る 建 設資 材 展 示 会」

実 行 委 員会

5 日 l  時半- 3 時半於大阪建設業協会

議事(1)出展参加申込状況報告並びにその対策に

ついて

(2)会場内小間設備案等K ついて

7月 の 入 会 者 〔敬称略〕

〔団体会員 2 社〕

安藤建設株式会社九州支庖

新明和工業株式会社織岐創作所

〔個人会員 64名〕

安 途 消 次 塩悶惣太郎 久 野 昭二

赤 谷 吉13 新谷 進 平 石 映 雄

井 田 宏ニ 鈴 木 正 司 福井 jJj 

市 川 満 男 鈴 木 通 畿 福 島 健 治

大飼 舷 住谷 f申' j ! 福 岡 紘 也

今 西 請書次 隅 谷 康 彦 姻 切 文 隆

岩 尾 #$ 田 辺 英 介
松 井 克 俊

速 藤 良 治 高想 i躍三 総 井 秀 男

小 川 芳 弘 高品 覧 船 原 芳 明

尾崎 銭 竹 内 正 美 松本 務

大 村 正 平 谷 川 寿 孝 宮崎 勉

周 本 忠 明 谷 坂 富 男
宮 脇 克 己

岡 村 雅 央 千 葉 春 海 曹元 信 治

甲 斐 忠 一 富 永 辰 雄 盛口 a貧

金沢 弘其 中井 T量 八 木 新ニ

i芋 谷 真 英 中 木 信 雄 山 下 約 絞

熊 谷 千 昭 野 上 幸 雄 山 野 健司

磁l I 1 }J 夫 野村 望E 吉悶 実

小 杉 真 弘 繍 中 洋 治 米回玉ー

佐 田 英 敏 浜 田 治 夫 和 波 正 隆

阪ｾ ｾ号、生 浜悶 均

桜 井 敏 雄 林 正 年

( i ' 佳会員 7 名) ( 氏名省略)

第 5回 「よろず相談住宅展」盛況裡に終了

毎年阪神百貨庖とタイアップして行なってい

る「よろず相談住宅展」は，本年も 7 月 11日よ

り6 日間同信 8 階催場において開催された。最

近の住宅ブーム lζ 乗って会場中央に設置の「よ

ろず相談コーナ ーJ ICは自分で考えた間取図を

持参して数日間に亘って指導を受ける人，昨年

の相談で指摘された部分を改良した最終案 ? を

打診する人，その他資金融資，分譲住宅，分譲

宅地，増改築の諸問題，税金，登記手続，民事

事件などの相談で連日活況を呈した 。

なお ，相談の内容については年々高級化しつ

つあり ，セントラノレヒ ーティングを備えたプラ

ーンも数件IL及んだ。

また ，各社独自の装飾をほど ζ した有力分譲

住宅会社の相談 コーナー においても具体的を相

談が多かったようで，高価なノマンフレット類も

相当盈配布され，材料および資材の展示小聞に

おいてもそれぞれ入場者で賑わった。

なお，会期中の入場者数は 41. 175 名IL達し

i1注宅よろず相談所」ち扱った相談件数だけで

も1. 7 ∞件を数えた。

阪神百貨底正面に掲げられた住宅展 案内

， 

.  
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建 材 の 頁

信用i PJ 6技術ど伝統の

7X771LトZ 専 業 大 庖

喜重矢偏商由
大阪市北 区真砂町 5 番 地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

| 特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 相II}寸di Ｇ Ｑ Ｚ 川灰ｾｴｌく狭ｪｊｊＩ Ｔ ー Ｑ ( :!J HI Iビル )

l丘i凶屯H1t や1
1戸 ( 33) 0881- 3  

支 庖 大阪 di 北[ ヌキHj'I:  IIIT 50 ( 堂ビ ル 5 階 502 りー宗)

直泊7Li l t 大阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 ｴｾＱＱ 戸山 一 行 介 ｬ メ ａ 八 Ｑ Ｑ 時 ｪＱＡￍ 1  - 5  (' ，[;: ，治@ 2923)

陸屋恨防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前回 ｾｉ ミー悶ｾ帯

マー フエク 卜な冷工法 宇 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎社
東 京 者11"1' 央 区 銀 邸 四 8 - 3  1'1! 惜 (571) 2703 - 4 '  2370 ・4064 '  0264 

大 阪 出 恨 所 大 阪 市都品区 間 品 中 通り5 - 4  i'包括 ( 921 )2497 ・( 922) 7280 

名 古 属 H'.. i;G所 名 内! j l _ r! i  m区 恭 平 町 33 i1t 話( 811 ) 3 6 6 0 ' 3 1  0 4  

( カタログ進呈)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fス ー パ - l  l  

¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

ス カ イ ラ イ ト 工事 ・通風ルーパー

ス チ ー ル 及 ア ル ミ サ ッ シ ュ ド ア ー ・各 種 シ ャ ッ タ ー 製 作 施 工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番 地

電 話 ( 981 ) 0 6 1 6 - 0 6 1 8  
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創 業 暖 冷 房 ・換 気 ・温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・給 排 水 衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 ‘ 庖

東 京 盾 東京 書官千代 田区丸の内 2 の 2 丸ピル 6 7  6 号

電話 212(代 )3751

犬 同 ピ ル 6 1  6 号

電話 443代 お61

札 幌 庖 札帆市北十条西 1 8 丁 目 3 6 番 地 電話 61(代) 4371

名 古 屋 庖 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号 千代田 ピル5 1  4 号

電話 261(代 ;0641

京 都 庖 京都市南区西九条春日 町4 8 番 地 電話 681(代) 1781

社

空 調 設備 の頁

暁

大 阪 庫 大 阪 市 西 区 土佐堀 通 1 の 1

本 社

出張所

， 

.  

冷 暖 房 Y  名 問 サ γ シ

給俳本、衛生本道 n.  環 境 衛生純 設

電 気 1 =、荷 役 運 搬 機 械

j豆J m T 一一一司「 化 学 鉱 山機 械

= 幽 T 盤 株 式 → - Il 巨-: ; 1; - rl= 

- ー 何 層 」 園 調 号 会 社 ノ 、 wx .x.. J ロ

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支 庖長 、 t通 口 日券 栄

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東 京 日 比谷 ー三 倍 ピ ル

支 唐名古屋、 福岡、札脱、 広島、仙台、目山

出 強 所 愉浜、金沢、併問、高松

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 ・施 工

郡朝日三業社
《令

大阪市東淀川区加山町357 ;IL話 ( 302)2271 - 9(代)

向 上

東京都港区芝浜松BIT2 - 7 flt ai  ( 434)  6171 ( 大代)

北海道 ・ 仙 台 ・ 名 古屋 広 ｽｾｨ . 福 岡

釧 路 ・ 必 阿 徽 浜 ー 神 戸

本 底

大阪支社

東京本社

支 応

営 業 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計施 工

。
晃 商 会

大 阪 市 北 区 日 困 町 16 番 地 電話 ( 364) 代表7031

東京都千代田区神田小川町2丁目l 番地 電話 ( 292) 代表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 得 22号 電話( 47 ) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電話( 76 ) 代表3795

名 古 屋 岱 山 ・ 金 沢 福 井 京 都 ・ 松 江

株 式 会 社

社

広

ノド

支

ｾ＠ .... 合、

エ¥， A  

喜久雄

英 雄

'，l!: ;1.号( 201) 0181(い: )

'，[L ，¥，fi ( 363)  4108- 9  

，[C;r，fi (  231  ) 3046 .6007 

I江品月 ( 74 ) 6  8  6  3  

( 75)  5  4  8  2  

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 諸 設 備

設 計 ・ 施 工

建 設 工 業 株

代 表 取 締 役 田 中

大阪 ，'H.) 長所長 猪 俣

!R J ;{ /'iI I 'I '央 lベ11本 紙 泊 3 ー ]

人: 1以 ，[ i 北 1><: 悩 / 1'.  IIJ [  5  

1' . ["lj ほ ，[ i l[' 村) L / 1人'1 2 - 17 - 10

f1'，¥ 1刈，[ i * 泌 IIJf 3  8  

電 気 ・空 調 ・給 排水 ・ 衛 生 設備 ・ 設 計施 工

暖 房 株 式

取 締 役 社 長 背 谷 知 巳

大阪 di i lG区i . [ r' J.lt l  1  - 6  0  '，IL，;li ( 44 1)  8231 大代

点 点 : l ' ， ，1， Li : 1 悩 附

ｾ ｴ ｩｦｬｴｪ 丘Ｈ札眺Ｉ .  *，l tUI Ii ti ) ・北陸( 全沢 ) . '1 '1] :1(11.:1::，)

i;(  r.J 1 . 判[l l' ・附 山 尚 必 熊 本 l筑 i)¥

新 if .J .  Ｇｲｾ ［＠ 111 ・i; ，¥ JI: ・i lt . ｾ＠ IU 

会 社
』
一
刈大 阪 電

牛 1汚

文 民

公$ 所

/!¥';I<:JIfr 

出妓所

社

h 、

A  式業 株工賀須設 計 施 工
生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

-.  

衛 生 設 備空 気 調 和
大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電 話 大 阪371局7151 ( 代表)

京 都市 東 山 区 大和 大 路正 面 上ル 電 話 京 都561局4945 (代 表)

神 戸 市 生 田 区 下 山手通 六 ノー ・電話神 戸34局 5 8  9  2  

式

社

株

会

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 l 丁 目 1 4  電 話 441- 5171

腐 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡支

出張 所一北 九州営業 所 一 広 島

冷 房 - 暖 房 - 温 温 度 調 整 装 置

換 気 - 給 排 水 - 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 開T 1  T 回 5 7  

?l t  ，11， ( 351)  ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 占[1 丈 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

1lt .1舌 (811 )  ( 代 表) 6  2  9  4  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・札 帆 ・仙 台 ・高 松・ 広 ぬ

宇， Ｍ ｾＮｦｯ ｔｩＮ ｮ ・ 空 気 鯛和 設 備 ・ 給排水衛生 設 備 ・ 塗 装設備

・蒸 気噴 射 式 冷 凍 機/ 設 計 製 作 ー施 工

- 室 筆 書 闘 志 目 の

; ，ニ" ザ'

ヰ土本

ネ土

今; 十l 点 J;( J!ピ J.¥; 以. I ;(tH) II' ｾと ＱＢ Ｎ 銀 ＱＱ ｜ ｉ ＧｬｪＶ - 3  @( 572 )74 11 代

大阪 ..!o. ';一大 阪 市 北 1>( ' 1' 之 1: ，¥ 2  - 22  @>(  203)3721  ｦｾ＠

1'. "I'};{ lO.'i r. .'1' b{  di 中 Ij{ Ｄ ｾ｜＠ 2  - 2  - 13 @( 21 1) 1535 代

IB ｾｉ＼ｩ 肝札帆 (lh fi 北 川 . N' ，' • Ji.: 1::， . 絵 山 九 州

キオ建株式会社

一一
w

Z

1

混 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

:  (361)  5  1  7  7  ( 代 )

大 阪 市 北 区 宮 凶 III J 3  0  泣 活 I(364)  a  9  :， :， (代)

本 社 東 京 拘1I千 代 田区丸ノ 内 3 - 2  (新 東京 ピ J レ)

'1(j; ，1古 (211) 8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( ( -吃)

仙 台 市 新 f云 !う IIIJ 6  0  

7註 ，m (21)  4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

10: ，j，Ji ( 971)  3  6  2  1  

仙台支 ｊ ｊＺｾ

本 i丘 ・術' 主 I波 冷M . ｊｕ 也ｾｾＺじ Ｇｦ ｾ

品生 .i 十 立fi. fi 恒 仁

( 旧 t.i /1，嘉久 f=:事務 所 )

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 ，:;¥. 1.<.' IIIT 1  1 砕 地

γII J ;rj  大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

* J京本社 Jl ミJ;r 1111千代川区大 l lUf 2 の 8 lIt j也(トl 本 ピ Jレ)

"位 ，1，F; *  J;r ( 270)  7  4  1  1 需 ( 代 必 )

.flJllli!バー業所 札中ＧｬｩＡ ｲｬ ｩ 市大通州ｾ l i l l.f 凶見滋鍬ピル γｧＧ Ａ ｉｾ 札制告 Ｉ ＵＷＵＶ
金沢幻業所 て を［ｊｾ di  .! ':j I尚1 III f  2  I作 1 6 り ・ 百， Ａ Ａｩ てを ｾｊｾ 主 ｝ＩＲＰＷ Ｎ Ｑ
ｲ ｬ Ｇ ， ｾ ｮｬ ｬＧ ｬｾ 約百品｜ JI' 01;  1目1 y1 2  の l 屯，ft I; ，¥}I 包)2436

品訟 ｬ ｈ ｾ ｬￆ ｬｩ ，斤山 ｺ 松 市 2  I昨 r  9  '，'l !.!'i ，: 百怯的5195

1品l山，' I'. 'JM，iJr I品1 111 oI i 太 供 3 8  0 の l γIV，ri ｉｾｉｉｉｉ る ＵＴＸＶ
名古l長 支 l占
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空 調 設 備 の頁

生 ・ 消 火 設 備

工

暖冷房・給排水・衛

設 計 施

ｾ＠

-← 
妻子lＶｾ＠高回

森 野 工 務 庖
株式会社

大 阪 市 北 区 梅 田 8 容 J也( 新阪急ビ l レ8 附)

ｾｉｉ＠ ; t 1 i 大阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区仲 間 駿 河 合 4 丁目 2 番 地

阪支庖

;IIJ Ii ( 361)  (f¥j 6571  

ｾｇＺ話 Ｈ ＲＶＹ Ｉ ＲＸＳＳＭＴ

大 阪 市 北 区 'j'i' ，.点目T 7  5  

点京r . J 1新宿区新小川町 3 - 3 2  

本社

支盾
ヰi

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・水 道

衛 生 ・濁 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

社

大阪市西 区京町制 1 r  n  6  2  'iJL"，f; (443) 代 ' &8161 - 9  

r，占 昆 rli 中 村 l烹水 i ，町 ! の 1 2  屯，;，'; (541 )0966(551 )1655 

3荘京仰港区赤坂 2 T 1I 3 - 1 2

亦 板 ピーク ピル 5 階 m，，/i (583) 1  4  6  7  

神戸市生A 1 [ x ｾヒ民狭通 Ｗ 丁円 l の I 'iJL，;，f; (34)  1778 4386 

理 研

大 阪 支 底

洋 烈 工 業 楓 式 会 祉 大 阪 支 庖

本 社 ・工 場

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

庖 名 占 屋 倒 問

空 調 事 業 部

后

General  E lect r ic  (G ， E ) 社民

冷暖房機「ゾ‘ンナJ 竹「ウェザートロ 乃その他弁純冷岐房機

)1，，¥.7J( ボイラ ーr l 、イテンフ。
J ( 11Lj 11¥¥VEs STO ｾｌ＠ ｪｾ＠ ｩｾ ， ｩｪＩｻｪ｜Ｇ ， Ｉ＠

西日本総販売元

岩 佐 物 産 株 式 会 社

ｊＭＺ 何 え ､ ｩＭ ｉｗ Ｚ ｾ ね ｩＺ UI f :1 5(;  1'4  k. i，:日j ピ J レ ・le，，，'i (36. 1  ) 2238(  ｦｾ［ 、
収 点 目I i 小火 1'( 芯 作 品 1 1  0  '.L: J i  ( 551  1079 ・1617

r， ，';  )，'  di  It'l 1米 大 6世 i凶 2 - 7  '.!.LlI li  ( 821  3  5  5 民

ヘ 中あ ｩ ｊ ｾ＠ di 人・ ，' .'.¥ IIIf 3  "正II li 八中t官iJi，51，1・1 "  

本 社

東 京

名 古 屋

四 国

会 社

キ土

阪 営 業 所

温湿度調整 ・暖冷房 ・換気給排水・ 衛生設備

設計. l I f ' . 地工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 I更 pq 九 条 世 間 町 2 0  1存 地 の I

m ，i[; (681 )  5  1  0  1  - 5 夜 IlII W m(691 ) 1045 

大阪市北I X . 天満悦筋 1 - ＳＷ Ｈ 天満僑 ｾｕ 古 Ｉ

ｾｬｌ， ｩｬｩ＠ ( 352)  3  5  0  1  - 3  

問 日 di di 浜 m同 点 広 町 m お@7431 - 3  

i( t 市 栄 町 2 1  1  1  電 話 ③ 3 6  1  0  

Ｎｲ ｾｬ 収 ､ｩ 品治町 ＱＳ 取農協会館内包括 Ｈ ＲＲ Ｉ 4477 

2舎町産局書ICJ
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ｅ ・ ｆ 可 ＺｾＺｈｾＺ ・

唱 F電'ー....

⑫6言語器達祐li

エレベータ ・リフト ・カーリフト

計 ・ 製 作
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fに点取締役 長 尾 正 大

本 社 大阪 市 大淀 区天 神橋筋六 (天 六 阪急ビ ル ) ( 351)  4927f -¥，; 

4540  

大 阪営 業所 ( 351)  4927代 サ ー ビス事 業 所 ( 328)  0364(-¥'; 

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328) 0363代

暖 ・冷房 ・空気温温度調整装置

設 計 施 工

4望号 アア72EZ凍空

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖 A

Q

一

A
式株業エ田山

本 社

支 出

出版所

空 気 調 和 装 置 ・冷 暖 房・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ヒ ー タ ー ・ク ー ラ ー

スチール ・アル ミ-サッシ・ドア ・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

銅 機 株 式 会 社

大阪市東区高際橋 5 - 4  5  ( 興銀ピル別館)

司I 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 dfl 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

司! l U 京 代 ( 901) 3  1  9  1 恭

点以持II HTI メ: lllj) 保イli 4 - 15- 23( 第 5 ｾ ｍｊ 干 ＱＱ ビルＩ
T江 東 京 代 (409) 0  1  5  1 書

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

空 気 調 和 設「

一項 計 施 工

換 気 ・除塵設備関

く m哩型里コ

支

⑨

 

市営換所

営 喋 所

取 営 難 所

<i"，'" 

給 ・排 水 ・衛生・消火 ・I暖冷房設備

西原衛生工業所大阪庖

|以 di 大 iiE V 'i'i! tIH; 山 I J  1111 

長 所 = ｊｊｾ＠

平山互業株式会社@  

衛 生 ・空気 l制手IIr&1，iij ， 設 ｬｩ 十 ・ 地 ｔｾ

大 阪 dJi J{ j 医江戸崎1¥; 凶2 の 2

阪市北 ｬ 豆堂， Ｑ［ 占 ｧｾ 泊 Ｑ - 2  5  (新大ピル )

'I'l! ｉｾ 占大阪 ＨＳＴＴＩ 1  5  1  2  ( 大代)

社 東 京 都i 中央区日本備本行田r4  - 2  (三 }t ;j¥; 二別館)

l吉 東 京 ・ 名 古 屋 出 娘 所 九 州 |

場 情 玉 県 北 足 立 1ls ・ * 京 M i 足 也 区

電 話大 阪 ( 458) 353 1番

目11 悩 | 尚

式

事土

41 )附 199-1. ( 443 )  ( f t ) 0331 

、

r  

， 、

.  
.  

.  

.  

.  

株

曾

k  

T  



社
〈
云電陽朝社

杏 種 電 気 工 事 設 計 施 工

海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

電 気設 備 の 頁

j斐

社

営 業 所

本

l

f
f

i

d

-

2

i

よ

附

位

大 阪 rli ｾｴ＠ 1べi f ; 怯 IlI f I  r  11  2  

Y日 .!8 大 阪 (:l62) 8  7  () 

*  ; ; t"荷15 i.fr ｉ ｾ＠ ，)i; J})i 1  r  11 ;， lfI: 7  

γ日 J占 (481) 8  6  2  1  Ｈｾ＠

-?' .  I' i  J;t ヰし 申lI! .  tu¥ 

ｉｩＡｬ川 ・ 陥 Ｈｲｾ ・ ｩｊＢ f.公 悦 尚 ・尚

トt

見.[ l;f ｾ正 十 ｴ

本

営 業 所Jピ '.';

':: ¥' si lilr 

.  
、

.  • 会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 ljrli 川 1E 男

大阪rl H H丘尚胞f品li !i l二八百H也 'ili: ，;i; 大阪 (202) 0325- 9 括

本 社 点 京 都 千 代 田 区 内 神 間 1 丁 目 4 番 地

主 社 札 幌 (111 T" . )L ノ 内 . r， ，，，.  1;1 .  ｾＮＮ｜＠ 1品i

lJ1 Ij ;長所I i ! l 川 ・ (1 ;uj Ｎ 備 ＨＡｾ ・ ，ＧｦｪＮ 1M!  . 山 山

電 気 工 事 設 計 施 工

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

-- Ｎｾι ＮＮＮＮ｣＠
支ｾ 1/T' :r.、

代表取締役 山 本 博 三

大阪 市北 区中之島 3 の 3 初日ピルデイング

T E L 代 必 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 七 位 期 通 り 4

T E L 代 -& (448)  1  3  6  1  

京 行11 d，. '1' 京 1>( IIG /  J;( *  '1' 作 田 f 4  3  

T E L 代 表 811 9  2  9  6  

社

A

Q

一
品式株
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刈

号聖ｾ

弔藤工
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大 阪 市 北 区 n 崎 町 六 } L '，'0:，11; ・大阪 (313) 代ぷ3456

* 京支出 来 京 邸 中 央 区 西 八 丁 綴 二 了 臼 十 二

f E 話 ( 553)  0  0  1  1 代 表

名 ，ｾｨｉ • 事 ＱＱＩＧ ・ ｼ凋山 f!-激 ・広 J:. 1j ・北九州

西 村 正取 締 役社 長

蛍 業 所

設 計 ・ 施 工

司'
電 気 工 事

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

A

Q

一

A
式ネ来

と
一
刈

号 骨

司，本中

社
ふ
一

A
式株業エ原栗6詮

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 rli li}i. *  1'(  ｾＨＧパＺ Ｊ 之 ｉ ｬｉ ｲ r  11 .  Ii 

.t i  ， ｬｬ［ 大阪 Ｈ ｾｊＺｬｬ Ｉ (¥: 1< 7  3  4  1  - "  

O :l 8 8 ' 2 1 9 3  

大阪市地点1><](，1: *之町: . Ji  I  .  .  i lUli 大阪 (9:11) 7以).1

ｍ ｬｾ リ山田 ｉｬ ｩ 庁，Ｉ，Ｎ ＱＮ 卸 ｬｦｩｬ ｩ 曲り ＺＱＶ ( ) 払/il. 卸1; lr 2  2607 .  12:i 9  

本

大 阪 市 北 区向上延 IHT 1  6 得 J也( 来|坂急 ビル)

泣 訴 大 | 坂 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 l吉 東 京 ・1' ，占尿 . T!f:' {IJa ' 広 J: ，'j . 九州| ・争11t
i

よ ｾ!京3長取 締 役 社 長

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 単 価T 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東 京 都 品 川 区 西 五 反 回 6丁目 25番 目 号 ( 福 島 ピ ル )

電 話 東 京 ( 491) 1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 田T 2  3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・和 歌 山 ・名 古 屋

電 気 工 事 設 計 施 工

ユ社

庖

本

支

社

代 点 取 締 役 林

大 阪 市 北 区市11 笠 IlI f 5  0  (堂ピル 7 附)

i'l t  .i 占 星通 3  6  7  1  (代)

* ぶ dll 中 央 区 n本焔 ni 崎 町 3 r  LI 2 佐I也

'，'U ぷ ω 1 4  7  8  ( 代)

111 山奇 ・ fll 悦 1(，( .  .t持 ， ｾ ，， ｜＠ IlJ 
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敏

株 式 会 社

ヰ土本

営 業 所
庖支
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• 群出 ヲ民戸斤
出 張 所

電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区制1 笠 岡I 五 O ( 堂ピル三階)

電 話 ( 364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明石 田J 6 - 2  3  ( 辻孝ピ J レ)

-m: J古 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 ・堺 市 ・高 槻 市 ・姫 路

電 気 工 事 設 計 施 工

卒 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・空 間 工 事 設 計 施 工

F 品 『

孟

ぷ弘

メと

大 阪 di 1)可|丘北 早川¥;  [  I: ;w  1  r  I  I  6  5  
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

電 気工 事 ・ 計 装工 事 ・設 計施 工

A

Q

一

A

取締役社長 山 本 永 造

社 大 阪 市 北 区 西 腐 川 町 1 . 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京郎港区新編 5 - 3 4 - 6 相 馬ピル 5 階

電 話 東京 (434) 3848 ・ (431) 8435 

大阪商 ・札幌 ・:f，占! i ' VLJ 11  di  松山 徳山

商

本

見4 京 支 m

社

大 阪 市 北 区 締 ケ 枝 問J 5  6 番 地

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

総山 ・ 京都・草 ｪ 京 ・ ｉＧｩｾ 岡 ・ 水島 ・ 福岡

A

Q

玄気 工 業 株 式

今 村 騰

電

取締役社長

中 央

社本

所張出

支 庖

首 業 所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

ト弓 1 ・ヒr ム宅

ベン手レ?ー・ミ〉ホーjレ

ク 株式&社

三 幸 商 曾

⑩ 

サ ン エ ス

s s s  

、
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タイル新発売

@園

( カタロ グ進呈)

⑪ 認 11) j李 窯 業 商 庖

Board &Slate 

顎宵

Standard 

、
， 

各 種 行"l i ¥

ガラス製品卸問屋 ι ! #)

j原八橋 セト モノ 百貨庖を ご利用 下 さい 」ノ

25 吉田芳雄商庄 ζ コ

ホ'.Y 酸耐

陶器、

大沼; !空f え需

- 内 念 事 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

. 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

・ 樹 脂 砂 壁 工 パ ー サ ン ド 吹 付

・ 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

旬

セトモノのデン〈ート

本社営業所 ・大阪市東住吉区駒川町 3 - 54  電話 (702)代7814- 6  

特約代理底 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 広 島 ・ 今 治 ・福 岡

設計施工

F UTA BAYA  DE C OR AT ORS ， LT D.  

建 築 物 、 船 舶 等 造 作 工 事

家具、主主具、寄木、室内装飾工事

内外装飾織物 ・窓、掛、敷物、壁紙類一式

二葉屋装備工業 株式会社
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大 阪 支 庖

大阪叶 J W: IヌーI':: j JJ:i1f，(:i 二丁 II ) L 野 村 ビ ル fi .l;持

7正 日 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 C J 0 5  

、

.  

取締役社長 若 林 繁 官

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

屯 話 ・大阪 ( 371) 3321- 3・3630

-• 
( 創業大正 7 年)

社 寺 数 奇 屋 m瓦 … 大 仏 瓦

内 外 装 用 窯 変 美 術 タ イ ル ・ 一大仏タイル

J;( tmili 点 1111更年熊野k 仏池 Il lllff 9 の 9

大 阪 市 北 区 空 .L、10T 1 丁 円 2 8  

名 古 屋 市 守 山 区 大 字 小 幡 山 脇27

J.l tJ;( r. I)l 央谷区上 原 l T n 犯 の 4

J j (  .r. r) in 水 山 i成 瀬 戸

本 社

大 阪 営 機 所

名 古 屋 営 纂 所

東 京 営 難 所

工 場

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 6  T E し ( 36 1)9055 U t .1< )

ノ同f 日ー業所大阪 rll 点 区 本 町4- 27御 堂 ピ J レ T E L  (252)  3  9  0  6  

備 嘱 託 業 所 大 阪 市 京 区 償 羽 田 ¥2  - 3  6  

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ

大 F YK 濁 入 奈'1 落 防 止

雇 ニ 耐 震 耐! 乱

i 弓 安 定 経 量

雪 瓦
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建 材 の頁

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

盟11

近代建築の要求する

-・-

鈴木式| りJ 煙 火 シ ヤ タ ア ・リ ン グ グ リ ル ③ シ ヤ タ ア ・

ス テ ン レ ス シ ヤ タ ア ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ヤ タ ア

40 ・ピ ー ア ッ フ。③ シ ヤ タ ア - 汎 用 シ ヤ タ ア

そ の 他 特 殊 シ ヤ タ ア の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

ス チ ー ル
サ

、y
コノ • ド ア ー

べ¥¥.¥¥)1': .¥1.1/，匂

炉 可

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ
、y

タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

套 韮 三 高 製 作 所

※  特 許 川、 f 異 武

ステンレス・アルミニウム

防火シャ" ，9 -

設!
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11¥俣シャEγ q- 工業株式会社大阪支庖

豊かな経験と

最新の技術・ ..

東洋シャッタ一株式会社

本 社 大 阪 市 東 区 谷 町30 新野村ビル T E  L  (762)  5861 代

支 庖 * ぷ (771) 1171 ・名古屋 (331) 6171 ・大 阪 (352) 4571 

営 業 所 俄 浜 滋 ｴｾ ・ ［［ｲ Iif l  . 神戸 ・制| 判・他 全国 E 安部市
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F  

カーテンウオール

ア ル ミ ニ ウ ム サ ッシ ・ドア

ス テ ン レ ス サ ッシ ・ドア

新製品

規格サ ッシト ッカ70

公共住宅型サ ッシト ッカKJ

住宅用夢窓サ ッシ

建 材 の 頁

. 超 高 層 時 代 を に な っ て 、 カ ー テ ン ウ オ ー ル の 果 す 役 割 は ま す ま す 大 きく

な り ま し た 。 カ ー テ ン ウ オ ー ル 工 法 の 開 拓 者 で あ る 東 京 カ ー テ ン オ ーノレ

工 業 の 、 こ の 分 野 に お け る 特 異 な 技 術 は 広 〈業 界 に 認 め ら れ て い ま す が 、

ア ル ミ 、 ス テ ン レ ス 、 ア ル キ ャ ス ト 等 を 使 用 し た 美 し い 金 属 外 装 で 都 市

に 一 層 の 美 観 を そ え る こ と も 、 ま た ビ ル デ イ ン グ ド レ ス メ ー カ ー と し て

の 束 カ テ の 使 命 で す 。 先 般 米 国 レ イ ノ ル ズ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ノ レ I nc 、 に 対

してアノレキャストのす支何? を車命出しました 。

町田東京s - j ] 万ーJl 工業

E岨 : r : : ; ; 115品 川fJ2 ー

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

フザス I二も/ 季初=ι

函すを・薬品 l二 も

大丈夫で・オ

特 許 ・ 耐 酸 ・ 耐 ア ル カ リ ひふ く 鉄 桓

ｔｴ ｉｊ 工ミ Ｎｊ Ｙｊｾ ｊＮ Ｙ ル
. 永 久 建 材の 超 ひふ く 鉄 板

スー ｊ｜ＺＭ ｊｴ Ｇｊｉ Ａｊ，Ｉ ｊｾｾＹｊＧ ( SPM)  

Ｂ弓ースー ｊｴＭ 苅 Ｇｊｬν Ｇｊ ｊｾｾＹｊｾ ( CSPM)  

. 責 任 施 工 ・ 型 録 送 呈
. 新 時 代 に 7 . / チ し た 各 租 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

7I
I
J  1  !J 'J ｊｾ＠ s  9 ル製造株式会祉

本 祉 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電話 大阪(481) 8085- 9

大 阪 支 直 尼崎市北新町 4 - 41(古川ピル) 電話 大阪(481) 8085- 9

東京支庖量工場 埼玉 県車市東町 2- 20 - 4 電 話 車 (32) 3  11 5- 7  

主唐・出彊南 部山八幡・名古塵.111崎岩国 宇部 延岡・佐賀 三原 櫨島ー樋山

重二コt g a m-

送 風 機

• L  A  ｆｊ ｉ ヲ リ ミ γ 卜 ｵ ー ド ｪ 返 ｪ 瓜 ｍ ｾ

• V  A  F  ｊｦ ｾ＠ ，，]" 変 J に 'l iI" i点 ;21 J瓜 ft:1l:

・S A  F ) Iラ ス トリ ー ム ラ イ ン j羊HJ 杉並

営 業 品 目 ・C A  F J 形 & 心 J 史 的 行 'I il" 流 送 H.l 機

( 才.11} i午)

株式会社主主山室戴工戸斤

本 社 工 場 / 大阪 市 城 東 区 里 子江 東 之 町 一 丁 目 番 地

語 大 阪 (9 3 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 ，易 島 四 丁 目 六 番 十 七号

品 東京 ( 8 11)  3  4  3  5 ・ 3 4 4 0  

K A N D A N  

・空気調和設備 ・給排水衛生設備

・各種送排風機 設計施工

4(j) 1自由懸持開会評
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建 材 の頁
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偏正; ラf?Lr

側 、¥戸二 i i よ

" " . . . . . . . . . . ビノリューム

気光式通風器製造

田 辺 工 業 株 式 会 社

特許

; ド園

建 物 内 外壁 、 間 仕 切 、 天 井 扉 、 電 気室、 発 電石 綿 セ メ ン 卜 の 最 高 水 準 を 行 く . グ

所 、 配 電室 、 製 鋼 、 カ' ラ ス 工 場の壁、製糖、

製 油 製薬 工 場 の床 、ス カート 壁 な どに 最 適。

アスベストＩｾＧＮｊヤ

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

@  
( 呈 カタログ)

829号

そして 燃えない

法定不燃材

腐らない

， 

，-

-.  
新しい型の

ひふ くてっばんケミカラーオーシマメタル

東大阪市新庄 (782)4171代

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

スタンダードメタルの大島応用化学
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建 材 の 頁

〈 呈 カ タ ロ グ 〉

匡l
大 阪 塗 料 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 域 東 区 古 市 大 j泊 3 ｾ＠ 2  4  T  E  L  ( 931 )  3  2  7  1  - 3  

東 京 Lb ' ) 長所 東 京 都 墨 田 区 文 イE 3 丁i =l 21 - 17 T E L  ( 611 ) 1  0  4  3  

.・・

電む

F  

⑨ お 部屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 しい 調 和 で ・・・・ ・・ ・・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

( 一 的 繊 制f" ，， ｾ村 Ｉ
- チェリーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほたるかベ

- い す 3・ fJ'、 ベ ・J 、。
ビ ロ ン • ...i 、〈 よ か ベ • i青 i.昔'JIヨE

• 

- 欝 香

- 金 蘭

- カ セ ロ ン ウ オ ー ル - パ ー マ エ ー ス - あ あ け - 錦 上 壁 K (  H! 級 制 主 附 材 )

- ス-J' ー ウ オ ー ル
.  i尚 雲 コ コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳

- セ ン カ ウ オ ー ル (  Hr t融 制f Ｂ，ｾ材 Ｉ - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 育E

- あ '1・ ほ了 の - 錦 上 壁 - 日百 手口 壁 - す ず ら ん ( 特
長'-" "n 

- 新 興 壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 -村主 山 - 大 手口 壁

Ｈ ｉ［［ｪ 火オ 裁判 ｬ ｾ ｪＺ［ｱＱ と し て ご佼ｊｲｊ の 節は Ｑ ＭＭ 臼商 品 ｬ ニシンケ ン ｼ坊火剤 ｬ を性 ｴ 入のこと Ｉ

. シンケン| 幼火斉IJ ・ |幼釘lj斉IJ エ パ コ ン Ｎ Ｑ 岳 ｴｩｾ ，ＺＮ剤オート ン ・ 化 ' γWJ ス ー パ ー ン ン ケ ン 紛1 ( 全問有名，怨材的に有)

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 "q ッ 僑 T  E  L  ( 538) 2951代 ( 54 1) 5757代

常 業 所 点 以 ・大 阪 ー明 石 ーJ:L: ｊｾＧｪ Ｇ＠ t! ;¥岡
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建 材 の頁

ド ル パ ン チ カ ー ペ ッ ト の 決 定 版

Ｗ Ｒ ・ロ エ ｬｩｪｾ ョヨ
ポ リ プ ロ 7 0 % ナ イ ロ ン 3 0 %  

P . P の 特 性 と ナ イ ロ ン の 特 徴 を 最 大 限 に 生 か し 、 独 特 の 新 方 法 を 加 え 、

ニ ー 下 ル の 欠 点 を 全 く 解 決 し た 驚 異 的 な … … … … … /i::' 9!iI:s.

表 に 特 殊 加 工 ( 特 許 申 請 中 )

裏 に 合 成 ゴ ム ( 特 許 )

ピ リ ン グ を 防 止 し 、 伸縮 が な く 、 耐 摩 耗 性 に す ぐ れ 、 耐 久 力 は 抜 群・・・・・ ・・・・ ・・・

足 の と こ ろ に 絶対強く、 フ レ ヤ ー の 程 ら な い … … … … … … 1 ・B 3 A =，デョス

本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 地 区 発 売 元 装 栄 株 式 会 社 北 海 道 地 区 発 売 元 株 式 会 社 三 晃

電 植 、 ナ イ ロ ン 1 0 0 % ・・ a圃・・@' .....0 ___. 

E ・・'.. ｾ＠ ... 司 ｅ ・・Ｇ、ｾ ....園・
= 手L ;@;量 ぜ 回 諸 国 島 晶a 田" .，，， 、. 1 . -

デラックス・・ ・・・ ・ス ベ リ 止 め 加 工 、 lli 丑 J惑 の あ る 豪 華 さ 。

ス タ ン ダ ー ド ... . . 甚 は 板 ゴ ム で 特 に 工 事向 の 価 格。

合 大 誠 化 工 株 式 会 社 2225; 慌 122f t U2J 2: ?と;;;:;;ぉ

ドも ｾｩ

sss混合プラスター( 上塗用・白色)

sss プラスターc ( セメントモルタル下地用)

sss プラスター p ( ペイント下地用・金鍾仕上)

sss プラスター SP ( 発泡軽量コンクリート下地用 )

建 築 用 美 術 工 芸 用 各 種 焼 石 膏

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

本 社 航 路 rli 神保町 4 丁目 77

東京営業所 以}JI，郎新宿l i Z 点大久保 HIT 1  (7) 331 

中部営業所 漸戸山市場 mf l 13

大阪営業所 大ｼ仮 ｲｬｩ 北ｼズＧね［， Ｇ ［ｾｴｭｦＲＰ 雄日! ビル .Itfi i¥

姫路営業所 ｉｾｉＺ［＠ 路市有I'}干IIIT 4 丁 1177

福岡営業所 悩|判 rli じ附282の 1

T  E  L 0792 ( 22 )  3837 - 9  

T  E  L  03 (351)  6962 

T E L 0561 (82 )  9185 

T  E  L  06 (344 )  6526 

T  E  L 0792 (22 )  3837 - 9  

T  E  L 092 (87 )  64 19  
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マノール防水剤は 、屋上、内外壁 、地 下 室

などのモルタルやコンクリート 、 ブロ ック

の防水、防湿に最適です 。

その上 、亀裂予防はもちろん 、作業能率も

著るしくあがり 、仕上り面が特にきれいな

点にも人気があつまっています 。

マ ノ ー ル 製 品

〈雪 J 与，f-T用〉

防 水 剤

急 結 剤

早 強 剤

接 着 剤

剥 離 剤

防 凍 剤

エ ス コ ー ト

( セメント走塁3包 剤 )

エ ア コ ー ル

( 空気通行剤}

山 富 兎 警 慧

電F I " I &防水剤

6動

大 阪 営 業 所 大阪市東成区西今里町 2 - 4 8 電 大 阪 (971) 4765-6 

名古屋営業所 名古屋市中区門前町 5 - 3 7  電 名 古 屋 (231) 5440 

福 島 営 業 所 福島県信夫郡吾妻町下野寺遼原電福島 (34) 7428 

盛 岡 営 業 所 盛 岡 市 南 大 通 3 - 1 2 - 5 0 m盛岡 (22) 2204 

主主 油 脂41: : t : 祉

東京都品川区大井ト 15- 1 電東京 (774) 4111代表

日本建築協会優夏謹明 セ メ ン 卜 増 強 防 水 剤

- ) . - q-fl- B雪

株式会社日本セメント防水剤製造所

'¥'!  {I 

tJ 

本 社 大 阪 市 東 区 船 峰 町 2 - 3  1  (船 越 ピ J レ) ｩＧｉｊＺｾ舌 Ｈ ＹＴ Ｑ Ｉ ＲＶＲＶ ・ ＲＶＲＸ

連 絡 所 宝 塚 市 高 台 上 の 池 電 話 宝 塚 ( 86) 2153 

出 張 所 電 活 束 京 (431) 8648 ・名古屋 (331) 1531 仙 台 ⑮0721 札 幌 ⑪ 11 11

オ f ー タ イ ト 式 防 水 電 話 大三 工 業 高 必 ( 2 ) 0016 安 藤 工 取 締 間 ( 28) 5  2  0  7  

工 事 代 行 底 縄 水 建 材 広 島 ( 61) 6  3  7  1  

的

H

E十

- 基 礎 施 工 の 悪 候 件 を 克 服 す る

言葉置式 自 信 三 品 杭

特 許 . 第 2 3 3 7 4 4 号 本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 - 2 0  ( 高 麗 新 ピ ル )

T E L 大 阪 (202) 3233(代) ・ 7501(代)

特 許 . 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 ・ 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中村 区 船 入 町 1 - 12( 服 部 ピ ル )

T E L 名 古 屋 (582) 3  0  3  6  ( 代)

株式会社 訣 習 工 務 所

大 阪 工 場 大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 5 - 2  7  

T E L 大 阪 (672) 3  2  2  3 ・ 3 2  2  4  

名 古 屋 工 場 愛 知 県 海 部 郡 弥 富E 町 佐 古 木

T E L 弥 富 ( 7 )  1 1 9 1 ・1 1  9  2  

2 日 本 建 鉄 の

P S80Aレディメードサッシ

P A80A.  P A70Aサッシドア

日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8 T E L 東 京 ( 270) 6511( 大 代 )

大 阪 支 j市 大 阪 市 北 区 悔田 町 4 7  ( 新阪神 ビ ル ) T E  L 大 阪 ( 34 1) 4331 ( 代 )



建築と社会 “ A RC HI TEC T UR E A ND  S OCI ETY " 第49輯第9号

・昭和43年8月25日発行 (毎月1固25日発行) ・昭和24年 3月19日第 3種郵便物認可

屋 根 . 外 壁 . 内 壁 . 天 井 に

建設省認定 朝 日 の 不 燃 建 材を

必ふ

朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 社

大阪支庖/ 大阪市北区神 山町 4 3 電話( 312) 8521(代表)

本 社/ 東京都中央区銀座 7 - 3 電話( 573) 5111( 大代)

営 業 所 / 東 京 ・ 横浜 ・静岡 ・名古屋・富山 ・大津 ・姫 路

岡山 ・広島 門司 ・福 岡・ 長崎・延岡・ 高 松

新居浜 札幌

工 場 / 横 浜 ・山 梨・ 大 阪 ・水 島 ・玉 島 ・ 門 司

目 標 準 寸 法 及 び 色 彩

種 類 長 尺 ・平 板 ・波 板

カフーグリ y プ

厚 さ 0 .27弘 ( #3 1) - 0. 60弘 ( #24)

ポリウレヲンフオーム 5' %. 

寸 法

幅 914弘 ( 3 尺)

長さ 50'%. まで m 

色 彩

カ フ グ リ y プの色 標準色 8 色

ポリウレヲンフオ ム の 色 灰 色 ・黄色

工場・倉庫・住宅に

法 定 不 燃 材

朝 日 波 形 ス レ ー ト

朝 日 フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド

朝 日 大 平 板

朝 日 ス テ ン ド ス レ ー ト

朝 日 ネ ッ ト イ ン ス レ ー ト

ビ ル ・ 工 場 に

朝日耐火" ，ネル

朝 日 防 火 パ ネ ル

朝 日 グ ラ ス イ ン パ ネ ル

朝 日 フ ェ ザ ー パ ネ ル

朝 日 コ ル ゲ ー ト イ ン 〆〈ネル

吹 付 石 綿

朝 日 ブ ロ ベ ス ト

量 性 屋内の温度変化が小さく、ルーフィングなど不要

室内に露滴落下の心配がありません。

2  . 断 熱 性 太陽の直射や屋外寒気などを防ぎ、熱貫流抵抗は

20
m

/m
厚の木毛セメント板に等しい。

3. 吸音遮音性 雨音の発生が少なく 、室内 ・室外の騒音を l吸収。

静かな環境をつくります。

4 加 工 性 長尺ロール成形、波付加工及び現場施工は従来の

亜鉛鉄板と同様に簡単です。

5 経 済 性 施工が容易 、工程が簡単、その上軽量であるため

工事費がグーンと節減できます。

6 防 火 性 特殊難燃処理が施されたウレタンフォームは

自己消火性を有し防火上安全です。

7 防 水 性 ウレタンフ ォームがコーキング材の働きをして

防水性を 高め 、雨漏りの心配無用です。

大 岡 鋼 板

大 阪 市 東 区 高 麗 儲 2 - 4 1  T E L  (203)0751  

東京都千代田区丸の内3- 10 T E L  (212)0501  

. カタログ・見本帳ご希望の方は〈建築と社会〉とご記入の上ご請求下さい I  

- ご入会のお 申込みは 社団法人 日本建築協会 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪(231)9648・9649・9640 振替 口座大阪39975番

定価 300円 ( 送料共)


